











































マルタ・サギーは探偵ですか？３
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　第二のカード使い




　完全に管理された自然が主人を包む。高原の春を満まん喫きつできる、ある山地の一点だ。

　黄緑色に萌もえる若わか葉ばの下にベッドを出し、春の贅ぜい沢たくを思うさま享きよう受じゆしているのはウィリアム・デアスミスだった。

　暖あたたかい日差し、そよぐ風、花の香かおり、若葉の影かげの涼すずやかさ。鳥は歌い、遠く小川のせせらぎが聞こえる。

　白のシャツと黒のズボン、布ぬのの靴くつという簡かん素そな出いで立ちで、彼はベッドに座すわって本を読んでいた。

　長身で胸むな板いたが厚あつく、しっかりとした腰こし回まわりを持っている。ページをめくる指は彫ちよう刻こくめいていて、その造ぞう形けいが動くのはまるで奇き跡せきのようだった。木こ漏もれ日にまだらに照らされる髪かみは赤みがかった金色で、うねるように巻まいている。肌はだは白く、きめが細かい。わずかに鉤かぎ鼻ばなで唇くちびるが厚く、睫まつげが長く眉まゆは整っていた。

「デアスミス様、新聞を」

　お持ちしました、と、声をかけようとしたメイドは、デアスミスが唇の前に一本指を立てて当てたのを見た。

　上げられた瞳ひとみは青せい灰かい色しよくで、今は柔やわらかな光をたたえている。

　デアスミスは本に栞しおりを挟はさんで閉とじると、右手を伸のばしてメイドから新聞を受け取った。

「ありがとう」

　声はびろうどめいた滑なめらかさで、囁ささやきほどの声量だった。

「眠ねむってしまったようだから、かけるものを」

　言われて見れば、ベッドの上には薄うす青あおのシャツと黒のズボンを着た栗くり色いろの髪の青年が、身体からだを横向きにして静かに寝ね息いきを立てていた。

　銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねも外さず、木漏れ日の影を頬ほおに映うつしたままの彼は、デアスミスにいつも静かに付き従したがっている青年だった。

　メイドはデアスミスがその青年を、クレイ、と呼よんでいたのを思い出す。今は閉じられているその瞳の色は薄い鳶とび色いろ。

　メイドははい、と言った後、問いかけた。

「デアスミス様は、お喉のどは渇かわいてらっしゃいませんか？」

　問われて、デアスミスは少し考えてから視し線せんを上げる。

「紅こう茶ちや以外の……そうだな、なにか、レモネードなどあれば。甘あまくないのを」

「……紅茶はお嫌きらいですか？」

　ああ、立ち入ったことを訊きいた、と思いながらもメイドは返事を待ってしまう。

「いや、好きだよ」

　デアスミスはわずかに苦く笑しようして答える。

　ではなぜ、と喉のど元もとまで出かかった疑ぎ問もんを抑おさえて、メイドは礼をして立ち去った。

　途と中ちゆう、二人の人間とメイドはすれ違ちがう。

　人間族に見えたが、事実そうであるかはわからない。

　近い姿すがたのものであるなら、別の種族のものであってもその気になれば人間に見える。

　ここは人間族が多い地方だから、大たい抵ていの種族のものが人間の生活形けい態たいに準じゆんじている。

　この場所の主人であるデアスミスが人間なので、人間の自分が雇やとわれているのは不思議ではない。人間の生理は人間のほうがよくわかる。

　ともあれ、形だけでもレモネードを四つ持ってこようとメイドは考えて、厨ちゆう房ぼうへ急いだ。

　メイドと入れ違いにデアスミスの前に立った二人は、少女と男だった。

　男に付き従うように少女は一歩離はなれて立っていた。

　二人とも春用のコートを着て、帽ぼう子しをかぶっていたが、デアスミスの前に立つとどちらも帽子を脱ぬいで胸むねに当てた。

「暑くないのかね君たち。今日は日差しが強い」

　デアスミスは微笑ほほえんで二人に問い、男は恐きよう縮しゆくした面おも持もちでまぶしげに瞬まばたきをして答えた。

「お気き遣づかい勿もつ体たいのうございますデアスミス様」

　細ほそ面おもてで短く切った黒くろ髪かみを撫なでつけた、どうやらエルフ族らしい男はそう言い、一歩控ひかえて立つ少女は頬を真っ赤にした。

「報ほう告こくを」

　手に持った本を再さい度ど開き、ページに視線を落としながら短く言われたデアスミスの言葉に、男は頷うなずく。

「昨日、バッカーディ刑けい務む所しよに拘こう置ちされておりましたマクシミリアン・デリターを処しよ分ぶんしました。方法はこちら、デロリス・ウィラーのカードによるものです」

　デアスミスは視線を上げずにページをめくる。その美しい右手の中指と薬指には、薄い銀ぎん製せいの栞が挟まれたままだ。

　デロリス、と呼ばれた少女は、緊きん張ちようの面おも持もちで一歩前に進み、腰こしをかがめる礼をした。

　背せ中なかまである白銀の髪、真っ青な瞳。睫まつげや眉まゆも銀色で、どこか幻げん獣じゆうめいていた。睫は長く、まるで鳥の羽根のようだ。特に変わっているのはその耳で、頭の四分の一を覆おおうそれは、揚あげ羽はの翅はねのような形で、色も酷こく似じしていた。黒色なのだが光の加か減げんで七色に鈍にぶく輝かがやく。

「お初にお目もじいたします。デロリス・ウィラーと申します」

「覚えているよ。新年の例会で、君、挨あい拶さつにまわっていたろう。あのとき私は、上のバルコニーにいたけれどね」

　目は文字を追っていたが、デアスミスはそう言う。

　デロリスはいよいよ顔を真っ赤にし、感かん激げきで目を潤うるませ、声を詰つまらせて胸を押さえた。

「わ、私などが、お気に止めていただけるなど……光栄です」

「それで」

　先を促うながす言葉にデロリスは息を呑のむ。この方に呆あきれたようなため息を一つでも吐つかれたら、きっと心臓が止まってしまう。いや、そうであるなら止まってしまえばいい。

「『名めい探たん偵てい』のカード使い、マルタ・サギーについてです」

「ああ。リッツを預あずけているカード使いだね」

　リッツ、と親しげに名を呼ばれたデアスミスの弟に、デロリスは激はげしい嫉しつ妬とを覚えた。

「はい。デリター氏の拘置も、彼の働きによるものですので、いずれ、禍わざわいの種たねになるのではないかと」

「進言はありがとう。気に留とめておこう」

　相変わらず視線を上げずに言われてしまえば引き下がるしかない。けれど、直じかに言葉を交かわしたこの何秒かだけで、デロリスはとても幸せだった。

　エルフ族の男と視線を交わして、礼をして下がろうとしたとき、デアスミスは思いついたように言った。

「ああ、でも、そうか……。ストラグルにしろ、ワークにしろ、デロリス、君の力をマルタ・サギーにぶつけてみるのも一いつ興きようかもしれない」

　デアスミスは初めて視し線せんを上げた。デロリスは、全身が熱くなった。曇くもりの日の空のような、曖あい昧まいな青せい灰かい色しよく。その色がこれほど美しく謎なぞめいているだなど、デロリスは思いもしなかった。

「任まかせるよ。結けつ果かは報ほう告こくしてくれたまえ」







「ストラグル、というのは『カード戦争』における局所的な、基き本ほん的てきには一対一の対決をいいます。勝者にはポイントが与あたえられます。他ほかに、ポイントを獲かく得とくするためにはワークという方法があります。これは主に特定カードを使って世界に働きかけを行う方法で、うわーもー面めん倒どうくせぇーリッツ僕ぼく読みかけの本あるんだけどー図書館に返しに行かなくちゃいけないんだけどー今日中ー」

『マルタ・サギー名探偵事じ務む所しよ』の居い間ま兼けん事務室で、マルタはポケットサイズの「『カード戦争』・基本知ち識しき」を開いて読み上げていた。テーブルに胸むねと顎あごを載のせ、両手で本を持って両りよう腕うでを伸のばしてだらだらと。

　鳶とび色いろの髪かみで深い青灰色の瞳ひとみ、頬ほおにそばかすのある人間族の少年の、マルタの助手のリッツ・スミスは、タイプライターを打ちながら無む表ひよう情じように答えた。

「その本なら、おととい僕が図書館行ったときに借り直しておいてやったよ。よかったな。次の返へん却きやくは一週間後だ。続けろ」

「先が気になるんだよ！　それに何で今いま更さら僕がこんなもん読まなきゃいけないんだよ」

　足をばたばたさせてわめくマルタに、リッツは相変わらずタイプライターを打ちながらやっぱり無表情に言った。

「まだ把は握あくしてない感じだからだ。僕はそれ最初から最後まで読んだよ」

「じゃ、僕はもういいじゃん」

　言うなりマルタは本を肩かた越ごしに投げ捨すてた。視線もやらない背はい後ごでばさりと音がし、リッツはあまりの態たい度どに反はん射しや的てきに腰を浮うかせて怒ど鳴なった。

「おいこら！」

「だって、僕はなんだかんだでもうずっと、カード戦争に参加はしてるんだぜ？　それに、こんな基本のことなんか、そう、この本をくれたシェリーさんからだって聞いてるし、僕だってちゃんとわかってる」

「それが怪あやしいから一から僕の前で読めって言ってるんだ！」

「リッツが僕よりわかってるんなら僕はそれでいいよ」

　マルタはつまらなそうにそう言うと無む造ぞう作さに立ち上がり、こういうときばかり素す早ばやく、コート掛かけに掛けていた上着を取ってハンチングをかぶった。

「いいわけないだろ、待てマルタ！」

「今日は仕事ないじゃないか。外で本読んでくるよ。今いいとこなんだ！」

　上着を着ながら大おお股またで歩き、自分の部屋のベッドの上に投げ出して置いておいた本を取って、マルタは軽けい快かいに階かい段だんを降りる。何か言っているリッツの声が聞こえたが無視をした。

　ビルヂングの階段を降りきったところで、白黒まだらの垂たれ耳の犬が足あし下もとに寄よってきた。首には柔やわらかい布ぬのの首くび輪わをしていて、それにはマルタにしか読めない文字で『ジョゼフ犬』と刺し繍しゆうがしてある。

「あ、ジョゼフ犬。今からユリル河がわで本読もうと思ってるんだ。つきあう？」

　大股で早足で歩きながら言われたマルタの言葉に、ジョゼフ犬はわんと吠ほえて嬉うれしそうに尻尾しつぽを振ふった。

　石いし畳だたみの道を革かわ靴ぐつで歩く。すれ違ちがうのは人間ばかりとは限かぎらないが、おおむね立りつ派ぱな身なりの人々だ。男だん性せいなら白いシャツに上着にズボンに帽ぼう子しにステッキにネクタイ。女性ならドレスに編あみ上げブーツに春色のコートに絹きぬの手て袋ぶくろだ。夜の眷けん属ぞくの者たちなら、頭からすっぽりとフードか帽子をかぶって全身を覆おおっているからすぐわかる。獣じゆう人じん族ぞくもいたし、歩道で蹄ひづめの音がしたらケンタウルスだから、その優ゆう雅がな尻尾に少し触ふれる幸運に恵めぐまれるかもしれない。けれど今の議ぎ会かいでは幅はばをとるケンタウルスも車道を歩くべきだとの法案が議論されていて、ケンタウルス側では人じん権けんの侵しん害がいであるとしてやりあっている。

　上空を見れば有ゆう翼よく人じんや鳥人族が春の曇くもり空を旋せん回かいしている。

　労働者たちも多いが、それでも襟えり付つきの上着のボタンの前はきっちりとめているのがこの都市、ゴルゴンの女王がおわすオスタス市の礼れい儀ぎだ。自分はといわれれば、窮きゆう屈くつなのは嫌きらいだから、まぁ気分と状じよう況きようによる。

　仕立屋のショーウインドーに映る自分の姿すがたがふと目に留とまる。

　黒い髪かみ、どちらかといえば平へい坦たんな顔立ちに黒い瞳。黄色いといわれればあるいはそうかなぁと思う肌はだの色。年はそういえばいくつになったんだっけ。十七だか八だか。そこいらだ。真ま面じ目めに数えればはっきりするだろうが面倒だからどうでもいい。

　白い襟付きシャツにネクタイに、千ち鳥どり格ごう子しのベストと茶色のズボン。それに大きめの上着に黒の革靴。

　マルタは蓑みの崎さきというところで生まれて、蓑崎の戸こ籍せきには鷺さぎ井い丸まる太たという名前で記き載さいされている。

　そこでは革靴なんか覚えているくらいしか履はいたことはないし、制せい服ふく以外のネクタイもそうだ。ましてやベストなんて。身分は学生で、アルバイトすらしたこともないし、犬を飼かったこともない。

　オスタスにはいろんな種族の者たちが暮くらしていたが、マルタの世界は人間ばっかりだ。

　最初はオスタスは変わった街だなと思っていたが、今では元の世界のほうがおかしく思える。

　今日は春めいて暖あたたかい、薄うす曇ぐもりの日だ。ウインドーに映った自分の髪の具合が気になって、ちょっと引っ張ぱって直してみたりする。

「新しいお洋服でも仕立てられるんですの？」

「ひゃ」

　突とつ然ぜん後ろから声を掛けられ、マルタは飛び上がりそうに驚おどろいた。

　声は涼すずやかで凛りんとしていて、脅おどかすような響ひびきは持っておらず、あまつさえふわりといい香かおりまで漂ただよったのだけれど、こう突然では。

「ま、驚かせてしまったかしら」

　口元に指を当てて微笑ほほえんでいたのは、黒髪に緑の瞳ひとみの美女だった。濃こい、沈しずんだ色調の赤いコートを着て、それに似に合あう帽子をかぶり、爪つめの色も合わせた赤だ。耳たぶを穏おだやかな輝かがやきの桃もも色いろの宝石で飾かざり、黒髪は結ゆい上げられて帽子の中に収おさまっていた。

　ひょんなことからマルタと知り合った、ティルマカット菓か子し店の女主人、マリアンナ・ディルベルタだった。

「あれ、うわ、マリアンナさん！　どうしてこんなとこに」

　驚きに跳はねあがった心しん拍ぱく数すうのまま、マルタは言い、マリアンナはくすりと笑う。

「あら、私だってこんな春の日には歩いて移い動どうだってしますのよ？　だって気分がいいじゃありません？」

















　楽しげにマリアンナは言い、一歩離はなれたところでは黒いコートの美青年が二人、マリアンナを待っていた。

　マルタはその二人を認みとめて帽子の庇ひさしを摘つまみ上げて小さく会え釈しやくする。二人も微笑んで会釈し返し、マリアンナに答えた。

「ええ、ほんとに、ようやく暖かくなって」

　リッツが聞いたら驚くだろう。マルタが社交的に、常じよう識しき的てきに、しかも楽しそうに話をしている。マリアンナも楽しそうだ。

　道行く人々が控ひかえめに、あるいは気き遣づかいなく、遠とお巻まきにその光景を見つめていた。

　マリアンナは美しい女実業家で社交界の華はなであり、マルタはオスタス市であまり見ない人種の、『名めい探たん偵てい事じ務む所しよ』なんて胡う散さん臭くさい屋号のところの人間だ。マリアンナはオスタスのほぼ全ぜん域いきでの、そしてマルタはこの界かい隈わいでの有名人だった。

「今年の冬は大雪がありましたものねぇ」

　マリアンナがこの間までの冬に思いを馳はせるように言うと、マルタが嬉うれしそうに自じ慢まんした。

「僕、雪合戦をしたんですよ。楽しかったです」

「まぁずるい。自分たちばかり楽しんで。来年は私も誘さそってくださらなくては嫌いやよ」

「マリアンナさんに雪玉を当てる気にはならないので、勝負になりませんよ」

「いやだわ、差別よ。そんなこと言うなら訴うつたえてしまいますわよ？　女性の誇ほこりにかけて、ええ、絶ぜつ対たい」

「ご勘かん弁べんを」

　笑いながら言うマリアンナに、マルタは楽しい気持ちで両手を挙あげて降こう参さんの意を示しめす。

「マリアンナさん、時間が」

　青年が控えめな声で言い、マリアンナが名残なごり惜おしそうにマルタに言った。

「ごめんなさい。もう行かないと」

「はい。僕こそおしゃべりが楽しくてお引き留とめしてしまって」

「ではまた」

「お気をつけて」

　マルタは微笑み、手を振ふって二人の美青年を従したがえて歩き出すマリアンナの笑顔と会釈を見送った。

　マリアンナは晴れ晴れと胸むねを張って歩き、連れの青年が微笑みをたたえたままマリアンナに言った。

「マルタ・サギーですね、今のが」

「そうよ」

　もう一人の青年は声をひそめて囁ささやく。

「……予よ告こく状じようを出しに行く途と中ちゆうだというのに好こう敵てき手しゆに声などおかけになって、験げんの悪い。ジャックさんに叱しかられるのではないですか、ドクトル」

　マリアンナも他には漏もれない声こわ音ねで囁き返した。

「かまわんさ。この私、怪かい盗とう、ドクトル・バーチはそんなことなど気にせんよ。ジャックはまぁ、いい顔はしないだろうけれどな」

　執しつ事じ兼けん運転手兼その他いろいろをしてくれている、長いつきあいのゴブリンの顔を思い出しながら、マリアンナ・ディルベルタことドクトル・バーチは春の日の中不敵に笑った。







「本は、読んで返してきたからな？」

　図書館で新しい本を三冊さつ借りて来たマルタは、リッツの横にその三冊を置くといかにも気取ってそう言った。足あし下もとにはジョゼフ犬が相変わらず嬉しそうにまとわりついている。

「へっえー。そう。僕はお前が本を読んでいる間、ずっと書類を作っていたけどね」

　力強く最後のキーを打って、リッツは紙をタイプライターから抜ぬいて揃そろえ、目打ちで穴あなを開けて紐ひもで綴つづった。

「ところでそれ何の書類？」

「警けい察さつに提てい出しゆつする経けい費ひの請求書と、事じ件けんの報ほう告こく書しよ。見ておくか？」

　差し出された紙の束たばを、マルタは片かた手てのひらを向けて拒こばんだ。

「いやいい」

「面めん倒どうくさがりめ」

　やれやれと息を吐ついて書類を封ふう筒とうに入れ、道具をしまうリッツに、マルタは笑う。

「リッツが作ったんなら、僕それでいいもの」

　マルタは時々こういうことを言う。

　それが怠たい惰だの産物であるとしても、こういう言葉は信しん頼らいに似にている。そんなときだけリッツはマルタが自分より年上であることを思い出す。そして暮くらしていく上で多少、わずか、微び量りよう、微細、であったとしてもマルタが守ってくれている部分があるのではないかと感じるのだ。

「で、お茶の時間だろそろそろ。淹いれて」

　確たしかに時計を見ればそんな時間で、リッツは台所に向かいかけた。が、ふと思いついてマルタに言う。

「お湯を沸わかしておいてあげようとか思わないわけ？」

「だってガス、爆ばく発はつしそうで怖こわいじゃん」

　子こ供どもでも言わなそうな逃にげ口上を言ってマルタは肩かたをすくめ、リッツは軽く鼻に皺しわを寄よせてマルタを横目で睨にらんだ。

「やあやあ春のいい天気だな。茶ちや菓が子しを持ってきたから紅こう茶ちやを淹れてくれ」

　ドアを開けるなり帽ぼう子しを取ってそんなことを言い、自じ宅たくに戻もどってでも来たようにコートを脱ぬいできちんとコート掛かけにかけ、帽子もかけて、ブラシでコートについた埃ほこりまでを払はらいはじめたのはフレッド・トーリアス警けい部ぶだった。持ってきた菓子箱は一番にマルタの眼がん前ぜんのテーブルに置かれた。ジョゼフ犬が嬉うれしそうに吠ほえて歓かん迎げいした。

　トーリアス警部は箪たん笥すのような体たい格かくで、今自分が使っている洋服のブラシのような髭ひげを鼻下にたくわえ、綺き麗れいな水色の瞳ひとみをしている。オスタス市警の警部で、同時に女王陛へい下か直ちよく属ぞくのカード使い対たい策さく部ぶの人間だ。

「お茶菓子何」

　マルタは両足を椅い子すの座ざ面めんに載せ、子供のように菓子箱を凝ぎよう視ししている。見覚えのある綺麗な包ほう装そう紙しとリボンと小さな造ぞう花か。

「プディングだ。奮ふん発ぱつしたぞ、ティルマカットの春の新作だ！　これがもうすごい行列で、朝一番のセレモニーにはマリアンナ・ディルベルタ嬢じようが、上品なピンクと黒のドレスで登場して新作の紹しよう介かいを。それはもう春の化け身しんのようだったぞ。新作のラインナップは五つあって、俺おれはこれしか買えなかった。これももう品切れだ」

　言う間にトーリアスは太い指を繊せん細さいに動かして包装紙とリボンと造花を外し、包装紙は畳たたみ、リボンは丸め、造花はジョゼフ犬の首くび輪わに邪じや魔まにならないようにつけてやった。

「リッツ、皿とナイフとフォークを」

「勝手に持って行ってください。ところで暇ひまなんですか？　なんで朝からそんなのに並ならんでるんですか？」

　台所と居い間まで会話が進む。マルタはまだ開けられない箱を前に、手を出して開けてしまおうか、それとも失敗して崩くずしたら嫌いやだから待っていようか葛かつ藤とうしていた。

「暇じゃないさ、捜そう査さのうちだ。ほら覚えてるか、マルタ。お前にストラグルで負けて自首してきたデリターという男のことさ。その男の話をしにここに来るのに手ぶらでもいかんだろ」

「あ……そ、それはどうも……」

　マルタがそれを聞いて顔色を悪くして縮ちぢこまる。

「なんだ顔色悪いぞマルタどうした」

　驚おどろいたトーリアスが水色の目をまん丸にして言う。

　イヤ別にとかマルタは歯切れ悪く言っていたが、やがてトレイにティーカップ三つとティーポットを載のせたリッツがにこやかに現あらわれて言った。

「何の話？」

　その笑えみとその言葉でトーリアスは状じよう況きようを理り解かいし、マルタに謝あやまろうかと思ったが、よく考えたらそんな謂いわれもないのでとりあえずリッツと入れ替かわりに台所に入り、手を洗あらって食しよつ器き棚だなから皿を出した。

「ね、マルタ。デリター？　いつストラグルなんてしたの？」

　ジョゼフ犬がこっそり部屋から抜ぬけ出そうとした。

「ジョゼフ」

　笑った声でリッツに呼よび止められ、ジョゼフ犬は飛びあがって驚き、その場にお座すわりをした。

「うん、ジョゼフも知ってるのはわかった。で、僕ぼくは知らないんだけど？」

「は、話したよ」

「いつだよ」

「いや、えと、冬」

「冬、長いけど」

「と、思う」

「なにがだよ」

「多分」

「だから何が」

「話したよ僕」

「嘘うそつくな」

「嘘じゃないよ」

「ふざけんな」

　トーリアスは時間をかけてフォークとナイフを探さがし出し、不毛な会話を聞いていたが、少しかわいそうになって居間に戻った。

　だって不毛だし。

「リッツ。そろそろお茶が出で過すぎるんじゃないか」

　リッツは忌いま々いましそうにマルタから視し線せんを離はなすと、カップに紅こう茶ちやを注そそぐ。すばらしい香かおりが部屋の中に広がる。

「マルタ、正直に言わないと紅茶のカップを一つ減へらすよ」

「嘘ついてごめんなさい」

　素す直なおに言われてかえって腹はらが立つこともあるんだと、リッツはこのとき学習した。








　第二章　デロリスのカード




　トーリアスは回想する。

　あれはまだ寒い冬の夜だった。昼にリッチヒル公園で、催もよおし物の支度したくをしていた日。

　夜になって事じ件けんの報ほう告こく書しよを読みながら、市し警けいの泥どろ臭くさいコーヒーを飲んでいたら、

「フィランシェ教室のカード使いと名乗る男が自首してきました」

　と小しよう妖よう精せいの巡じゆん査さに耳元で告げられ、むせそうになった。

　この四枚まいの羽根のある小妖精の巡査はザック・アッカーソンという名で、トーリアス同様女王陛へい下か直ちよく属ぞくのカード使い対たい策さく部ぶの職しよく員いんだ。

　トーリアスから見れば極きよく端たんに縮しゆく小しようされた市警の制せい服ふくをきちんと着て、巡査の帽ぼう子しもかぶっている。ビーズめいた青い瞳ひとみと、くるくる巻まいた金きん髪ぱつを持ち、人形のような顔立ちだったが頭ず脳のう明めい晰せきでなかなかの熱血漢であることも知っている。

　そのアッカーソンが耳打ちした言葉を疑うたがうわけにはいかない。いかに信じがたくても。

　同どう僚りようにちょっと出てくると告げ、追いすがる声を振ふり切って大おお股またに歩き出した。

「フィランシェ教室？　カード使い？　なんでそんなもんが自首してくるんだ。ノナウムス絡がらみか？」

　肩かたに乗って、背せ広びろの襟えりを掴つかんでいるアッカーソンに、トーリアスは当とう惑わくしたまま言うと、真ま面じ目めな答えが返ってきた。

「まだそこまでは」

「ああ、そうか、そりゃそうか。君は私をすぐ呼よびに来てくれたんだな」

「当たり前です。カード使いのことに関しては、まずは一いつ括かつして警部にお知らせするのが俺の役目ですから」

　ノナウムスというのは、近年オスタスで発生している忌いまわしい事件の犯はん人にんたちの呼び名だ。もちろん彼らが名乗ったわけではないから、市警が勝手につけたのだが。

　昔いたという恐おそろしい怪かい物ぶつの名に由来してつけられた名だ。その怪物は人の内ない臓ぞうを抜ぬいて回り、静かに殺していくのだという。

　その怪物の名がノナウムス。転じて内臓抜きを意味する言葉になった。

　それはトーリアスの市警での担たん当とう部ぶ署しよにも重なるし、犯罪団だん体たいであるところのフィランシェ教室の行動であると、最近の捜査でわかってきたところだ。

　そしてカード使い。

　その存そん在ざいは公おおおけには子こ供どもの伝説として知られている。

　別の世界からやってきて、特別な力を使うものたち。

　けれどそんな話はあくまでも伝説でなくてはならないとは女王陛へい下かの考えだ。

　別の世界のルールで、神の雷らい撃げきのような不ふ条じよう理りな力を使い、市民たちの生活や運命に影えい響きようを及およぼす存そん在ざいなど、広めるわけにはいかないと。

　だからこそトーリアスやアッカーソンは、『女王陛下直属の秘ひ密みつ組そ織しき』の一員として働き、今回のような場合には機き敏びんにその場に赴おもむかなくてはならないのだ。

　拘こう置ち所しよに着いたら早速、担たん当とうの刑けい事じが困こん惑わくした様子で言って来た。

「ああ、トーリアス警部。すみませんこんなことでご足労頂いただいてしまって。自分はカード使いだなどと、おとぎ話を頭から信じているようで。それでもフィランシェ教室の名を知っているので一いち応おう拘置しているのですが」

　警察の内部でも、カード使いの存在をうすうす感じつつも黙だまっているものたちと、まるで知らないものたちがいる。たとえば、マルタ・サギーとドクトル・バーチの対決にいつも駆かり出されるグループはもはやマルタ・サギーがカード使いであるということを疑うたがわない。けれどもそうではないものたちは『探たん偵ていＭの力で事件が解かい決けつした』としか納なつ得とくの仕し様ようもないのだ。

　そして、実際にカード使いの力を目にしたものたちは、そのことについて口を噤つぐむ。

　女王陛下の秘密組織の人間が、一人一人彼らの許もとをそっと訪たずねて言うからだ。

　カード使いのことを口外なされるのを、女王陛下は望みません。

　善ぜん良りようなオスタス市民にとっては、それだけでいいのだ。

　女王陛へい下かが望まないことは、しない。

　それは憲けん法ぽうや法ほう律りつよりも強固な、オスタス市民の女王陛下への愛あい情じようだった。

　法律を犯おかすことはできてもその言葉をオスタス市民は裏うら切ぎれない。

　この刑事はカード使いのことについてまだ何も知らないようだ。それはそれでいい。いつか知るまで、安心して暮くらしているのがいい。トーリアスは彼のことが心底羨うらやましかった。

「ああ、ご苦労さま。ここは私の権けん限げんで丸く収おさめておきます。教室の名をどこで聞いたかだけ吐はかせておきますよ」

　親愛の情をにじませてトーリアスは言い、刑事は安心したように微笑ほほえみ、あとはよろしくお願いしますと敬けい礼れいして去って行った。

　背はい後ごに扉とびらと鍵かぎの閉しまる音を聞いて、トーリアスはアッカーソンを肩かたに乗せたまま、拘こう留りゆう者しやの向かいに机つくえを挟はさんで座すわった。アッカーソンは机の上に飛び降おり、卓たく上じようのライトの光から外れた暗がりに腰こしを下ろした。

　自首した男はひどく憔しよう悴すいした様子の青年だった。背広とズボンとシャツとネクタイで薄うすい金きん髪ぱつの、年の頃ころなら二は十た歳ちほどの。

　けれど彼の様子は老人のように見えた。

　瞳ひとみに生気はなく、背中は曲がり肩を落としている。トーリアスは微笑み、それはそれは優やさしい声で切り出した。

「はじめまして。私はフレッド・トーリアス。こっちは、ザック・アッカーソン。オスタスにおけるカード戦争の担当者でもある」

　青年の視し線せんがはたと向けられた。

「そうさ、カード使い。私はカード戦争について、カード使い以外であるならこのオスタスできっと誰だれよりも詳くわしい。話を信じてもらえずに辛つらかっただろう？　大だい丈じよう夫ぶだ、もう安心しなさい。私は、そう、もちろんカード使いたちよりはそうではないにしろ、このオスタスで一番カード戦争に詳しい人間なんだから」

　同じことを二度、穏おだやかな微笑みで言われ、青年は一いつ瞬しゆん泣きそうになったが、息を吐つくのに乗せるように早口でトーリアスに言った。

「マルタ・サギーを知っていますか」

　トーリアスは驚おどろき、当惑したが表には出さずに微笑みを保たもったまま鷹おう揚ように頷うなずいた。

「もちろんだとも」

「あいつひどい奴やつですよね」

「もちろんだとも」

　それには本心同意する。何回言っても口を慎つつしむことをしないし場所をわきまえないし、ハンカチは持ってないし、それでいつもトーリアスが貸かしてやっていたが、つけあがるだけだとリッツと話し合って決めてハンカチを貸さなかったらトーリアスの上着の裾すそで洟はなをかまれた。それに今、トーリアスが上役に睨にらまれているのだってマルタのせいだ。面と向かってもうすこし食べるのやめたらどうですかとか、いや、私の話はいいんだよ。

「君の話をきかせてくれたまえ」

「はい、是ぜ非ひ聞いてください」

　彼、マクシミリアン・デリターは嗚お咽えつを漏もらし、差し出されたトーリアスのハンカチで涙なみだを拭ふいて落ち着いてから語り出した。

　そう、私のハンカチはこういうときのためにあるんだマルタ。お前の洟をかむためじゃなくてな。

　そして語られたのは、トーリアスが知らないマルタ・サギーの姿すがただ。

　強くて冷れい酷こくで自信に満ちた『名めい探たん偵てい』のカード使い、マルタ・サギー。

　しばらく経たってから、トーリアスは『星新聞』の記者にも会った。

　探偵Ｍの記事を書こうと、マルタを監かん禁きんした記者だ。

「帰ってくれ、思い出したくない!!」

　と鼻先でドアを閉しめられ、経けい緯いを聞き出すのに苦労した。

「あいつは悪あく魔まだ。殺されそうになった。金の星雲が俺おれを包んで、なぁあれは地じ獄ごくってやつだろ？」

　トーリアスの知っているマルタについてとは、まるで違ちがうことを言った。

　今こうやって、リッツに睨まれながら、マクシミリアン・デリターとの一戦を言わされているマルタとはずいぶん乖かい離りしている。

　不ふ可か思し議ぎに思いながらトーリアスは、しどろもどろにリッツに説明をするマルタの話を聞いていた。

「あのね、なんだっけ、ミニスカのＣ派はの女にストラグル勝ったじゃん。たしかあそこらへんの日付でー、呼よび出されて、そんでストラグルやって勝ったの」

「何で黙だまってたんだよ」

「言うの忘れてたごめん」

　行ぎよう儀ぎよく背せ筋すじを伸のばし、膝ひざの上に両手を置いてマルタは緊きん張ちようした微笑ほほえみを浮うかべて言い、リッツは片かた手てのひらに顔を埋うずめて深いため息を吐いた。

「頼たのむからさぁ。そういうの忘れないでよ」

　リッツは椅い子すに座ると指の間からマルタを見上げた。その顔は困こまったように微笑んでいて、リッツはその表情の意味に心当たりがあった。

「違うよねマルタ」

「え？」

　突とつ然ぜんリッツの声が厳きびしいものになったのに驚いて、マルタが表情を強こわばらせる。

「わざと隠かくしたろ」

「なんだよ、信用してくれよ」

　リッツは無言で立ち上がると、もう誰とも視し線せんを合わせずにコート掛かけから自分の上着をとり、帽ぼう子しをかぶって玄げん関かんに向かった。

　ジョゼフ犬が慌あわててマルタとリッツを交こう互ごに見る。

「頼むね」

　マルタが苦く笑しようして小声で言えば、ジョゼフ犬はリッツの後を追いかけた。

　玄関のドアが閉まる音がして、マルタは座ったままティーカップを手に取って紅こう茶ちやを飲んだ。

　トーリアスがリッツが消えた扉に向かって軽く顎あごを動かす。

「いいのか？」

「仕方ないじゃん」

「どうして言わなかった」

　トーリアスも紅茶を一口飲む。鼻の奥おくが広がるような香こう気きと味に、思わずため息が漏れる。

　マルタは答えたくなさそうに視線を泳およがせたが、トーリアスも引かない。無言で答えを待ち、マルタは言った。

「だってイヤじゃん」

「何がだ」

「プディング切ってくれよ」

　言われてトーリアスは無言で箱からプディングを出した。トーリアスの手のひらと同じくらいの大きさで、果くだ物ものや生クリーム、チョコレートやジャムで飾かざりつけられている。

「ああ、綺き麗れいだな。ここのお菓か子しはいつもすごく綺麗だよね」

　マルタが感かん嘆たんして言い、トーリアスは淡たん々たんと大きな手を繊せん細さいに動かして、プディングを三つに切り分け、一つを箱の中に残したまま、皿に取り分けた。

　そして座ると、その皿をマルタの手が届とどかない、自分の手元に置いて箱に蓋ふたをした。

「で、何がイヤなんだ。マクシミリアン・デリターの件けんを知られるのの何が？　あと星新聞の記者も捜さがし出して話を聞いてきたぞ。リッツのいるところで、これも話されたくないんじゃないか？」

　フォークを取って、見せつけるようにプディングを口に入れる。舌したの上でとろけるクリームとプディング。そこに紅茶を一口含ふくんだら、今話していることなんかどうでもいい気になったがそうもいかない。

　ともあれマルタはトーリアスのその様子を横目で見て、口の中で何か呪のろいのようなものを呟いて、チッと一つ舌打ちをした。諦あきらめたようにため息を吐いて、両手を頭の後ろで組んで、うつむいて話しはじめる。

「だって、情なさけなかったんだ。マクシミリアン・デリター戦は、圧あつ勝しようだった。『名探偵』のカードの力でね。『星新聞』の記者のときは、僕ぼくは拉ら致ちされて、仕方なくカードを使ったんだ。ストラグルとかじゃなくてさ。やっぱり圧あつ倒とう的てきだった」

「……そりゃそうだろう。カード使いの力というのはそういうものだ。今までまさか無自覚だったわけじゃないだろう？」

　間があった。

　マルタは何も言わなかった。

　トーリアスがティーポットから紅茶を自分のカップに注ついだ。

「紅茶が冷めるぞ」

「お気き遣づかいありがとう。プディングをくれよ」

　嫌いやみに笑って言われ、トーリアスは恭うやうやしく皿をマルタの前に置いた。マルタは組んだ両手を解といて、フォークを取る。

「無自覚じゃなかったけど。あのときは……僕は、いや『名めい探たん偵てい』のカードは、強くて。それで、それが、気持ちよかった」

「……そりゃそうだろう」

「で、僕はそれが恥はずかしくて、リッツに言えなかったというわけさ」

　マルタはフォークを動かしてプディングを一口食べ、飲み込こんで、紅茶を一口飲んでから、トーリアスを横目で見て苦笑して言った。

「情けないだろ？　そんなの。言えないさ」

　よくわからんな。と思いたかったが、トーリアスには理り解かいできた。なにしろ、このオスタスでおそらくマルタ・サギーに詳くわしいことについては自分は五指に入ると自負している。

　ちなみに一位はリッツだが、リッツはまだ年とし若わかい。

　マルタのこういう含がん羞しゆうは、マルタという男の特とく性せいで、トーリアス自身も昔持っていたはずなのだったが、年を重ねて薄うすらいだ気のする矜きよう持じだ。

　自分以外の強い力に頼たよりたくはないのだと。

　その気持ちが薄らいだことについては別に残念ではない。それは成長というものだとトーリアスは思うからだ。

　けれどマルタのそれはおそらく昔のトーリアスの気持ちより強い。

　そして、マルタのそういう部分こそが、ドクトル・バーチの気に入るところだと、トーリアスはなんとなく理解している。

「お兄ちゃんぶりたいなら、リッツの言うことを少しは聞いてやれ」

「聞けるかよ。おはようからおやすみまでずーっとなんか言ってるんだぞあいつ」

「言わせてるのはお前だろう」

「うーん。プディングおいしいね！　さすがだなティルマカット！」

　ごまかしやがった。

「あ、ところでお兄ちゃんと言えばリッツのお兄ちゃんなんだけど」

　マルタに言われてトーリアスは少し椅い子すの背せを滑すべった。デアスミスもマルタにかかればリッツのお兄ちゃん扱あつかいか。

「デリター氏は何か言ってた？」

「うーん、あんまり。ああそうだ。それと別で、もう一いつ件けん。こっちはリッツが帰ってきてからがいいんだが」

　言いながらトーリアスは内ポケットから封ふう筒とうを出した。

「何？」

「ドクトル・バーチの予よ告こく状じよう。届とどきたてほやほやだ」







　ユリル河がわのほとりには遊歩道や広場がしつらえてあって、街灯やベンチが設せつ置ちされている。

　今は足あし下もとにクローバーが茂しげっていい香かおりだ。緑の葉がハートの形に開いている。花はもう少し先だろう。

　オスタスには珍めずらしく青空の広がる日だ。

　けれどベンチに膝ひざを抱かかえて座すわっているリッツは、心地ここちのいい春の日差しを恵めぐみとは受け取っていない様子だった。

　むしろ地面に落ちる黒い影かげを見つめている。

　その足下にはジョゼフ犬が、黒い瞳ひとみを時折上げては不安そうに鼻を鳴らすが、リッツはいつものように視し線せんを向けて笑わない。

　腹はらが立っていた。

　毎日いらないことまでべらべら話して仕事の邪じや魔まするくせに。

　散歩ですれ違ちがった猫ねこの毛け並なみの話までするくせに。

　なんでこんな大事なことは言ってくれないんだろう。

「……子こ供ども扱いしやがって」

　助手なのに。

　僕がいないと何にもできないくせに。

　それともそれは嘘うそなのかな。

「いや、そんなわけない。それはそんなわけない」

　自分に対して強く言う。マルタの生活の壊かい滅めつ的てきなダメっぷりは、会ったときから今も全く改かい善ぜんされていない。

　リッツがいないとゴミをゴミ箱に入れるのも面めん倒どうくさがるくせに、お兄ちゃん面づらしたがるのはまぁ我が慢まんできる。でも、それならそれで今回のようなことはナシじゃないのか。

　ジョゼフ犬が、きゅう、と鼻を鳴らしてリッツの靴くつに鼻を寄よせる。

　きっとみっともない表か情おをしていると思って、リッツは帽ぼう子の庇ひさしを下げた。

















「ごめんジョゼフィーヌ。一人にして」

　細く言われた言葉にジョゼフ犬はしばらく迷まよっていたがやがて立ち去った。

　ジョゼフ犬は変身型の人犬族で、日にち没ぼつと共に人の形になる。そして彼女はかわいらしいので、彼女に今のような姿すがたを見せるのは嫌いやだったし、そんな関係でもないとリッツは思っていた。

　膝を抱えてため息を吐つくリッツの背はい後ごに、誰だれかが立った。

「？」

　気配を感じて振ふり向いたリッツの鼻先に、カードが突きつけられた。

　リッツはそれだけで身体からだが動かせなくなる。

　カード。カード使いだ。身体を動かせないのはおそらく、このカード使いがあらかじめ別のカードで自分の動きを拘こう束そくしたのだ。

「はじめまして、リッツ・スミス様。万が一にも私のこれから為なすことに巻まき込まれませんように、安全策さくを取らせていただきますわ」

　カードに隠かくれて相手の姿すがたは見えない。声は若い女じよ性せい、少女のように聞こえた。

「……は？」

　茫ぼう然ぜんとするリッツに、声は続いて宣せん言げんした。

「私の名はデロリス。さぁ、広がり、構こう築ちくされ、そして包み込んで離はなさないで。それは運命の恋こい人びとや優やさしい母親のごとき力で。発動なさい、『すばらしい世界』！」







　一匹ぴきで帰ってきたジョゼフ犬を見て、胸むな騒さわぎを覚えたマルタはトーリアスと一いつ緒しよに外に出た。

「案内して、ジョゼフ犬」

　帽子をかぶって早足でジョゼフ犬の後に続く。トーリアスは後ろから、マルタに囁ささやいた。

「まさか、デアスミスが何かしたとか考えてるか」

　マルタは振り返らずに答えた。

「いや、デアスミスは、なんだっけ、リッツの中に入ってるっていう」

「アテンダント」

「それ。あれが成長するまで待ってるんだろう？　だったら手出しなんかしやしないだろ」

「するかもしれないじゃないか」

　通行人を避さけ、あるいは追い抜ぬいて二人はジョゼフ犬の後を追う。

「しないよ」

　マルタの断だん言げんに、トーリアスは驚おどろく。

「なんでそう言い切れる」

「リッツは兄あに貴きが嫌きらいになりきれないけど許ゆるせない。兄貴はリッツが必要だから、徹てつ底てい的てきに嫌われるわけにはいかない。だったら一番いいのは、アテンダントとやらがちゃんと機き能のうするその日まで、姿を見せないことだろ」

　ほぼ走っているのと同じ速度でマルタは言い、トーリアスは感心したため息を漏もらした。

「ほほう。炯けい眼がんだなマルタ・サギー。お前らしくない」

「ハッハッ、そりゃどうも」

　微び妙みような、笑いとも言えない笑いを浮うかべてマルタは言い、風と速度に飛ばされそうになったハンチングを押さえる。

「ちゃんと頭を使ってるじゃないか、珍めずらしい」

「さっきから一言多いよトーリアス！」

　マルタはそう言ったが、三歩ほど進んだところで言った。

「まあリッツが言ってたんだけどさ」

「正直なのはいいことだぞ。黙だまってりゃいいのにな」

「……うるさいなーオッサン……」

　ぼそりとマルタは言い、トーリアスはそれ以上何も言わず歩いた。ジョゼフ犬は道を横切りユリル河がわの河か畔はんに行く。

　散歩している人や、遊んでいる子こ供どももいる春の日の河畔。

　そのベンチの一つに、リッツは横向きになって眠ねむっているようだった。顔に帽ぼう子しを載せて。

　ほっとしてマルタは歩みの速度を落とす。ジョゼフ犬も気をきかせて、すこし離れて立ち止まった。

「おいマルタ。ちゃんと謝あやまっとけよ」

　トーリアスに釘くぎを刺さされ、マルタは傷口に触ふれられた犬のように振り向いて言った。

「うるさいってわかってるって！」

「じゃ、私は見守ってるから」

「そうしてください」

　少し離れた場所で足を止めたトーリアスを置いて、マルタは何が私は見守ってるだとかぶつくさ言いながらリッツに近づいていった。

　本当にいい天気だ。暖あたためられた芝しばと河の水の香かおりが、ことさらに春を告げるいい日和ひよりだ。

　河かわ面もに躍おどる光に目を細め、マルタはリッツに近づいた。微び動どうだにしないリッツに、咳せき払ばらいをしてから声をかける。

「あの、リッツ。プディング、食べに帰らないと僕が食べるぜ。いいの？」

　返事がない。よっぽど深く眠っているのか、でなければ、拗すねて無む視しをしているのか。

「……リッツ？」

　けれど、動かないリッツに不ふ穏おんなものを感じて、マルタはリッツの帽子を取る。目を閉とじて、眠り込んでいるようだったけれど。

「ジョゼフ犬！　トーリアス！」

　切せつ迫ぱくした声で呼よばれて、二人は弾はじかれたように駆かけ寄よった。

「どうした！」

　トーリアスが言うのに、マルタは青ざめた顔で真しん剣けんな声で、リッツの口に指を突つっ込こみ、引っかけて思い切り持ち上げ、リッツの重みで腕うでを震ふるえさせながら言った。

「リッツが起きないんだ！」

「あっ、う、うん……」

　トーリアスはとりあえずその持ち方やめてやれと、言葉を探さがすのに少しばかり時間がかかった。








　第三章　伯はく爵しやくの秘ひ宝ほう




　近くに住んでいる薮やぶ医い者しやのところに、トーリアスはリッツを抱かかえて飛び込んだ。

　近所でも評ひよう判ばんの働き者、リッツ・スミスは他ほかの待ちの患かん者じやから、まぁ大変とか、急いで診みてあげてください先生とか言われ、迅じん速そくな診察を受けた。

「寝ねてるだけですよ」

　白しら髪があ頭たまの初老の人間族の医者は、あっさり言って消毒薬で手を洗あらって布ぬので拭ふいた。

「ただ、何らかの理由で深く眠っているようですから、まぁ、何とかしてくれるとこ行って起こしてもらうんですな。あたしにゃ無理です。寝てると食事も水分もとれませんから、ある程てい度どの補ほ助じよとして点てん滴てきぐらいはできますが。あと、おむつとか当てといたほうがいいかもしれませんね。それじゃお大事に」

　現げん実じつ的てきなことだけを淡たん々たんと言って、医者はリッツを見放した。

　事じ務む所しよのリッツのベッドに横にし、服を脱ぬがせ寝ね間ま着きにして、布ふ団とんを掛かける。

　トーリアスがそれを全すべてやる間、マルタはぼんやり見ているだけだった。

　いつものように椅い子すの背せもたれを抱かかえ込んで座すわり、顎あごを載せて。足あし下もとにはジョゼフ犬が心配そうに寄より添そっている。

　安らかに眠ねむるリッツの顔を見て、マルタはトーリアスに訊きいた。

「点滴とか、しなきゃいけないのかな。あと、んと、世話とかどうしたらいい？」

　うーむ、とトーリアスは唸うなって考え込んだ。

「……あるいはそれら全すべていらないかもしれないな」

「え。なんで」

　マルタが驚おどろいて視し線せんを上げる。

「マクシミリアン・デリターがな。先日来眠り込んでいるんだ」

「はぁ」

　間の抜ぬけた返事を返して、マルタは次の言葉を待つ。

「不思議なことに何もしなくてもやせこけもしないし、排はい泄せつもしない。ただ起きないだけなんだ。普ふ通つうに起きていても腹はらぐらい空すくしトイレぐらい行くだろうに、担たん当とうの医者も不思議がってて」

「不思議、かぁ」

「うん」

「……なぁトーリアス。我われながら短たん絡らくとは思うけど……」

「……だよなぁ」

　二人ともなんとなく同じ結けつ論ろんに達しているのだと視線を交かわして頷うなずき合う。

「カード使いのワーク効こう果かなんじゃないか？」

　マルタの言葉に、トーリアスは頷いた。

「やっぱりそう思うよなぁ……」

「デリターはフィランシェ教室の情じよう報ほうとかしゃべった？」

「ああ」

　不ふ愉ゆ快かいそうな肯こう定ていに、マルタは視線で疑ぎ問もんをぶつける。

　トーリアスは髭ひげの下で唇くちびるを尖とがらせて息を吐ついた。

「全部でたらめだった。でたらめどころか撹かく乱らんだ。フィランシェ教室に敵てき対たいする組そ織しきのアジトだったりな。市し警けいは体ていよく掃そう除じに駆かり出されたという結果だよ」

「デリターがわざと？」

「いや。デリターの様子からするとそうでもない。おそらくあらかじめ、そういう情報を持たされていたんだよ。ひどく驚いていたし。そんなはずはないと繰くり返していたよ。そして用が済すんだらおやすみなさいというわけだ」

　マルタは眉まゆ根ねを寄せ、唇に力を入れて胸むねにわき上がる思いをこらえた。

「僕ぼくも、体よく使われたというわけだな」

「まぁな」

「……やな男だな、ウィリアム・デアスミス」

「と、クレイだ」

　マルタを見ずにトーリアスは言う。見なくても、マルタのまとう雰ふん囲い気きが一変したのを感じる。わかる。

　クレイフル・ソーマンソー。

　自分の学生時代からの友人で、マルタがオスタスで最初に出会った人間だ。マルタはしばらくクレイと暮らしたが、クレイがノナウムスの一員だと発覚する直前に、彼は姿すがたを消した。

　いつから彼がデアスミスの仲間だったのかはわからない。

　けれどクレイがトーリアスとマルタをだましていたことは確かで、トーリアスとマルタにとってそれは手ひどい裏うら切ぎりだった。

　クレイは特に優やさしい男でも、特に正せい義ぎ感かんの強い男でもなかった。

　ごく普通にマルタの面めん倒どうを見て、ごく普通に迷めい惑わくがっていた。

　だからこそ、おそらくマルタはクレイを許ゆるせないのだろうとトーリアスは思う。

　トーリアス自身もそうだ。

　クレイは友人だった。

　何度も笑いながら話をした。

　そこに一つの真実もなかったとは思えない。

　だからこそ許せないし、彼を諦あきらめることもできないのだ。

「デリターの自じ供きようの中に、何度も名前が出てきたよ。デアスミス様の側近として、嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの的だな」

「フーン。元気なんだ」

「ご健勝でなによりだよ」

「ま、ね」

　二人の間に雄ゆう弁べんな沈ちん黙もくが落ちる。それからマルタは立ち上がり、帽ぼう子しをかぶりなおした。

「リッツの世話を、ヘンリーに頼たのんで来る」

「ああ、それがいい。もうすぐ日が暮れるから、バーチの予告を出された相手に会いに行くのにちょうどいいしな」

　言われてみればもう外は夕暮れが近い。

　ジョゼフ犬がそわそわとしているのを見て、マルタは苦く笑しようする。

「……ジョゼフ犬。君が毎まい晩ばんどこかに行っているのは知ってはいるけど、僕は今晩帰ってこないから、今晩はリッツの傍そばにいてあげてくれないか」

　ジョゼフ犬の返事を待たずにトーリアスは帽子をかぶりなおして、

「行くぞ」

　と、外に向かい、マルタもいってきますとジョゼフ犬に言って足早に外へ出る。

　階かい段だんを降りて、雑ざつ貨か屋や兼けん総そう菜ざい屋やのコック、オーガーのヘンリーのところに行こうとした二人は、階段から外に出るところで黒くろ髪かみの美女にばったりと出くわした。

「マリアンナさん！」

　朝見かけたときとは違ちがうコートと帽ぼう子しのマリアンナ・ディルベルタは、マルタを見てあら、と驚おどろいてから気き遣づかわしげに言った。春らしい明るいクリーム色のコートと造ぞう花かのついた帽子。

「マルタさん、リッツさんが大変なんですって？」

　ちまたで有名な美女、マリアンナ・ディルベルタを見て、マルタの背はい後ごでトーリアスはごくりと唾つばを飲み込んだ。今朝、ティルマカット菓か子し店てんで遠目に見たのとは違っていた。彼女は心配そうで、優しげで、店で浮うかべている笑えみとは全く別種の、好意を持つ人間に向ける、どこかあけすけな温あたたかみのある表ひよう情じようをしていた。

　王立植物園のテロリスト事じ件けんのときに事じ情じよう聴ちよう取しゆで会ったから初対面ではなかったものの、平時の彼女がこれほどまでに美しいとは思わなかった。

「え、どっ、どうしてご存ぞんじなんです？」

　慌あわてるマルタにマリアンナは微笑ほほえむ。

「午後のお茶は女じよ性せいの情じよう報ほうの交こう換かん会かいですわ」

「はあ、そ、そういうもんですか」

　一転微笑みを消し去って、マリアンナは言う。

「それより、リッツさん。平気ですの？　もしよろしければ、私のメイドをお貸かししましょうか。看かん護ごの心得もありますし、信用の置けるひとを寄よ越こしますわ」

「えっいいんですか。助かります」

　マルタは一いつ片ぺんの遠えん慮りよもなくそう言った。

「ほんとはそこの店のオーガーに頼たのもうと思ってたんですけど、まぁやってくれるとは思うんですが、なにしろ急なことだし。僕も行かなくてはならないところがあるので」

「いいんですよ、もしご迷めい惑わくでなければですけれど。ええと、それじゃどうしましょうか。鍵かぎを開けていただければ、私、ついて来ているものに言って、メイドを呼よびにやりますけど」

「いやあ鍵は閉しめてないんで平気です」

　それを聞いてトーリアスは口を閉じたまま下顎を横にずらした。

　閉めろ。







　あっ、そういえばこいつが警けい察さつのトーリアス警部、トーリアス、こちらがマリアンナさん、と、マルタは大急ぎで紹しよう介かいをして、そして出かけていった。

　トーリアス警部には一度、被ひ害がい者しやとして会ってはいるのだが、マルタはすっかり忘わすれているようだった。

「さてと」

　一人になったマリアンナはドクトル・バーチの表情で呟つぶやく。

　マルタ・サギー名めい探たん偵てい事じ務む所しよのリッツのベッド。眠ねむるリッツの呼こ吸きゆうが整っているのを確かく認にんして、バーチは部屋の中を歩いた。そして形けい跡せきが残らないようにマルタの部屋に入り、捜さがし物をはじめた。

　マルタの部屋はいろんなものが積んであったり置いてあったりして、まるで化石発はつ掘くつの名所の崖がけを思い起こさせたが、そこは怪かい盗とうバーチの集中力と手しゆ腕わんの発はつ揮きのしどころだ。

　机つくえの引き出しの中、本や包み紙や何かの小箱の下に目当てのものを見つけて、バーチは微笑ほほえんだ。

『名探偵』のカードの山。

　それはオスタスにはない素そ材ざいの紙かみ袋ぶくろと、箱に入っていた。

　バーチはポケットからカードを取り出し、その箱の一番上に置く。精せい巧こうに作られた偽にせ物もののカードだ。

「以前、君が記き憶おくをなくしたときに作らせてもらったカードだよ。マルタ・サギー。楽しい夏だったね」

　思い出してバーチは笑う。夏の避ひ暑しよ地ちで過すごした数日。思い出しても心が躍おどる。他のカードには一いつ切さい手を触ふれず、蓋ふたをして元通り紙袋に入れ、元通り乱らん雑ざつな部屋の中に置く。

「姑こ息そくな真ま似ねをして申し訳わけないと思うが、そうそう君にやられてばかりもいられないのでね」

　埃ほこりっぽい部屋の中で呟き、再さい度どリッツのベッドの横に戻もどる。

「失礼」

　と声を掛かけ、毛もう布ふをはがして脈みやくを取り、いくつかの部分を触しよく診しんし、毛布をかけ直す。

　特に変わったところはない。本当に深く眠っているだけだ。リッツは薄うすく微笑みすら浮かべている。子こ供どものような、安らかな笑みだ。

　その表情を見て、バーチはわずかに眉まゆを寄よせる。

「いい夢ゆめでも見ているのかね、リッツ・スミス。のんきに寝ねていると、マルタ・サギーはあっという間にこの部屋をゴミ溜だめにしてしまうんじゃないのかい？」

　新色の紅べにを塗ぬった唇くちびるを尖とがらせて囁ささやき、その紅より明度の低いマニキュアの爪つめでリッツの頬ほおを撫なでる。

「早く目をさましなさい。たくさん眠っている間に、君が見み逃のがすものは限かぎりがないぞ？……そう、彼女の笑顔とか」

　言って振ふり向けば、そこには灰はい色いろの服を着た少女が立っていた。日はすでに落ち、外は西の空を残して暗い。

　少女はきつく唇を引き結び、蒼そう白はくな顔色をして今にも泣きそうだった。

「ジョゼフィーヌ」

　バーチは優やさしく言うと、軽く両りよう腕うでを開いた。

　ジョゼフィーヌはその両腕の中に飛び込こんで、肩かたを震ふるわせて泣き出す。

「ドクトル……！」

「君のせいではないよ。何もかも。自分を責せめてはいけない。誰だれもそんなことは望んでいないのだから」

「でも、私があのときリッツを一人にしなければ、こんなことには」

「それはわからない。わからないんだよ。だから、今だけ泣いて、あとは夜通し看かん護ごをなさい。眠くなったら寝てしまいなさい。昼は、私の屋や敷しきの誰かを来させるから。なに、リッツは眠っているだけだもの。ひどい目に遭あっているわけではないさ。むしろ、日ひ頃ごろの疲つかれを癒いやすいい機会かもしれないよ」

　涙なみだをこぼすジョゼフィーヌに、バーチはあくまで優しく語りかける。

「……それに、今回のことはおそらくフィランシェ教室……デアスミスが関かかわっている。勘かんだがね。だとするなら尚なお更さら、デアスミスがリッツを危き険けんに晒さらすようなことはせんよ」

　デアスミス。

　思い出すだけで肚はらの底が煮にえくりかえるようだ。彼に受けた侮ぶ辱じよくを、バーチは忘わすれることはないだろう。

「ドクトル？」

















　怒いかりの気配を感じて、ジョゼフィーヌは涙に濡ぬれた視し線せんを上げる。バーチは慌あわてて笑顔を浮うかべ直す。

「いやいやなんでもない。だから、わかったね。あとで、私の屋敷の使用人の服を届とどけさせるから、それを着ていれば、マルタ・サギーに言い訳わけも利きくだろうからね。だからリッツ・スミスを看みていなさい」







　高原の別べつ荘そうから戻もどったデアスミスはデロリスを呼よび出した。

　声に叱しつ責せきの響ひびきはなかったけれど、デロリスは震ふるえて顔を上げられない。

　ここは市内にいくつもあるデアスミスの隠かくれ家がだ。

　デアスミスが落ち着いて時間をすごす場所は、どこも美しく、清せい潔けつで快適な場所だ。

　たとえばここはユリル河がわの河か畔はんにある瀟しよう洒しやな一いつ軒けん屋やだ。

　わざと田舎いなか風ふうにしつらえた漆しつ喰くいの壁かべの一室に、工芸品の木の椅い子すとテーブルだけがある、そこが謁えつ見けん室しつだった。

　デアスミスの背はい後ごにはクレイが立って控ひかえている。いつものように。

　なんて邪じや魔まな男。

　デロリスはテーブルを挟はさんでデアスミスと向かい合っている。何という幸福だろう。けれど、デアスミスの口から出たのはねぎらいではなく質問だった。

「デロリス。何な故ぜ、リッツを巻まき込んだのかね？」

「リッツ……様を、安全な場所でお守りするためです。マルタ・サギーに私のカードを仕し掛かけたら、マルタ・サギーの庇ひ護ごがリッツ様からなくなりますから、その前に、いっそ市し警けいの護ご衛えいをつけてもらおうと。現げんに今は、リッツ様の周囲に、トーリアス警部が警官を置いて守っています。そうであるなら、リッツ様は安あん泰たいですし、リッツ様がご自分で、マルタ・サギーを助けようと奔ほん走そうする心配もありません。そう思いまして」

　本当は嘘うそだ。

　デアスミス様の弟。全然似にていない、平へい凡ぼんな少年。

　それなのに弟であるというだけでデアスミスの寵ちよう愛あいを受けている少年。

　これくらいの懲こらしめは、自分に与あたえられた権けん利りのうちだとデロリスは疑うたがいもなく思う。

　デアスミスは目を伏ふせて聞いていたが、やがてデロリスを見て笑った。

「まぁ、そうだね。教室内でさえ、私に反発するものたちがリッツを狙ねらうことは考えられる。マルタ・サギーが一いつ緒しよにいれば、それは女王陛へい下かの庇ひ護ごの下もとにあるということでもあるし、何より彼もカード使いだからおいそれと手出しもできないだろうが、彼が不ふ在ざいとなれば不ふ埒らちなものも出てくるだろう。よい配はい慮りよだよ、デロリス」

　名前を呼ばれ、褒ほめられた。

　デロリスは頬ほおを紅こう潮ちようさせ、目を潤うるませて幸福感にうち震ふるえた。

「……あ、ありがとうございます……！」

「それで、君がカードの効こう力りよくを放ほう棄き……いや終しゆう了りようかな？　させる以外に、君のカードから逃にげる手だてはあるのかな」

「はい。ございます」

　ふぅん、と眉まゆを上げてデアスミスは息を吐つき、少し考えて呟つぶやいた。

「君の……───『すばらしい世界』に、私も入り込むことができるかい」

「はい。可か能のうです」

　デロリスは頭の芯しんがしびれるような気がした。

　デアスミス様が、私のカードの名を呼んでくださっている。

　デアスミス様が私に語りかけてくださっている。

　デアスミス様が私を見つめてくださっている。

　ああ死んでしまいそう。なんという恍こう惚こつなのかしら。全身が熱く、足が震えてきた。

　なんでも叶かなえて差し上げますデアスミス様。私の命で足りるのならば悪あく魔まと取引をして、この世の王にでもなっていただけたなら。

「クレイも一いつ緒しよに？」

「はい、できます」

　デロリスは自分の返事に一いつ瞬しゆんで後こう悔かいした。

「覚えておこう。リッツの夢ゆめに入る気はしないがね。どうせ退たい屈くつなのに決まっているのだから」

　デアスミスはつまらなそうに言い捨すてた。







　トーリアスの二人乗りの幌ほろ無なし蒸じよう気き自動車に乗って、連れてこられたのはオスタスの外れだ。

　このあたりは昔の高級住じゆう宅たく街がいで、大きな屋や敷しきが連なってはいるが、なにしろ昔の高級住宅地だものだから、その多くの屋敷が無人になって久ひさしい。門には鎖くさりが巻まかれ、庭は荒あれ放題で、沼ぬまか湿しつ地ちの趣おもむきの邸てい宅たくが何なん軒けんも続く。

　すっかり暮くれてしまい、街灯の灯あかりもぽつりぽつり。オスタス名物の霧きりまで出てきた。昼の春めいた華はなやかな陽気は消え失うせ、今は肌はだ身みにしみる寒さを感じる。

　それでも夜気に香かおるのは春の花だ。

　蓑みの崎さきなら沈じん丁ちよう花げだろうけれど、オスタスで今こうして香っている花は何だろう。

　トーリアスにマルタは問いかけ、トーリアスはある屋敷の門の前に車を止めて答えた。

「デジーナーという花だよ。白に赤の線の入った、木の花だ。で、ここがアルトリオン伯はく爵しやくのお屋敷。次のバーチのターゲットだ」

　特に誰がいるようでもないが、暗い中でトーリアスは帽ぼう子しを取って振ふった。

　すると、大きな鉄の棒ぼうを組み合わせた柱が開き、何か、小さな鳥のようなものが何羽も羽ばたく音が聞こえた。

「何」

　マルタの問いにトーリアスが爽さわやかに答えた。

「蝙蝠こうもりさ」

　トーリアスはゆっくりと車を走らせる。マルタは何か嫌いやなプレッシャーを感じながらトーリアスに言った。

「……あのさ……」

　すかさずトーリアスが答えた。

「そう！　当たりだよマルタ。言わなかったっけ」

「僕ぼくまだ何も言ってないだろ！　それで当たりかよ！　うわぁいやだ！　いや、別にいいんだけど！」

「初めてじゃないだろ？」

「まぁ僕だってオスタスに来てから一年は経たつからね？　そりゃ初めてじゃないよ。でも、なんていうの、ここの密みつ度どはなんていうの、濃こいよ？」

　マルタは暗くら闇やみと霧の中、ぼそぼそと話をする。声を潜ひそめて。

「内ない緒しよ話ばなしも聞こえているとは思うがね」

「気分だよ気分。こんなとこで大声でわいわいしゃべれるのは酔よっぱらいくらいじゃないの？」

「ハッは、お前でも雰ふん囲い気きを読んだりするんだな」

「なんだよそれ。失礼だろ。心外だな」

「言われないように努力しろ」

「言いがかりだ」

　リッツがいたら何と言うかな、と言おうとしてトーリアスはやめた。マクシミリアン・デリターが眠ねむりはじめてもう数日だ。栄養摂せつ取しゆも排はい泄せつもしないが、呼こ吸きゆうはしている。時々は寝ね言ごとを言い、時々は寝返りを打つ。あいつの寝相は案外悪い。看かん護ご師しが、でも、動いてくれないと床とこずれをするので助かりますと言っていた。

　生物は呼吸をするだけでエネルギーを消費する。エネルギーは食物を摂取して体内で作られ、そしてそのかすは排出されるのが血肉を持つ生き物のシステムだ。人間もそうだ。オスタスにはそうではない生物は結けつ構こういるがそれはそれだ。

　そういう、物理法ほう則そくを無む視しした現げん象しようには、大たい抵ていカード使いが絡からんでいる。けれどそういえば、今から逢あう人物は、もともと人間の物理法則に則のつとってはいない種族の、しかもとても血の濃い親玉だ。

「……まぁ、お前は大だい丈じよう夫ぶだよ」

　鬱うつ蒼そうと茂しげった木立の間からぼんやりと屋敷の灯あかりが見えてくる。

「なにが。なんで」

「伯爵は美食家だからさ。お前に興きよう味みは示しめさんだろう」

「ああ、ね。そういう意味ね。ハイハイ」

　車は屋敷の前、車くる寄まよせにつけられた。そこには黒い服を着た使用人がカンテラを持って立っていて、トーリアスに礼をして迎むかえ入れた。

「お待ちしておりました、トーリアス警けい部ぶ、探たん偵ていＭ様。もうお一ひと方かたは？」

「ああ、僕の助手なら寝てるので来ません」

　にっこりとマルタは言い、トーリアスはマルタ、黙だまっててくれないかなと心底思った。ほんとのことだが言い方が。

　けれど使用人は笑みを崩くずすことなく答える。

「左様でございますか。わかりました。お車の鍵かぎをお借りしてもようございますか。車庫に預あずからせていただきますので」

「ああ、お願いします」

　トーリアスはマルタを促うながして車から降おり、使用人に鍵を渡わたす。使用人は扉とびらを開け、二人を中に通した。屋や敷しきの中にはぬめるような黒くろ髪かみをきつく束たばねて上げたメイドが二人いて、マルタとトーリアスを迎えると優ゆう雅がに礼をした。

「お待ちしておりました。トーリアス警部、探偵Ｍ様。どうぞこちらへ」

　言われて一人が帽ぼう子しを預かり、もう一人に先せん導どうされ、屋敷の中を歩く。

　庭の鬱蒼とした感じとはまるで違ちがい、掃そう除じは行き届とどいていて、調度も趣しゆ味みがよかった。

　古めかしい感じはしたけれども、同時にそれがいっそ新しくもある。

　マルタは歩きながらきょろきょろし、やがてメイドは足を止め、ノックをして扉を開けた。返事はマルタには聞こえなかった。

「ようこそ、トーリアス警部、探偵Ｍどの」

　美しい、美酒のような声だった。

　沈しずんだ明度の金と黒の文様が織おり込こまれた赤い絨じゆう毯たんと、茶色の壁かべの部屋だった。黒こく檀たんの板を壁に等とう間かん隔かくで埋うめ込んで、それを飾かざりとしている。重たそうなカーテンは深緑色で、房ふさも沈んだ金色だった。

　火の入れられた暖だん炉ろの前にはテーブルのセットがあり、そこには黒の立ち襟えりの長衣を着た男が立っていた。

　見事な深緑色の長い髪をして、抜ぬけるような白い肌はだ。均きん整せいのとれた身体からだつきで長身痩そう躯く。深い赤い瞳ひとみ。マルタは思わず見とれてしまい、それから考えずに口を開いた。

「美男ですね！」

　トーリアスは反はん射しや的てきにバカと呟つぶやき、屋敷の主人はわずかの間目を丸くし、それから声を上げて笑った。

　屈くつ託たくのない明るい声だった。

「褒ほめ言葉ととらせていただきましょう、探偵Ｍどの」

「あっはい褒めてます褒めてます。すごいなぁ美しい男というのはいるんですね」

　感かん嘆たんの視し線せんでマルタは言い、伯はく爵しやくは笑う。

「ドクトル・バーチは如何いかがです。ちまたの噂うわさではなかなかだと？　どうぞ、お掛かけください」

　言葉と動作で椅い子すを勧すすめられ、マルタとトーリアスは一礼して腰こし掛けた。

「ああ、まぁ、そうかもしれませんけど、なんというかなぁ、僕とあいつはライバルなので。それ以上の……でも、いい男なのかもしれません。多分」

「では顔を見るのを楽しみにしていましょう。さて、自じ己こ紹しよう介かいをさせていただきます。私はアルトリオン。爵位は伯爵です。大昔に頂いただいたものだからあまり意味はないし、領りよう地ちも昔に陛へい下かにお返ししてしまいましたがね。種族は」

　伯爵は微笑ほほえみ、わずかばかり、ここだけは誇ほこらしげに告げた。

「吸きゆう血けつ族ぞくです」

「魅み力りよく的てきですね。怖こわいけど」

　マルタはわずかに怯おびえながら言う。伯爵は楽しげに肩かたを揺ゆらした。

「左様ですか。怯えなくてもよろしいですよ。私はみだりに食事をするものではありませんので。私たちは人間に比べて食事の回数は少なくてすむようにできているのです」

「……まぁ、僕は処しよ女じよではないので、そういう心配はしていないんですけど。畏い怖ふ、というのかな。そういう気持ちが今、強いです」

　伯爵はほう、と短く嘆たん息そくした。

「ずいぶん素す直なおなのですね、君は」

「見み透すかされている相手の前で、格かつ好こうをつける技ぎ量りようは僕にはないので。ご無礼でしたらすみません」

「いや……」

　と、伯爵は何か、値ね踏ぶみするような視し線せんでマルタを見て、それから微笑んだ。作り笑いかそうでないかはわからなかった。

「お気になさらず。こちらこそ不ぶ躾しつけでした、探たん偵ていＭどの。さて、私に合わせて夜に来ていただいたので、お二人に食事を用意させていただきました。レチュード海え老びはお好きですか？　それともバルゴスの胸むねの肉は？」

　マルタはにっこりと笑って言った。

「はぁどちらも食べたことがありません。おいしかったら好きです」

　適てき当とうに話を合わせるとか、私に任まかせるとか全くしないんだよなマルタはな。

　マルタの背はい後ごでトーリアスは今夜何回目かのため息を吐ついた。







　結局海老も肉も出され、マルタはその美食に旺おう盛せいな食しよく欲よくを見せ、伯爵を喜ばせた。

　下品だと眉まゆをひそめられることを覚悟していたトーリアスは、伯爵の意外な鷹おう揚ようさに感心し安あん堵どした。

　自身はグラスを傾かたむけるだけの伯爵は、静かに語る。

「予よ告こく状じようをご覧らんになりましたか」

　口の中に海老をいっぱいに詰め込んだマルタは、黙だまって頷うなずく。そして飲み込んで、ナフキンで口を拭ふいてから言った。

「間ま違ちがいありません。あれは本物のバーチの予告状でした」

　伯爵は頷き、言葉を続ける。

「左様。昼に予告状が届とどいて、時間が明日というのが気ぜわしい感じではありますがね」

「バーチの予告はまれにそういうこともありますね」

　今度は肉を口の中いっぱいに突つっ込んでいたマルタに代わってトーリアスが答える。

「しかし、私の領地内での盗ぬすみに、朝の時間を指定するというのは、ドクトル・バーチも案外堅けん実じつな青年だ」

「そうですな。今夜はこちらに宿しゆく泊はくさせていただいてもよろしいですかな？　明け方には警けい官かん隊たいが参ります。そして周囲の警けい備びをいたしますので」

「ええ、かまいませんよ。朝ともなれば私は無力ですからな」

　肉を噛みしめ、肉にく汁じるを味わいながら、マルタはトーリアスに見せられた予告状の内容を反はん芻すうする。

　伯はく爵しやく秘ひ蔵ぞうの真しん珠じゆをいただきに参ります。

　ただの真珠ではないとトーリアスは言っていた。

　そしてバーチが狙ねらうのはいつも、持ち主にふさわしくないものばかりだ。

　とはいえ、伯爵は優ゆう雅がで上品で、どんなものでも持っていてふさわしいのではないかとマルタには見えた。

「そう、真珠をお見せしなくてはなりません。守っていただくのですからね」

　食事の後に、と、伯爵は言って微笑ほほえんだ。それからしばらく歓かん談だんし、デザートを平らげてから紅こう茶ちやを飲んでいたら、静かに扉とびらが開かれた。

「これが真珠です」

　伯爵は言う。

　そこには、透すけるような白い肌はだ、煌きらめく長い金きん髪ぱつの細い四し肢しの人間族の少女が立っていた。白いブラウスと、くるぶしまでの青いスカートをはいている。

　瞳ひとみは濃こい茶色で、けぶるような睫まつげをしていた。どこかこの世のものではないような雰ふん囲い気きで、唇くちびるに紅べにが薄うすく引かれていた。その唇が控ひかえめに動いた。

「トリノアと申します。伯爵様の養女です。はじめまして」

「トリノア、真珠をお見せしなさい」

　トリノアは、伯爵の横に立つとブラウスのボタンを上からいくつか外した。

　胸むな元もとに輝かがやいているのは、肌に埋うめ込まれた真珠だった。

　驚おどろくマルタに、トリノアは微笑む。

「ドクトル・バーチがこれを取ってくださるのならば、むしろ私は嬉うれしいのですけれど」

　ああ、それでか、とマルタは内心納なつ得とくする。

　伯爵からも、メイドたちからも、恐きよう慌こうも緊きん張ちようも感じられないのは。

「市民の義ぎ務むですから通つう報ほうはしましたが、正直なところ真珠を奪うばっていただけるのなら、こちらとしては大だい歓かん迎げいなのですよ」

　伯爵はそう言って、グラスを干ほした。

















　第四章　すばらしい世界




　伯爵の屋や敷しきの一室をあてがわれたマルタは、ともあれベッドに横になってみた。今回はリッツがいない。一人で事件に当たるのは久ひさしぶりだ。

　そりゃ、トーリアスも一いつ緒しよではあるけれど、トーリアスはトーリアスでリッツじゃない。

　天てん井じようにうつる照明の影かげを見つめる。

　リッツがいないと静かでいい。

　なにしろリッツはずっと小言を言っているから。

　でも別にそんなの気になんかしないから、ここにいればいいのに。

　目を閉とじる。

　リッツのことはマリアンナさんに任まかせた。

　マリアンナさんに任せておけば大だい丈じよう夫ぶだ。

　根こん拠きよは、と言われれば何もないわけではあるのだが、彼女のことは信用できるとマルタは直感していたし、マルタのそういう直感はあまり外れたことはなかった。

　クレイはそうではなかったが。

　やっぱりクレイのことを思い出すと頭の中が熱くなる。鼻の頭に皺しわを寄よせ、ひとつ唸うなってやり過すごす。

　扉が叩たたかれ、ベッドから起きあがらずに応える。

「どうぞ」

「失礼します」

　そう言って入ってきたのはトリノアだった。

　マルタは起きあがってベッドに座すわり、服に付いた皺を引っ張ぱって伸のばしてから、窓まど際ぎわに置いてあるテーブルの椅い子すを勧すすめた。

「どうしたんですか、こんな夜に。淑しゆく女じよの振ふる舞まいじゃないでしょ？」

　マルタに笑いながら言われ、トリノアは椅子に座って赤くなった。

「そうなんですけれど、こんなときですし……。どのみち、夜の間の全すべてのことはお父様には筒つつ抜ぬけです」

「そうですか。でも、僕の心の平安のために、扉とびらは開けておいてもいいですか？」

「あ」

　そうか、というようにトリノアは顔を上げ、マルタはトリノアが立つより早く立ち上がって扉を開け、廊ろう下かに向かって言った。

「すみません、どなたか。お茶をもらえませんか。二人分」

　そして戻もどってくると、トリノアの向かいに座った。

「働いている方も吸きゆう血けつ族ぞくなんですよね。これで通じそうかなぁ、と思ったんですけど」

「はい。皆みな、夜の間はとても耳がよくなりますから、平気だと思います」

「プライバシーがなくていやだとか？　思います？」

　マルタのその言葉に、トリノアは驚おどろいて目を丸くした。

「いえ。私の部屋にはお父様が結けつ界かいを作ってくださっていますし」

　テーブルに肘ひじをついてマルタは唇くちびるを尖とがらせ、ふーんと声を出した。

「……秘ひ密みつの話なら、トリノアさんのお部屋に行ったほうがいいのかな、僕ぼく？」

「いやだ」

　トリノアはぷっと笑った。

「それはいよいよ淑女の振る舞いではなくなってしまいますわ。悪い探たん偵ていさん」

「ああ、そうか。うーん。僕が言い出したわけなんだけど、淑女の振る舞いって面めん倒どうくさいね。やめない？」

　あっさりそう言われ、トリノアは今度は短くだったが声を上げて笑った。

「ねぇ、もしかして口説いてらっしゃるの？」

「え、こんなんで口説かれてくれるの？」

　マルタがきょとんとして言って、トリノアはその様子がおかしかったらしく、また声を上げて笑った。

「失礼します」

　メイドが紅こう茶ちやと焼き菓が子しの載のった盆ぼんを持ってやってきて、テーブルの上に並ならべていく間も、トリノアは笑っている。

　そしてメイドが去ると、トリノアがどうぞとマルタに勧め、マルタは紅茶を一口飲み、そして一いつ瞬しゆんつまらなそうな顔をした。

「どうかしました？」

「ああ」

　マルタは言葉を探し、苦く笑しようした。

「いや、なんでも。いい紅茶だね」

　その言葉のほかに、マルタが何かを思ったのはわかったが、マルタが笑いを崩くずさないのでトリノアはそれ以上言えなかった。

「それで、トリノアさんは僕に何か話があるのかな」

「はい」

「まぁ、なかったら来ないよね」

「そうですね」

　言われてマルタは目を伏ふせてため息を吐ついた。

「傷きずつくなぁ」

　トリノアは慌あわてる。

「あっ、すみません、そういうことじゃなくて」

「嘘うそ嘘。で、お話何？」

　けらりと笑って言われ、トリノアはもう、からかわないでください、と苦く笑しようしながら言って切り出した。

「真しん珠じゆのことです」

「うん。どうしてそこに埋うまってるのか、気になってたんだ。バーチは多分君ごと持って行ったりしないと思うから、どうやってか、あっという間に外すしかないんじゃないかな」

「でも、外れるものではないんです」

　服の上から真珠のある場所を撫なでて、トリノアは目を伏せる。

「……私、本当の親のことを覚えていないんです。昔、お父様と対立していたものが、お父様と闘たたかったときに逃にげて、そこに私が残されていたのだそうです。真珠はもうそのときには埋め込こまれていたようですが、まだ傷口は癒いえていなかったそうです」

「えー……と」

　マルタは目を細くして考える。

「つまり、真珠ってさ。君の胸むねの皮ひ膚ふを、メスかなんかで切り開いて埋めたの？」

「そうみたいです。周りの皮膚が攣つれていますし。子供の頃ころにされたことですから、皮膚もしっかり真珠をのみ込んでしまっているんです。……どうせなら、皮膚が真珠を覆おおってくれれば、自分で見ることもなくて心穏おだやかに過すごせるのかもしれません」

「真珠、嫌きらいかい」

「ええ大嫌い」

　トリノアは低い声で吐はき捨すてた。

「自分で切り取って捨ててしまいたいくらいです。そもそも真珠と言ってはいますが、ほんとうに真珠かどうかもわからないんです。お医者様も宝石商人も真珠と言いましたけれど、お父様はひょっとしたら違ちがうかもしれないと言ってらして。私もそのような気がします」

「んー。何なのかな。そしたら」

「……わかりませんけど……」

　きゅ、と可か憐れんな唇を噛かみしめ、トリノアは眉まゆを寄よせる。

「お父様は吸血族の一つの血ち筋すじ、ウーリア一族の党とう首しゆです。始し祖そとも言いますけれど。吸血族は、人間の血を吸すうので、心ない物語作家によって、時にはひどい悪あつ鬼きにも書かれます。このオスタスでは、それは全すべての種族に起こりうることですけれど、吸血族の書かれようはやはりひどいものです。ですので、オスタス市民としてのモラルを、よくよく気に留とめて暮くらしておいでですわ。……ですから、今度のことも……」

「トリノアさんとしては、ほんとは警けい察さつに通つう報ほうして欲ほしくなかったの？」

　苦笑と共に言われた言葉に、トリノアは視し線せんを上げずに頷うなずいた。

「こんなもの、本当なら自分で抉えぐってユリル河がわにでも捨ててしまいたい。誰だれかに埋め込まれて、そしてその誰かは私から家族を奪うばったの。お父様はよくしてくださるし、大好きだけど、これを埋め込んだ誰かは、私にこれを埋め込むために、どこかからさらってきたのだとお父様は仰おつしやるの。私、おうちに帰りたい。本当のお父様やお母様にお会いしたい」

　言うとトリノアはこらえきれず涙なみだをこぼした。

　マルタはふぅん、と息をもらすとぼそりと言った。

「僕も両親とはあんまり一いつ緒しよに暮らしたことないけど、割わりとどうでもいいよ。家にも別に帰りたくないし」

「え……そうなんですか？」

　トリノアはハンカチを取り出し、涙を拭ふいて洟はなをすすって言った。

「親も家も、そんなたいしたもんじゃないよ。今のお父さんが好きならいいじゃん。それに、さらわれてきたって言うけど」

　マルタがそこまで言ったとき、戸口に気配が立ってマルタは背せ中なかに氷でも突つっ込まれた気になった。

「おや。トリノア、探たん偵ていさんに楽しい話でも聞いていたのかね？」

　ハンカチを目に当ててるんだから、楽しい話もないんじゃないかとマルタは何とか思いはしたが、身動きができないのでどうしようもなかった。何とか曖あい昧まいな笑みを口元に浮うかべ、伯はく爵しやくに向かって礼をする。

「こ、こんばん、は」

「今こん晩ばんは、探偵どの。私も明日のことについて、話をしておきたいのだがいいですか」

　穏やかで美しい笑みを浮かべながら、伯爵は優ゆう雅がな足取りで近づいてくる。

「もちろん」

　他ほかに返答のしようもないし。

「トリノア、明日は早くに起きなくてはならない。眠ねむれなくてもベッドで横になっていなさい。あとで誰かにミルクを持って行かせるからね」

「……でもお父様」

　トリノアは何か言おうとしたが、伯爵の笑みは揺ゆらがない。

「……はいお父様」

　そう言って立ち上がり、マルタと伯爵におやすみなさいと挨あい拶さつをして去っていった。

　伯爵は立ったままトリノアを見送り、トリノアの足音が消えるとマルタに言った。

「困こまります、探偵どの」

「何がです」

　威い圧あつ感かんに脈みやくを速めながら、作り笑いの顔のままでマルタはなんとか言った。伯爵は、戻って扉とびらを閉しめ、今までトリノアが座すわっていた椅い子すに腰こしを掛かけた。

「トリノアには希望が必要なのです。自分は家族に愛されていると。……世界があの子の考えているようなものではないとしても、それはあなたの口から告げられるものではないでしょう」

　伯爵はそう言うと、短く息を吐ついた。威圧感が薄うすまる。

　マルタは下した唇くちびるを口の中に引き込んで湿しめし、それから言った。

「……確たしかに。考えなしでした。すみません」

　伯爵はにこりと笑う。

「まぁ、お若わかい故ゆえでしょう。……確かに、あなたが考えているように、あるいはトリノアに真しん珠じゆを埋うめ込んだのは彼女の親であったのかもしれませんし、トリノアを捜さがしているものなどいないのかもしれません。けれど、違ちがうかもしれないのです」

　言って、伯爵は目を伏ふせる。長い睫まつげが瞳ひとみに影かげを落とす。

「私の力をもってしても、トリノアに真珠を埋め込んだものたちは見つかりません。あの日、トリノアを見つけた家にはもう誰もいなかった。トリノアを置いていけば、私が足を止めると彼らは思ったのでしょう。……実じつ際さい、裸はだかで手しゆ術じゆつ台だいに置かれ、泣いている赤ん坊ぼうを放ほうっていくことは、たとえ種族の違うものであったとしてもできることではないでしょう」

「ええ」

　マルタは考えず頷うなずいた。

　考えるまでもなかった。

「そしてトリノアは、あの真珠を疎うとんでいる。……ドクトル・バーチがあれを取る方法を知っているのなら、持って行っていただきたいが、同時に私はドクトル・バーチを疑うたがっている。できることなら縄なわを掛かけた上で問いただしたいことがあるのです」

　伯爵は静かにマルタに告げる。

「あるいは、その真珠を埋めたものを、知っているのではないか、とね」

「……僕が、その謎なぞを明らかにできるかもしれませんが……」

　マルタは唇を尖とがらせ、遠えん慮りよがちに言う。

　ふ、と伯爵は苦笑した。

「あなたはカード使いなのでしょう？」

「ご存ぞんじでしたか」

「長く生きておりますからね。カード使いが実在すると知っていれば、探たん偵ていＭ氏の業わざのことと引き合わせるのはごく当然のこと。そして、あなたのカードのことも聞き及およんでおります。……トリノアの謎は、今はまだ解とかれなくてもよろしい。いつかトリノアが大人になって、どうしてもと望んだなら、トリノア自身があなたを訪おとずれるでしょう。ですから、その日まで、あなたはトリノアの謎について、何もなさらないでいただきたい」

　マルタは少し考えて言った。

「気分晴らすのに、デートに誘さそうのとかどうです」

「ハハハハハハなにぶん私も年とし頃ごろの娘むすめを持つ男親ですのでハハハハ」

　近い将しよう来らい現あらわれるであろうトリノアを思う男。その男にマルタは心底同どう情じようしながら凍こおりついた笑えみを張はり付かせた。







　利害の一いつ致ちをみない吸きゆう血けつ族ぞくと、人間が相対するべき時間はなんといっても朝一番だ。

　もちろん伯はく爵しやくほど血の濃こいものともなれば、朝の陽光ですら、致ち命めい的てきなものではない。

「私は私で人間の感覚などわかりもしませんから、想そう像ぞうするだけではありますが、おそらく大雨の日に傘かさがない、という程てい度どのものではないですかね。不ふ快かいで動くのも大変ですが、どうにかなります」

　けれどそれは逆ぎやくに言えば、その程度には伯爵の力は制せい限げんされるということでもある。

　空はまだ暗いが、あたりで鳥が鳴きはじめている。屋や敷しきの者たちは、この時間になると眠ねむりにつくらしい。伯爵とトリノアを残して、今起きているのは警けい官かん隊たいとトーリアスとマルタだけだ。

　マルタは、警官隊の配置を見下ろせるベランダで立ったまま寝ねてしまい、配置のチェックをしていたトーリアスに耳を引ひっ張ぱられた。

「おい」

「んあ」

　びくんと震ふるえて起き、巻まいていた毛もう布ふを引き寄よせて、垂たれたよだれを拭ふいてあくびをする。

「寝てた」

「見てた。起きろ」

「眠い」

「俺おれもだよ。みんなそうだ」

　トーリアスの視し線せんを追って見下ろせば、警官たちが配置についている。風もなく、ただ起き出した鳥たちの声だけがしている。

　現げん場ばがいつものように騒さわがしくないのは、野や次じ馬うまも新聞記者もいないからだ。いや、新聞記者は何人かいるようだったが、いつもよりはまるきり少ない。

　バーチの予よ告こく状じようが来たのが昨日で、予告日が今日というのはあまりないことだ。どうしてだろうとマルタは考えて、今回の特別さに気がつく。

　バーチ側の都合でないのであれば考えられることは一つ。

　トリノアに対するバーチの配はい慮りよだ。

　いつものような大騒ぎになれば、トリノアは記者たちの無ぶ遠えん慮りよな視線に晒さらされるだろう。伯爵のかばい立てがあってもそれは防ふせぎきれないだろう。

　バーチが成功するにしろ失敗するにしろ、事後であれば、狂きよう騒そうからはトリノアを守ることができる。

　おそらくバーチはそう考えたのだろう。

　洟はなをすすってマルタは呟つぶやく。

「バーチも気き遣づかいがあるなら、そっとしていてやりゃあいいのに」

「しかし、持って行ってくれるのならありがたいって感じだよな。伯爵もトリノア嬢じようも」

　どうやらトーリアスもマルタと同じことを考えていたようだ。自然に話を続けた。

「伯爵は、バーチを捕つかまえてから聞きたいことがあるって言ってたよ？」

「それで、ご自分で動かれる気なんだろう？　市警の面子メンツも立たないことだよ」

　髭ひげを揺ゆらして息を吐くトーリアスに、マルタは毛布をかき合わせてくしゃみをした。

「バーチ対伯爵じゃ伯爵の勝ちなんだ？　トーリアスとしては」

「そうだな。お前の出番もないかもしらんよ」

「ま、そんなもんなくっても全然かまわないんだけどね。僕としては、さっさと戻もどってリッツの様子見たいんだ」

　空が次し第だいに白んでくる。

　奥おくの部屋では、伯爵とトリノアが一いつ緒しよにいるらしい。警官隊が部屋を囲んで、それはもう鉄てつ壁ぺきの守りだ。

「ここはもういいだろ。伯爵とトリノアさんとこ行こう。もー。寒いし」

　マルタはそう言って毛布を巻き付けたまま部屋の中に向かう。

「どーせ外こんだけ警けい備びしてもバーチ、とっくに中にいるんだよ」

　言いながらよたよたと中に入るマルタの背せ中なかを見ながら、トーリアスは苦く笑しようした。

「名めい探たん偵てい、な」







　マルタとトーリアスが伯爵とトリノアがいる奥の部屋に入るためには、たくさんの手順が必要で、そしてとても手間取った。

　その手順も手間も、考えて通達したのはトーリアスだったから文もん句くも言えない。

　顔を引っ張られたり、髪かみの毛けを抜ぬかれたり、くだらない質しつ問もんに答えたりしている間に窓まどの外はどんどん白んでいった。

「トーリアス。このシステムには問題があるんじゃないのか？」

　マルタに横目で見て言われ、トーリアスは口の中で反はん論ろんらしいことを何かぶつくさ言ってから言った。

「そうだな」

「はい、結けつ構こうです。どうぞ中へ」

　と警けい官かんが奥の間へ二人を通した頃ころには、すっかり明るくなっていた。廊ろう下かの窓から差し込こむ光は日の出の直前ほどだ。

　奥の間に行く廊下の窓は重いカーテンで遮さえぎられて、光など入らないから時間の感覚は狂くるう。

　マルタは身体をくるんでいた毛もう布ふを外し、途と中ちゆうに置いてあった椅い子すの上に置く。上着の襟えりを直して鼻をすする。

「さて、我わがライバルは、今回どんな手で来るかなぁ」

　奥の間の前に立っていた警官は、マルタとトーリアスを見て、顔色を変えた。

「け、警部っ」

「何だねマーク」

「探偵Ｍは中にもいますが」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが落ち、マルタはにやりと笑って名探偵のカードをポケットから取り出した。

「I'm Marta Saggy!」

「こらマルタ、いきなりやめろ！」

　血相を変えるトーリアスに、マルタは笑う。

「なんでだよいいだろ!?　Open your fuck'in gate of THE POWER.」

　その傲ごう慢まんな言葉と言い方に、トーリアスは唇くちびるを引き結ぶ。

　何様のつもりだ。

　ここでカードを使えば、確たしかに中にいるのはバーチだろうから有ゆう効こうだろう。だけれど、なんか、それはないんじゃないか？　あまりにも性せい急きゆうで、あまりにも粗そ雑ざつなやりかたな気がする。

「やめたほうがいいな、マルタ・サギー」

　奥の間の扉とびらが開かれた。

　そこにいたのはマルタだった。

　マルタだったけれど、扉の枠わくに肘ひじをつき、軽く足を交差させて自信に満ちた笑みを浮うかべている。

　マルタの所作ではなかった。

「おはよう、トーリアス警けい部ぶ、マルタ・サギー。実によい朝だ」

「……君がドクトル・バーチかね」

　室内から伯はく爵しやくの声がした。

「左さ様よう、いかにも。そしてそちらの部屋にいるのは全すべて私の部下です」

　優ゆう雅がな動きでマルタは礼を取って言い、トリノアは息を呑のむ。

　奥の間はごく小さな部屋で、青と黒の配色の部屋だった。照明が灯ともされて時間がわからない。マルタとトーリアスが下見をしたとき調べたが、窓まどは高所に換かん気き用ようのものが一つあるきりで、光など入らない。

「……実に見事な手て並なみだけど、バーチ。伯爵様に勝てるのか？」

　僕に、と言わないあたりはまだマルタらしかった。

　それでも発動直前のカードを手にしたマルタは、いつものマルタのようではない。

　髪かみは力を孕はらんで軽く浮うき、目には金色の光が灯ともる。

　そして滲にじみ出す圧あつ倒とう的てきな力の気配。

　けれどそれで怯ひるむバーチでもない。

「勝ち負けではないだろうライバルどの。私が予告したのは真しん珠じゆを盗ぬすむことであって、伯爵と対決することではない。それに私がする行おこないは、トリノア嬢じようにとっては福音だろう？　忌いまわしいものとおさらばできるのだから。赤あか絨じゆう毯たんに花を撒まいて迎むかえてくれとは言わないが、伯爵が私と敵てき対たいする理由はないよ」

「怪かい盗とう、身勝手な論ろん理りを並ならべたてるものではない」

　伯爵が言う。

「そも、そうであるなら堂々と玄げん関かんから来るがよい。予告して盗むだなど、それをされて侮ぶ辱じよくと感じない古き者など、おらんよ」

「そうは仰おつしやいますが伯爵。私もそうそう慈じ善ぜん家かでもないので、旨うまみがなくてはね」

　肩かた越ごしに室内の伯爵を見て、マルタの顔をしたバーチはにや、と笑った。

「ほう、旨み。それはなんだろうね」

「ご興きよう味みがおありなら、いずれお話しいたしましょう。今はまず……」

　バーチは軽く指を鳴らした。

　どこかで小さな爆ばく発はつ音おんがし、それは連続して響ひびき、警官の扮ふん装そうをしたバーチの部下が扉を大きく開けた。

　爆発音が走ると、壁かべの要所要所に計算してつけられていたらしい、カムフラージュのため留とめてあった部分が爆発して落ちていく。主にそれは壁紙と同じ紙だった。そして、壁紙が落ちればそこには薄うすい鏡が貼はりつけてある。

　朝一番の光が矢のように走り、鏡に当たって部屋の中に届とどく。

「光を」

　超ちよう然ぜんと微笑ほほえんでバーチは言い、その光は今まさに奥おくの部屋に届くかと見えた。

　その時だ。

　空間が割われた。

「!?」

　マルタとバーチの間に、その割れた空間から一人の少女が現あらわれ、そしてカードを立て、いかにもいやらしい矮わい小しような支配者の笑みで言った。

「……発動なさい、『すばらしい世界!!』」

　カードのコールだ。

　ワークの。

　マルタとバーチは、気を失い、そして何もわからなくなった。
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　鈍にぶい、ハミングのような音が響ひびく。

　すこし黴かびくさいような、けれど冷たい風がゆるく吹ふいている。

　目を開ければ、知らない素そ材ざいでできた安っぽい建物の中だ。

　手をついているのは木のように見えたが、それにしては薄うすっぺらい感かん触しよくだし、壁に貼はられている壁紙は、浮き出しの感じが半はん端ぱだ。花はな柄がらのパターンなのだろうか、抽ちゆう象しよう的てきな柄で白。カーテンに至いたっては見たこともない素材だ。

　家具もそうだ。ソファと椅い子すとテーブル。それはわかるが質しつ感かんが違ちがう。一いち枚まい板いたでできているわけでも、木綿もめんの布ぬのが張はられているわけでもない。

　バーチはぐらつく頭を押おさえ、息を吐ついて床ゆかから起きあがる。

　身体からだの要所を押さえ、動かしてみて怪け我がや損そん傷しようがないか確たしかめ、呼こ吸きゆうを何度かして、内ない臓ぞう機き能のうに問題がないか確かく認にんする。

　よし、問題はないようだ。

　問題があるとするなら、マルタ・サギーの変へん装そうのままということだな。

　と、ちょうど目を覚ましたマルタの、驚おどろきに見開かれた視し線せんを見て、バーチは思った。

「バーチか！」

「おはよう名めい探たん偵てい。いかにもドクトル・バーチだが？　それより一いつ緒しよに考えてくれないか。一体ここはどこだね」

　マルタはのろのろと起きあがり、床の上にへたりこんで茫ぼう然ぜんとあたりを見回した。その肩かたががくんと下がり、口がぽかんと開けられた。

　バーチはしばらくその様子を眺ながめていたが、見かねて顎あごの下に手を入れて持ち上げて口を閉しめてやった。

　跳はねるように首を振ふり、その手から逃のがれてマルタは怒ど鳴なる。

「何すんだ！」

「虫が入るだろう？　それに口を開けたままでは阿あ呆ほうのようだぞ。まぁいい。なるほどわかったよ。台所でも借りよう。まずは何か飲んで落ち着きたいからな」

　言ってバーチは立ち上がり、カウンターキッチンへと向かった。

「な、なんだよ、何がわかったんだ」

　床にへたり込んだまま言うマルタに、バーチはシャツの袖そでボタンを外し、腕うでまくりをしながら答えた。

「ここがどこかということさ。異い世せ界かい人じん、マルタ・サギー。ここは君の世界で、おそらく君の家なんだろう？」

「……なんでわかった」

　バーチはコンロの前に立って、肩をすくめた。

「君の顔を見れば分かるさ」

　そして、唇くちびるを尖とがらせてマルタに訊きいた。

「マッチはどこだね。ケトルは？」

　マルタは立ち上がると大おお股またでキッチンに行き、流しの下からやかんを出して水を入れ、ぶつけるようにコンロに掛かけて火をつけた。

「ほう！　マッチがいらないのか、発明だな、便利だ。ガスかね」

　興きよう味み深げに顎に手を当てて瞳ひとみを輝かがやかせるバーチに、マルタは早口で言う。

「そう。発火の仕掛けがあらかじめしてあるの。ここひねるとガスが出ると同時に火花が散って引火。あー何だよ、何でこんなことになってんだ。トリノアさんと伯爵どーしたんだよ、何で僕ぼくたち蓑崎にいるの、お前その格かつ好こうやめろ！」

「この蛇じや口ぐちもひねるのではなくて上げ下げするのか。ふぅん。ひねるのと別に利り便べん性せいはかわらん気もするな、これは。君、何か私に振ふる舞まい給たまえ。状じよう況きようを把は握あくし、そして打だ破はせねばならん。力を合わせようじゃないか。腹はらが減へっては頭も回らん」

「それはそうだな。異い論ろんはないよ。お前その格好やめろ」

　バーチはにっこりと笑った。

　マルタの顔で。

「やめてどうする」

「……は？」

「私はこの世界の住人の顔のモデルを持ってはいないのだよ。君の顔をしたままのほうが、まだ違い和わ感かんが少ないのではないかな」

　マルタは何か反論したそうにバーチの顔を見つめていたが、早足で二階かいに行くと何なん冊さつかの雑ざつ誌しをバーチに押しつけるように差し出した。

「これ。この中から選んで誰だれでもいいから化けろ。僕じゃなければいいから」

「化けろって。傷きずつくね」

「ラーメンと緑茶を出してやるからあっちに座すわってそれ見ててくれ頼たのむからバーチ!!」

「なんだね人を厄やつ介かい者ものみたいに」

　バーチは雑誌を手に、ぶつくさ言いながらそれでもソファに座った。

　置き場所からカップラーメンを二つ取り出し、ラップをはがしてかやくを入れながら、マルタは混こん乱らんする頭をなだめようとする。

　どうして。

　なんで僕は蓑崎にいるんだ。

　なじみ深い家、なじみ深い台所。全すべてのものの位置を自分は知っている。

　茶ちや筒づつは引き出しの中、急きゆう須すは食器棚だなの上から二番目の右手側。エアコンはかけっぱなしで、片かた付づいているのは、そうだ、アウレカが来て掃そう除じして。待て、今いつだ。もう一度自室に駆かけ上がってＰＣを立ち上げ、カレンダーを開く。

　ぐう、と喉のどが鳴った。

　やっぱり、オスタスに飛ばされた日だ。

　階かい下かからお湯が沸わいたとケトルが知らせる甲かん高だかい音が鳴った。急ぐ気にならずぼんやり降おりていく。バーチはソファで悠ゆう然ぜんと雑誌を眺ながめていた。

「止めてくれたっていいだろ」

　ぶつくさ言いながらマルタは火を止め、バーチは肩かたを揺ゆらして笑う。

「蒸じよう気きの力で鳴って、湯が沸わいたのを知らせるのか。面おも白しろいなぁ。オスタスで売り出したら売れるかな？」

「知るか」

　マルタは湯を入れて蓋ふたをしたカップラーメンを二つ、テーブルに置いた。

　ふといたずら心が湧わいて、自分とバーチの前に箸はしを置く。オスタスで箸を見たことはない。

「合図するまで置いておいてくれ」

「……ああ」

　バーチは雑誌を開いたまま、興きよう味み深げにラーメンと箸を見つめる。三分経たって、マルタが蓋をはがし、箸を手に取り、

「いただきます」

　と言うとバーチも、

「……いただ、きます」

　と、知らない言葉を繰くり返し、箸を取った。

　そして何の問題もなく箸を使って食べるバーチを見て、マルタはがっかりして肩を落とす。

「なんで箸使えるんだよ」

「オスタスにもテナイ料理の店はある。テナイで使われているものだろ、これは。君のところでも使われているのは、正直意外だが」

　言いながら、バーチはラーメンをすすらずにもぐもぐと食べていく。

「せっかくお前の慌あわてるところが見られると思ったのに」

　失望の息を吐つき、マルタはラーメンを思い切りすすり上げた。

　うまい。

　覚えているままの、ずっと食べたかった味だ。

　夢む中ちゆうになって、三啜すすりくらいで食べきってしまい、あっという間に汁しるも飲み干ほす。満足して息を吐き、ぼんやりしてからテレビのリモコンをとって点ける。

　流れ出す、音楽と映えい像ぞうと情じよう報ほう。どこかで見たようないつものテレビ番組。

　あっという間だ。

　あっという間に、オスタスのことなんか嘘うそみたいだ。

　自分が着ている千ち鳥どり格ごう子しのベストとしっかりした仕立てのシャツとネクタイが、急におかしく思える。忘わすれてた。靴くつを履はいたままだった。

「個こ人じん宅たく用ようの電でん映えい機きかね。四六時中映画を見ていたら、他ほかのことができなくなるんじゃないのかね？」

　バーチのその、真面目くさった感想だけがマルタにオスタスを思い出させ、そしてマルタは安心して笑った。

「そうだな」

　なんだか泣きそうだ。

　何な故ぜだ。

　なんなんだ、どうしてだ。

　思ったら止まらなかった。

　マルタは涙なみだをこぼしてしまい、しばらくの間泣いた。

　バーチは何も言わず、テレビに見入っていた。







「落ち着いたかね泣き虫名めい探たん偵てい」

　バーチはこういうところが本当に大人げないとマルタは思う。

「頼たのむからお前、僕の顔やめろよう」

　本気で泣きが入りつつ、靴と服を脱ぬいでＴシャツとハーフパンツに着き替がえる。バーチにも着替えを持ってきて渡わたしてやった矢先の発言だ。

　マルタの着替えを見ていたバーチは、ふむ、と言ってマルタの着方を真ま似ねした。

「申し訳わけないが、変へん装そうは解とけないようだよ」

「……何？」

　紺こん色いろのＴシャツを着たバーチは、横目でマルタを見る。

「以前、私は君に言ったことがあるだろう。君の世界とオスタスとでは、あるいはルールが違ちがうのかもと。私の変へん装そう術じゆつに関しては、その予想は当たりだったようだ」

「解ける範はん囲いでいいから解いてよ」

　心底イヤそうなマルタの様子に、バーチはふん、と眉まゆを上げる。

「では、変装というわけではないが、君との差さ異いを出せばいいのだな？」

「あ、う、うん、まぁ、そうかな」

「わかった。君の箪たん笥すの中身を見せてくれ」

















　結局バーチはマルタの服の中から白のシャツと濃こい藍あい色いろのジーンズを選んで着直した。更さらに洗せん面めん所じよで、整せい髪はつ料りようを使って前まえ髪がみを上げる。母親の鏡台からアイライナーを持ち出して少し目め張ばりを入れ、眉毛をはさみで整える。

　そうしてしまえばそれだけのことなのに、よく似にた別人のように見えた。

「バーチすごいな！」

　洗面所の鏡の前で、うわぁと素す直なおに感かん嘆たんの声を上げられ、まんざらでもなく微笑ほほえむ。

「ありがとう、いや、照れるな」

「うん、すごいすごい」

「ではこれでもう、外に出てもいいな？」

「ハァ!?」

　思いがけない台詞せりふに毛が逆さか立だつ。

　バーチはマルタの顔で、それはそれは美しく笑った。表ひよう情じようというものは、造ぞう作さくにあまり関係がないのだとマルタは初めて知った。

「だって異い世せ界かいなんか初めてだから、歩いてみたいじゃないか」

「お前、遊びじゃないんだぞ」

「ああ、そうだろう。だが、言ったろう。私たちがすべきことは現げん状じようの打だ破はだ。いいかね、マルタ・サギー。ここは君の世界だ。私はおそらくついでに巻まき込こまれただけだろう。だって、この現象はカード使いのカードによるものでしかあり得ないからな。と、なれば、私にできることは何もない。するべきは君なのだ」

「……何が言いたいんだよ」

　片かた眉まゆを寄よせてマルタは言い、バーチは笑う。

「私は異い邦ほう人じんなんだ。案内してくれ、観光がしたい。君も気分を変えて頭を冷やし、対たい策さくを考えなくてはなるまいよ」

　確たしかに、今の自分はかっとなっている。

　落ち着かなくてはならない。ラーメン食べて泣いてだいぶ落ち着いたけど、まだ、ものを考えられるほどじゃない。

　リッツがいればいいのに。

　リッツがいたらいろいろ言ってくれて、それで僕はあっそっかーとか言ってればいいのに。でもバーチはリッツじゃないから。

「バーチって役に立たないよね」

　ため息と共に言われた言葉にバーチは驚おどろいて小さくふき出した。

「な、なっ、何、何だと!?」

「あ、ごめん、口に出てた？」

「出てたとも！」

「気ィ悪くしないで。うん。さ、行こう。いいよ観光つきあうよ。お金もあるしやることもないしな。あー靴くつのサイズ僕と一いつ緒しよだよね。出すけど。ッたく、そんなとこまで変えられるなんて、やっぱ変身だよな、変装じゃないよ」

　ぶつくさ言いながらマルタは玄げん関かんに向かい、バーチは言われた言葉に声を失っていた。

　役に立たない？

　この、ドクトル・バーチが役に立たないだと!?

　しかも言われた相手がマルタ・サギー。

　有り体ていに言ってバーチはマルタのファンの部分があるのだが、それはマルタが有ゆう能のうだからというわけではない。その部分に関しては、バーチの執しつ事じ、ゴブリンのジャックと見けん解かいを一いつにしている。

　怠なまけ者で役立たず。

　リッツ・スミスは苦労しているんだろう。

　そんなマルタに。

「わ、私が役に立たないとはどういうことだ」

　と詰つめ寄よりたいところだったが、ぐっとこらえる。推すい理りとか全部リッツ・スミスにしてもらってるくせに。家事も全部やってもらってるくせに。無人島では私が全部いろいろしてやったのに。

「じゃあ、あの、あれか？　君は役に立つのかね」

　玄関でビーチサンダルを履はいて、バーチには一いち応おう合いそうなスニーカーを出してやっているマルタは、呆あきれたような横目でバーチを見た。

「怒おこったの？　大人げないなー。ごめんごめん悪かったよ」

「そういうことじゃないだろ」

「いや、リッツがいたら、僕ぼくの代わりに推理してくれるのになと思って」

　出されたスニーカーを履きながら、バーチは言う。

「たまには自分でしたまえ」

「したことないんだからわかんないよ。お前やってくれ」

　言ってマルタは鍵かぎを開け、扉とびらを開いた。

　蝉せみの声。車の音。

　熱風。
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「オスタスの夏も大たい概がいだが、ここもひどいな」

　灰はい色いろに溶とけかけたアスファルトの上に、くっきりと真っ黒な影かげが落ちる。汗あせ一つかかない涼すずしい顔で、バーチは上がった息を吐つく。

「……お前、汗かん腺せんどうなってるの」

　頭とう髪はつの中から流れる汗を首くび筋すじに感じながらマルタは言う。見てみれば胸むな元もとなどはもうシャツの生き地じが汗に触ふれて変色して張り付いている。

「身体機き能のうは、ある程てい度ど精せい神しん性せいでどうにでもなるものだ。暑いものは暑いよ？」

　笑えみは悠ゆう然ぜん。

「涼しいところに連れていってくれればいいだろう」

「ドクトル・バーチが楽しめそうなところが思いつかないもんでな」

　だから、ただ何となくぶらつくしかない。とりあえず繁はん華か街がいに行こうと足を向けたが暑い。

「なんだ。それなら君の思い出の場所に連れて行ってくれ。……そうだ、そもそも君、どうやってオスタスに来たんだい」

「あー……」

　言われてマルタは考える。

　なんと言葉にしたらいいのか。

　アウレカ。

　そう、アウレカだ。

　あのド阿あ呆ほう。

　どうやって逢あったんだっけ。

「あっ……」

　そうだ。

　アーバーズ。







　エアコン最高。コンビニ大好き。

　あの日も思ったことをまた思う。涼すずしい。生き返る。

　センサー感知のチャイムが鳴って、いらっしゃいませと声が迎むかえた。バーチが進めば扉とびらが閉しまる。有線のインストゥルメンタル。スーパーみたい。

　バーチは店内を見回して言う。

「これはまた、雑多な商店だな。棚たなが低いのは泥どろ棒ぼうよけか」

「うん。そう」

　マルタは言って、視し線せんで探さがしてカードの棚の前に立つ。あった。アルミのパックと、見本のバインダー。バインダーのは一枚でもアルミのパックより高こう価かだ。ものによっては目玉が飛び出そうなものとかある。

「……それが、『カード』か」

　バーチが肩かた越ごしにのぞき込こみ、緊きん張ちようした声で言った。マルタは頷うなずく。

「ダメだ」

　しばらくしてからマルタはため息と共にバインダーを閉とじる。

「何だね」

「知ってるのしかないや。何か、僕の知らないカードがあれば、オスタスに帰れるかもしれないと思ったんだけど」

　その言葉を聞いたバーチは、一いつ瞬しゆん驚おどろきに目を見開き、それから微笑ほほえんだ。

「嬉うれしいね」

「あ？」

「私はオスタスの住人だからさ。本来こちらの世界の住人の君が、オスタスに帰る、と言ってくれるのは嬉しいね、と言っているのさ」

　マルタは言われて気がつき、何か言い返そうと思ったが、バーチの笑顔があんまりにも屈くつ託たくがなかったので、それ以上何か言うのもつまらない気がして、

「うん」

　と言って頷いた。

　帰りたい。

　オスタスに。







　棒ぼうのアイスと、夕食用の弁べん当とうとラーメンと朝食用の弁当とラーメンを買ってアーバーズを出た。それと、カードのスターターセットとカードカタログ。

　開かい封ふうされていないそれを手にとって、夏の白い日差しの下でバーチが言う。

「これは何だね？」

「スーターターデッキ……っと、ストック。スターターストックだな」

「言い方が違ちがうのか」

「うん。途と中ちゆうで変わったんだ。僕が最初聞きいたときはデッキって言ってたんだけど、その後ね。ルールも時々、ちょこちょこ変わる」

「ふぅん」

　陽炎かげろうの立つ路上で、マルタはソーダ味の棒ぼうアイスを取り出し、袋ふくろを破やぶいてバーチに渡わたした。

「早く食べないと、溶とけて落ちるよ」

「……ああ、ありがとう」

　バーチは思いがけない申し出に、苦く笑しようしながらアイスを受け取る。

　マルタ自身もアイスを持って、食べながら歩き出す。

「ふふ。歩きながらものを食べるというのも、なかなか面おも白しろいな」

「オスタスでも魚のフライとか、細長いパンとか……って、そうか。ドクトル・バーチはしなさそうだよな」

「ああ、しないな」

　風ふう鈴りんの音と蝉せみの声。重い、白い雲。緑のにおいと、濃こい色の庭の花。住じゆう宅たく街がいは静かで、人と出くわさない。

「河かわとか行こうか」

「ああ」

　二人で歩いて、大きな河に出る。緑の草が生い茂しげり、そう遠くない場所には大きな橋がかかっていて、車が行き来している。水面に太陽が反はん射しやして、白くまぶしく輝かがやいていた。河か川せん敷しきで子供たちが遊んでいたから、少し離はなれた場所に出る。

　バーチはしばらく河の流れを見つめてから言った。

「河は、河だな。ユリルもここも変わらん」

「うん」

　食べ終えたバーチのアイスの棒を受け取って袋に入れる。そうしながらマルタはリッツのことを考える。ユリルの河か畔はんで眠ねむり込んでいたリッツ。

「リッツや、デリターに仕し掛かけられたのも、僕らと同じものだと思うかい？」

　マルタの問いに、バーチは頷うなずく。

「ああ。思うね。……カード使いはデアスミスの崇すう拝はい者しやたちの中に何名かいるらしいが、まだデアスミスは手の内を見せていいタイミングでもないだろう。考えられることは、ひとつ。デリターのついでだ」

「ついで……」

　草を風が渡る。水面が波打つ。マルタとバーチの髪かみを揺ゆらす。熱風も河の近くでは多少冷やされ、涼りよう感かんを受ける。

「Ｆ教室の内部事じ情じようを開かい陳ちんするのもどうかとは思うが、まぁ、非ひ常じよう事じ態たいだ。いいだろう。デリターの自白によって、デアスミスに対立する派は閥ばつが二つ潰つぶれた。デリターはデアスミスの熱ねつ狂きよう的てきな崇拝者というわけではなかったのだが」

「えっそうなの!?　結けつ構こうキてたと思うけど!?」

　ふん、とバーチは面白くもなさそうに鼻を鳴らす。

「デリターなんぞ、まだマシだ。他ほかの取り巻まきなんか、暗い中に三人閉とじこめたら殺し合いでもしそうな勢いきおいだぞ。また、デアスミスが面白がって煽あおるしな」

「っえー……。引くなぁ……なんだそれ気持ち悪い……」

「全く同意だが話を戻もどそう。リッツ・スミスのアテンダントもまだ沈ちん黙もくを守っている今、君にこんなことをしかけるなど、デアスミスが命じているとは考えにくい。もしそうなら」

　バーチはそこで言葉を切ってにやりと笑った。

「私が気がつかないわけがない」

「自信あるな」

「当たり前だ。私はドクトル・バーチだぞ。だから今回のことは、カード使いの独どく断だんだろう。そしてデアスミスはおそらくそれを面白がって放置している。さて、ここからが君の問題だ、カード使い、マルタ・サギー」

　スニーカーのゴム底の下で砂じや利りを鳴らして、バーチはマルタに向き合った。

　目は心の窓まどって道どう徳とくの時間に聞いたけど、ほんとにそうだな、とマルタは思う。

　自分と同じ造ぞう作さくに仕立ててあるはずのバーチの目は、黒く、理知的で強い意志を湛たたえて輝かがやいている。

　自分とは違ちがう。

　なんでバーチは僕をライバルなんて言ってるんだろう。

　今いま更さらな疑ぎ問もんが胸むねに湧わき上がったが、今それを訊きいたら怒おこられそうだと思って黙だまる。

　リッツとかも、僕が思ったことを思ったタイミングで言うとなんかすぐ怒るし。

　あっそうだ、戻れるなら戻るときにカップラーメンとあれだ、カルシウムのサプリたくさん買っていこう。金ならあるし。親にもらった金だけど。あとなんか、あーそーだボールペンとかノートとかあると喜ぶかな。シール式の修しゆう正せい液えきとか。

「聞いてるか、マルタ・サギー」

　聡さとくバーチが言って、マルタが瞬まばたきをする。

「あっうんごめん」

　しまったうっかり謝あやまった。肯こう定ていしているようなものだ。

「聞け。ここからが君の問題だよ。カード使い。いいね」

　一語一語区切って言われ、マルタは素す早ばやく三度頷いた。

「ここは君の世界だ。私は君のとばっちりを食って飛ばされた。それはカードの力によるものだから、カードの力によって、破やぶれるはずだ。だから、相手のカードの正体を知って、それを破るカードを使うか、もっと問答無用な強力なカードを使うか。それとも相手を引きずり出して勝つか、殺してしまうかだ。まぁ最後の選せん択たく肢しは私も君も好まないから無しだがね」

　うん、とマルタは頷き、吹ふいた強い風に黒くろ髪かみとシャツを揺ゆらしてバーチは微笑ほほえんだ。そして話を続ける。

「いいかね、私と君をオスタスに帰せるのは君だけだ。いいな、マルタ・サギー。責せき任にんは重大だ。だが私も協力するし、何より君がここを脱だつ出しゆつしないと、おそらくリッツ・スミスに危き機きが迫せまる」

「……え。だって、兄ちゃんの手下のカード使いがやってるなら、兄ちゃんの命令で動くんだろ。兄ちゃんはアテンダントっていうのが大事なら、リッツも大事にするんじゃないのか」

「大事な弟に、そんな怪あやしいものを植え付けたりするものか。デアスミスは怪かい物ぶつだ。人と思うな。デアスミスが大事なのはアテンダントであって、リッツ・スミスではない。だからこそ、トーリアス警けい部ぶはお前にリッツ・スミスを預あずけたんだよカード使い」

　目が眩くらむような日差しの中、風の渡わたる音と子こ供どもたちの喚かん声せい、車の音を聞きながら、マルタは上じよう腕わんのＴシャツの袖そでで鼻の下にかいた汗を拭いた。

「……よくわかんない……」

　そして実に楽しげにバーチは笑った。

「君の心は黄金だと言っただろ。なるほど、ボディガードとしてはどうかとは思うけれど、強いことだけが心を守る術すべでもないさ。トーリアス警部は実に人にん情じよう家かで、そして賢かしこいと思うよ」

　言われて、頭の芯しんがくらくらする。

　何言ってるんだろうバーチ。

　なんか全身が熱い。

　悪い気分じゃないのは不思議だが、逃にげ出したい。

「顔が真っ赤だぞ、マルタ・サギー。帰ろうか？」

「うん」

　それで、なんでバーチが嬉うれしそうに笑っているのか、マルタにはわからない。







　使い方を説明して、バーチにシャワーと風ふ呂ろを使わせる。しばらくして出てきたバーチは異い様ようにハイテンションだった。

　新しいシャツとハーフパンツ、それにバスタオルを頭に載のせたバーチはキッチンで湯を沸わかすマルタに、にこにこと言った。

「洗あらい流すというのは気持ちがいいものだな！　あと、君が入れてくれた温おん泉せんの素もとというのはすばらしい！　ものすごくぽかぽかするし、なにより旅気分だぞ！　デガー・ドーイというところを知っているかね、温泉が湧くのだが秘ひ境きようなのがなぁ。何しろオスタスから汽車で二日、そこから馬で一日というんだから。まぁそれも醍だい醐ご味みなのだがね、それとあの、シャワーと排はい水すいという組み合わせはすばらしいな！」

「だろう!?」

　得たりとばかり、マルタはバーチに向き直る。

「オスタスはいいとこだけど、僕ぼくの不満はそこなんだよ！　なんで身体からだ洗った水そのままで出ちゃうの!?　石けんかすついたままじゃないかイヤじゃないか！」

「確たしかに言われてみれば不ふ衛えい生せいだな。ふーむ。何か働きかけをしてみようか」

「あっ、できるんなら頼たのむよ。是ぜ非ひ！」

　バーチは考えに沈しずんでぶつぶつ言い、マルタは邪じや魔まだからテレビでも見ててよとリビングに追いやった。

　一回の説明でリモコンの操そう作さを理り解かいしたバーチは、いろいろチャンネルをかえた挙あげ句く、結局報ほう道どう番組に落ち着いた。雑ざつ誌しを読みながらテレビを視みる。

　なんだか不思議だ。

　昼のカップラーメンの容よう器きを丁てい寧ねいに洗いながらマルタは思う。

　この家にはいつも自分しかなかった。

　父母は海外に仕事で行ったっきりだし、自分には家に上がってもらうような友達がいるわけでもなかったし、別にそれでどうも思わなかったし。

　いつものバーチは美形で尊そん大だいで洒しや脱だつだ。

　以前事じ務む所しよに来たときは素す顔がおのような美青年。

　無人島で二人で過すごしたときは、とんでもない美少女に化けていた。

　そのどちらでもバーチはバーチなのだが、今のような、自分と同じ年とし頃ごろの少年のバーチの姿すがたは見たことはなかった。

　年頃どころか全部同じなのはちょっと、首をひねりたいところだが、まぁ、慣なれてきた。

　なんだかこうしてると友達みたいだ。

　美青年のバーチや美少女のバーチだったら、こんな感じにはならないだろう。見た目って大事だなと思いながらマルタは、弁べん当とうを温め、ラーメンに湯を入れる。明日はバーチにやらせよう。

「ごはんできたよ」

　と弁当とラーメンを持ってリビングに来たら、バーチはテレビをつけたままカードのカタログを開いていた。

　聞こえていないようだったので、マルタはテーブルの上に弁当とラーメンを置いて、一人で食べはじめた。

　テレビ番組は代わり映ばえがしなかった。

　事じ故こ、殺人、政せい治じ、異い常じよう気象、スポーツ、グルメ。

　目新しいものなんか何もない。

「バーチ、ラーメンのびるよ」

　言われ、バーチはカタログを見たまま箸はしを手に取ってラーメンを食べはじめた。

「行ぎよう儀ぎ悪いぜ」

「『名めい探たん偵てい』のカードが見あたらないのだが」

　視し線せんはカタログに向けたままでバーチは言う。

「うん、イレギュラーカードだから」

　視線で説明を求められ、マルタは軽く箸を振ふりながら答えた。

「正せい規きのカードじゃなくて、誰だれかが違い法ほうにゲームに混こん入にゆうさせてるカードのこと。おかげで僕はカード戦争のエントリーが取り消せないわけなんだけど、他ほかにもあるみたい」

「ふむ」

　ラーメンを食べながらバーチはカタログをめくり、そして閉とじた。

「そして、『すばらしい世界』とやらもなかったぞ」

　言うとテーブルに向き直り、ラーメンと弁当を食べる。

　よく考えたらバーチがラーメン食べてるのってすごい図ずだなとマルタは感心する。似に合あわない。

「えっと、すばらしい世界ってなんだっけ」

　ごふっとバーチがラーメンを喉のどに詰つまらせた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　口に手を当てて、咳せき込こむバーチに、マルタがぼんやり声をかける。

　バーチは失しつ敬けい、と小さく言って治まるまで咳き込み、やがて息を整えて背せ筋すじを伸のばし息を吐はいてから言った。

















「覚えてないのかね」

「えっ、ごめん、なんだっけ」

「伯はく爵しやくの屋や敷しきでだ。私と君をこちらに飛ばした……」

　バーチは言葉を区切って考え込んだ。

「デロリス」

「誰」

「そうだ、デロリスといった。新年の教室の集会で、紹しよう介かいされた。異い世せ界かい人じんだと言うから覚えていたんだ。鴉から揚すあ羽げはのような外耳を持っていた少女だな」

「そんだけ特とく徴ちよう的てきなのに、わかんなかったの？」

「私は醜みにくいものは嫌きらいなのでな。極力思い出さないようにしている」

　鼻で短く息を吐ついてバーチは言い切った。

「……そんなに不細工だったっけ」

「細工がどうのではない。デアスミスに心しん酔すいするのもまぁいいだろう。だが、気に入らないのはあの精せい神しんの矮わい小しようさだ。そしてそれを自覚しないで振ふる舞まう愚ぐ劣れつささ」

「ひっどいこと言うなァ」

「ひどくない。真実だ。直じかに彼女と話す機会でもあれば、君にも分かる。全く、ああいう奴やつは大嫌いだ」

「ふーん？」

　ラーメンのスープを飲みきって、マルタは満足した息を吐く。バーチもスープを飲んで話を続けた。

「まぁ、説明するのも面めん倒どうだ。ところで明日、生せい鮮せん食料品店に連れていってくれ。これも悪くはないが、私はもうすこしちゃんとした料理が食べたいんでな」

「ああ、それなら駅前行こうか。レストランとかあるし」

「そうだな。頼たのむよ。そして私の気が済すんだら」

　バーチはにやりと笑った。

「『名めい探たん偵てい』のカードを使って、この世界から脱だつ出しゆつする方法を探さぐってみてはもらえないかね？」

　テーブルに両手をついてマルタは立ち上がり、バーチを睨にらみ付けた。バーチは視線を無視してラーメンを食べる。

「やっぱり気がついてなかったか」

「きっ、気がついてるなら早く言えよ！　もう、明日とか言わないですぐやるよ！」

「まぁ、焦あせらなくてもいいと思うがね。オスタスでの時間経けい過かの仕方もわからんが、私が眠ねむっていたとしても部下たちがどうにかしてくれているだろう。トリノア嬢じようの真しん珠じゆはとりはぐれるが、まぁ別に今回は失敗しても美談にもっていけそうだし」

「I'm Marta Saggy!」

　ハーフパンツのポケットからカードを取り出す。

　バーチがいかにも不ふ愉ゆ快かいそうに、ラーメンのスープを飲んで言った。

「やめたまえ、食事中に騒そう々ぞうしい」

「だって！」

「だってじゃない。そもそも急ぐのであれば、正気を取り戻もどしたすぐその場で私が言っている。私が焦っていない理由は、おそらくこのカードの効こう果かを破やぶった段だん階かいで、私たちはあの朝、カードの力を発はつ揮きされた瞬しゆん間かんに戻ると考えているからだよ」

「……なんで？　なんでそう思うんだよ」

「君の様子とこの家の状じよう況きようから推すい測そくしたまでだ。おそらく、君が何かの理由でオスタスに来た時間に戻ったんだろう？　そう埃ほこりも積もっていないし、食品の腐ふ乱らん臭しゆうがするでもないし」

「う、うん」

「で、あるならばだよ。その法ほう則そくは『すばらしい世界』にも通用するのではないかな。そうしたら、焦る必要はないし……あるいは」

　バーチはそこで言葉を切って、ラーメンを食べきった。

「なんだよ。言えよ」

「ま、いい。ところでこの、トンカツというのは、気をつけて作ったらもうちょっとおいしいのではないのかな。それと、駅前のレストランで菓か子しは食べられるか？　チョコレートが食べたいな。生クリームと」

　マルタは苦く笑しようしてバーチを見る。

「なんだよ、女みたいだな」

「化けてやろうか」

　両りよう眉まゆを跳はね上げて言われ、マルタは下した唇くちびるを突つき出した。

「やめてく」

　れ、と言う前にバーチが明るい声で言う。

「ああ、そうだ、そうしよう。甘あまいものが好きだというだけで女みたいとか言われる窮きゆう屈くつな世界なら、そのルールに従したがってやろう。うん、そうしよう」

　バーチはにっこりと笑ってマルタに告げた。

「そのカード、しまいたまえ。明日はデートだ。そのあとでそれをしよう」







　だからどういう技ぎ術じゆつなんだかわからないが、朝起きたらバーチはなんか女っぽかった。それで、マルタのＴシャツとジーンズを着たら、黒くろ髪かみショートカットの美少女にしか見えなかった。マルタは腰こしを抜ぬかして廊ろう下かにへたり込んだ。

「母親の化け粧しよう品ひんを借りたぞ。なかなか優ゆう秀しゆうだな。あとマニキュアと」

　とはいうものの、マルタにはもうどこをどう塗ぬっているのか皆かい目もく見当もつかなかった。目の上が青いわけでも、眉まゆ毛げを定じよう規ぎで描かいたようなわけでもないし、唇だって真っ赤なわけでもないし肌はだだって。髪の根本を少し立てて、自然に流しているのは流石さすがにわかったが、それくらいだ。

　あとなんか睫まつげ長い。

　それと声が女っぽい。

「うっうわ」

「……なんだね。絶ぜつ世せいの、とはいかないが、それなりだろう？」

「おっ、おばけ」

　思わず言ってしまったマルタに、バーチは一いつ瞬しゆん凍こおり付き、それから爽さわやかに微笑ほほえんだ。

「……服と、靴くつと、下着」

「は？」

「君、それらを私にプレゼントしてくれたまえ」

「は!?　なんで！　イヤだ！」

「人のことをおばけなんて言うからだ。君には罰ばつが必要だよ、名めい探たん偵てい。ほんとなら鬘かつらもつけて欲ほしいくらいだが、人毛の鬘など、少年の小こ遣づかいで買えるわけもないだろうしな。使える金きん額がく全部で私を一日エスコートしろ。どうせ昼間だ、そんなに高こう額がくにもなるまいよ」

「えっナニソレ。夜だとどうなんだよ!!」

　へたり込んだまま言われたマルタの言葉を、バーチは顎あごを上げてふっと鼻で笑う。

　そして何も言わずに居間に向かった。

「早く支度したくしなさい」

　マルタは小こ馬ば鹿かにされた気がして真っ赤になり、それでも顔を洗あらって歯を磨みがき、箪たん笥すの中からＴシャツを出して着て、財さい布ふを尻しりポケットに入れた。『名探偵』のカードも。

　それから大おお股またで玄げん関かんに向かい、バーチに声を掛かけて外に出た。

　バスに乗って駅前に出て、ビルに入る。

　その間中バーチはあたりを感心したように眺ながめて、時々マルタにあれは何だ、これはどうするんだと問いかけた。バーチにものを教えるのは正直ものすごく楽しかったので、マルタは我われながら得意満面だなと思いながらも丁てい寧ねいに解かい説せつした。

　ビルに入り、よさそうな店を見つけると、バーチはまずマルタを本屋に連れて行き、マルタからクレジットカードを受け取って微笑んで言った。

「本があるからここで一時間くらいは潰つぶせるだろう？」

「お前、怪かい盗とうなんだから買い物するなよ。このビルの中の店なら、このカードで買えるから店員さんに見せて」

「いちいち盗ぬすむほうが金がかかるよ。くだらん。借りるぞ」

　とカードを振ふって、バーチはどこかへと消えた。

　平日の昼間のショッピングモールは人が少ない。時々、このビルのテーマソングが入る音楽を聴ききながら、マルタはしばらく本の棚たなの前でぼんやりしたあと、一番近くの休きゆう憩けい所じよに行き、ベンチに座すわって本格的にぼんやりした。

　Ｔシャツにジーンズにスニーカーで、駅ビルでカードで買い物。マーケティングに則のつとった音楽と飾かざり。人のいないがらんとした、明るいだけ明るい空間。ベージュの床ゆかで、エスカレーターやエレベーターが動いていて。

　ここは蓑崎だ。

　日本。

　宇う宙ちゆうの中に銀ぎん河が系けいがあって、太陽系があって地球の上に多少は大きめの島があって、そこに僕ぼくがいる。

　なんか、違い和わ感かんがある。

　マルタはそう思って天てん井じようを見つめた。昼ちゆう白はく色しよくの電球。

　この違和感はそういえば生まれてきてからずっとマルタにまとわりついていた。なんだか、自分の人生を生きていないような息苦しさ。

　身動きひとつとるのも苦しいような、透とう明めいなゼリーの中で暮くらしているような。

　ずっとこのままで生きていくのなら、希望なんかないじゃないか。そもそも明日とか来るのか？　来たら来たで、何か恐おそろしいことが起きるんじゃないか？　一日を生き延のびるのが精せい一いつ杯ぱいだ。何もかもめんどくさい。生きること以外何もできない。何のために生きてるのか、分からない。流行の歌はありのままの自分でいいって責せめ立てるけど、僕はありのままの自分なんか大だい嫌きらいだ。

　そんな気分はオスタスに行ってからはすっかり忘わすれていた。

　いろんなことが面めん倒どうくさいのは性しよう分ぶんだとは思う。

　やってくれる人がいなければ、そりゃ皿も洗あらうし洗せん濯たくもする。畳たたんでしまってある洗濯物を見て、そういえばバーチは母親はいないようだが誰か雇やとっているのかねと言った。いいやと答えたら、ものすごく驚おどろいていたけれど、そりゃそうか。オスタスでの僕は洗濯なんかしないもんな。洗濯機がないのがいけないんだけど。

　ああそうだ、洗濯機を持って行けたらリッツが楽になるんじゃないかな。

「ダメだ、発電所も持って行かなきゃ……」

　思考が口からはみ出た。

「鷺さぎ井い君」

　艶つややかな声がした。視し線せんをやればそこに、紙かみ袋ぶくろを持った女の子が立っていた。

　夏のワンピース。八枚まいはぎのフレアのスカートに、スクエアの胸むね開あき。胸むな元もとには紫むらさき色いろの小さな石のついたネックレス。白地に小さな青い花が印刷された生き地じで、白い細いリボンが半はん袖そでの袖口を飾かざっていた。素す足あしに滑ぬめ革かわのサンダルを履はいていて、恥はずかしそうに微笑ほほえんでいる。黒くろ髪かみでショートで、桃もも色いろの唇くちびるで。

「お待たせ。本屋さんで待っててくれればよかったのに。えっと、そしたらどこ行こうか。ごはんには少し早いけど、鷺井君の服とか見ようか？　あたし、一いつ緒しよに見たいなー。鷺井君さ、もうちょっとちゃんとしたら、もっと全然かっこよくなると思うんだよねー。ほら、ここ、いろいろお店あるし。鷺井君の知ってるお店あれば、もちろんそれでいいんだけど」

　マルタは、下した顎あごをわずかに横にずらして目の前の女の子を見つめたまま凝ぎよう固こした。

　言葉が出てこない。

　女の子はわずかに頬ほおをふくらませ、可愛かわいい唇を突き出して、怒おこったように言った。

「もう。どうしたのよ。変な顔して。じゃあいいよ、あたし、入り口のところにあったジェラートのお店行きたい。なんかフェアやってたでしょー。あれいいよねー。行こう行こう。ここにいたって仕方ないしさ」

「っ、の」

　女の子は、ん？　と首をかしげた。

「なんだ、同級生の女子とデートというのは気にいらんかねマルタ・サギー」

「バーチだよね！　そうだよね!!」

　マルタは大声で言って女の子を指さして立ち上がった。

「あっ、しぃっ。鷺井君、こんなとこで大声出しちゃダメじゃない」

　唇の前に指を一本立ててバーチは言い、何事かと出てきた店員に向かってぺこりと頭を下げた。愛想笑いまでして。

「なっ、だっ、鷺井くっ、誰だれがあたし」

「ね、もう行こう鷺井君」

　と女の子バーチはマルタの手を強ごう引いんに取って歩き出した。








　第七章　恐おそるべき男




「だいたい、変へん装そうっていうのはね、文化の吸きゆう収しゆうと模も倣ほうなの」

　トンカツを食べて、そのあとで喫きつ茶さ店てんに入ってパフェと紅こう茶ちやとケーキと。

　よく入るなぁと眺ながめるマルタの視し線せんのその先で、小さいスプーンを操あやつって、小さい口に何度も運んで。

「どんなに服とか似にせても、動きやしゃべり方が違ちがったらおかしいでしょ？　だから、よく聞かなくちゃいけないし、聞いたら大たい抵ていのしゃべり方は真ま似ねできるようになるのね」

「……ああそう……」

　くらいしか言うことが見つからない。

「どこで、そんな、しゃべり方覚えたの……」

「んー？　鷺さぎ井い君の部屋にゲームあってー。それでざっとー」

「……お前人の部屋に勝手に……」

　真っ赤になって震ふるえるマルタに、バーチはにっこりと微笑ほほえんだ。

「怪かい盗とうだもん」

　マルタはぶっ倒たおれそうになる。

「具合悪」

　椅い子すの背せに捕つかまって俯うつむいたマルタに、バーチが心配そうな声で言う。

「やだ大だい丈じよう夫ぶ？」

「どうだろ」

「まぁ、思春期の少年の部屋で、申し訳わけないとは思いはしたがね。すまんな」

　バーチらしい表ひよう情じようで、バーチらしい言い方で言われ、それでやっとマルタは息が吐けた。

「なぁ男同士だ、そこらへんは汲くんでくれないとさぁ……」

　軽く肩かたをすくめてバーチはとぼける。

「非ひ常じよう事じ態たいだ。仕方ないだろ？　君はよく眠ねむっていたしな。ああ、それと、ベッドの下のものは、もう少し隠かくし場所に配はい慮りよしたほうがいいな」

「汲め！」

　思わずテーブルを叩たたいてしまい、店員と客たちの注目を集めてしまう。

「えー、やだ、鷺井君、大きな声出さないでよ」

　低めた声で窘たしなめられ、マルタはぐうの音も出ない。けれどその一言で注目は逸それ、バーチはあたりに笑顔を振ふりまいて、マルタに楽しげに笑う。

「まぁほら本当は男同士かどうかわからないんだし」

「男同士であって欲ほしいよ僕は。ベッドの下見られた今となっては」

「……たいしたことじゃないし、無礼なのは私なんだから、まぁたとえば私の正体がマリアンナ・ディルベルタ嬢じようでも気にするな」

　バーチはスプーンを銜くわえて顎あごを上げて笑った。

「なんでそこでマリアンナさんなんだよ」

「最近親しいんだろ。一いち応おう君の動向は探さぐらせていただいているのでな」

「お前の正体がマリアンナさんだったら、僕は今そこの窓まどから飛び降おりて死ぬ自信があるね。人間は恥はずかしいという感情で死ねるらしいぜ」

　マルタは目の前のミルクレープをフォークで穴あなだらけにしながら言った。

「マリアンナ・ディルベルタ嬢は気にせんよ、きっと。大人の女じよ性せいじゃないか」

「わかるもんか。それにマリアンナさんがどう思おうが、恥ずかしいのには関係ないもん」

　ふん、と鼻で笑い、バーチは皿に飾かざりで盛もられたメロンを口に運んだ。

「まぁまぁ。思春期の少年というのは全くやっかいなことだよ。早く大人になるがいい」

「大人になったらどうなんだよ」

　前まえ髪がみの下から向けられた視し線せんを受けて、バーチは不ふ敵てきに微笑ほほえんだ。

「……私は自分が大人かどうかは全く判はん断だんがつかないがね。しかし過か去こ、君と同じ年ねん齢れいだったことはあるのだよ。当時はそんなことは思いもつかなかったが、一つだけ教えておいてやる」

「何」

　穴だらけになったミルクレープにフォークを立てて、マルタはバーチを見つめる。

「多少は楽にはなるが、人じん格かくというのは基き本ほん的てきにあまり変わらんということさ。悪いほうには人はいくらでも変わるが、君のような気持ちは、大人になってもそのままだ」

「なんだよそれ。希望も何もないじゃねぇか。イヤだよこのままだなんてめんどくさい」

「私は君が好きだよ、マルタ・サギー」

　バーチは静かに言った。真しん摯しな視線で、落ち着いた声で。

「そういうところがね。大人になっても、君は君のようであればいいと思う。なに、変わらんといっても多少は慣なれるさ。過か去こから未来へと流れる時間という現げん象しように乾かん杯ぱいだ」

　そう言って、バーチは手に持った紅茶のカップを軽く掲かかげ、一口飲んで言った。

「不ま味ずいなぁこの紅茶は。まるで青春のようだ」

「同意するよ。後半はよくわかんないけどね」

　ふと、店の中が静まりかえった。

　波が静まるようにざわめきが消え、有線の音楽だけになる。クラシックの軽けい快かいなピアノ曲だ。

　店員たちは立ちつくした。客たちは動きを止めた。

　視線は一点に向けられ、靴くつ音おとが響く。

　革かわ靴ぐつの高く響く音。

　二つ。

　マルタは客の視線を追い、バーチは視線を上げることもなく呟つぶやいた。

「来たか」

　マルタは新客の姿すがたに愕がく然ぜんとする。

　二人とも黒のコートに白のフリルのブラウスと黒の上着、揃そろいのズボン。手には光こう沢たくのあるリボンのついた帽ぼう子しを持ち、香こう水すいの香りを嫌いやみでない程てい度どに漂ただよわせて、大理石の床ゆかを踏ふむように合成樹じゆ脂しの床を歩いてくる。

　茶色の巻まいた髪、鷲わし鼻ばな気味の鼻、ここばかりはリッツとよく似にた色の瞳ひとみ。

　後ろに立っていたのは、クレイだ。茶色の髪、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね、薄うす茶ちやの瞳。

　だからわかった。

　クレイが付き従したがう存そん在ざい。

「……デアスミス……」

　掠かすれた声で思わず呟く。震ふるえているのが悔くやしかった。

　デアスミスはバーチとマルタのテーブルの横に立ち止まった。

「はじめまして、マルタ・サギーさん。いつもリッツが世話になっています。ありがとう。私はウィリアム・デアスミス。リッツの兄です」

　デアスミスは曇くもりのない明るい、人好きのする笑顔でそう言って軽く両手を広げた。

　マルタは頭の中が真っ白になった。

　デアスミスはその彫ちよう刻こくめいた美しさの右手をマルタに差し出す。

　マルタは何も考えずにその手を取りそうになった。

　吸すいこまれそうな青せい灰かい色しよくの瞳。

「おいこらデアスミス」

　不ふ機き嫌げんなバーチの声がして、マルタは出しかけた手を引っ込こめ、浮うかせた腰こしをまた椅い子すに落とした。身体からだに鉛なまりでも入ったようで、心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打っていた。汗あせが噴ふき出したが寒気がした。

　なんだ。

　こいつはなんだ。

　蓑崎の駅前の、マルタがよく来た喫きつ茶さ店てん。

　オスタスの服と布地は、蓑崎には似につかわしくなかった。ましてやこんな暑い日なのに。デアスミスもクレイも夜会にでも行きそうな出いで立ちで。

　初めて見たデアスミスは、親しげな笑顔を浮かべていた。

　クレイは一歩控ひかえて、穏おだやかに微笑んでいる。

　マルタは背せ中なか一面に鳥とり肌はだが立つのを感じた。

　クレイ。

　今度逢あったら、胸むなぐらを掴つかんで言ってやりたいことがあった。

　どうして人殺しなんかするんだと。

　紅こう茶ちやを入れるのが上手でパンケーキが美う味まくって、僕ぼくの足の手当をしてくれたのにどうして。

　そんなことは無む駄だで、無意味なのだと、この二人の姿すがたを見るだけで理り解かいした。

　クレイは穏やかに微笑んでいる。満ち足りたような表ひよう情じようだ。デアスミスのためなら、なるほど何でもやりそうだ。

「おいこらとは穏やかではないね、ドクトル・バーチ」

　デアスミスが苦笑して言うのに、バーチは全く笑みを見せずに言った。

「何しに来た」

「君、ここにもう一つテーブルと、椅子を二つ持ってきてくれないかね」

　デアスミスは店員に言い、店員は弾はじかれたように動いた。他ほかの店員たちも競きそうように寄よってきて、あっという間に空いているテーブルを、マルタとバーチのテーブルにつけて椅子を用意した。

「マルタ。出るぞ」

　バーチは伝票を取ると立ち上がり、マルタはぼんやりしながら立ち上がる。その腕うでを取って、バーチは強ごう引いんに外に出た。振ふり返ったマルタの視線の先で椅子に座すわったデアスミスが、笑顔で手を振っていた。







　バーチはマルタをバスに乗せ、マルタは腕を引かれたまま乗り込んで椅子に座った。朝にバスに乗った停てい留りゆう所じよで降おり、傍そばにあった自じ販はん機きでコーラを買って、バーチはマルタに渡わたした。

「開け方がわからん。自分で開けて飲め」

「……うん」

　マルタはぼんやり言って受け取り、開けて、飲んだ。

　そしてその場にどすんとへたり込む。アスファルトが熱かった。

「……なんだあれ……」

「そうだろ？」

「うん」

　それ以上、言葉を紡つむぐこともできずにマルタはしばらく動けずにいた。

「やばかった」

「そうだろ？」

「うん」

　また似にたような会話をする。蝉せみの声、濃こい影かげ。白い雲。

　どこか塩えん素そのにおいのするような夏の空気。

　バーチのスカートの裾すそが、腕に触ふれた。

　バーチは自分の分も、と飲み物のボタンを適てき当とうに押おし、出てきたレモンティを取り出した。マルタが開けるのを見たから、もう開け方はわかった。

　そして一口飲んで言った。

「まずいな」

「うん」

　マルタは答え、それから長い長いため息を吐つく。

「……僕の相手は彼なのか。初めて見たけど」

「そうだよ。あれがリッツの兄だ。全く似にてない兄弟もいたものだな」

「うん」

　そしてしばらくしてからマルタは尻しりポケットからカードを取り出した。マルタが今持っている『名めい探たん偵てい』のカードは二枚だけだ。他ほかのカードはアーバーズに行って買ったけれど、『名探偵』のカードは売っていない。

「立ち向かわないとね」

「そうだね」

　バーチは目を伏ふせて微笑んだ。

　そうだね。

　口の中で一度呟つぶやく。

「I'm Marta Saggy!」

　道路に座り込み、立てた膝ひざの上に肘ひじを載のせて、カードを立てて呪じゆ文もんを唱となえる。

　バーチは目を閉とじて、その声を聞いている。

「Open your fuck'in gate of THE POWER. I will use the card…“DETECTIVE”.」

　囁ささやくようなその言葉。金粉となって崩くずれて巻まき上がる、カードの不思議。

「スリー」

　そしてマルタのカウント。

　何か、聞いたことのないコール音が聞こえた。

「え、な、なに!?」

　慌あわてるマルタにバーチはきょとんとする。

「何がだ」

「何って、聞こえないのか!?」

「ああ。あー、そうだ、カードの効こう力りよくが発はつ揮きされてるんじゃないのかそれは。何か。カウントしろ」

　バーチに平静に言われ、マルタはとりあえずカウントをした。

「あっそっか。ツゥ」

　同時に、マルタにだけ聞こえる声がした。おなじみの、カード戦争のアナウンス。

『『カード戦争』委員会からの通達です。エントリーネーム・マルタ・サギー。あなたを召喚するプレイヤーがいます。あなたはこれより一秒後に、ストラグル上に召喚されます』

「バーチ、当たり！　ちょっと召喚されてくる！　これ持ってて！　ワン！」

「いってらっしゃい」

　差し出されたマルタの缶かんをバーチが受け取れば、そこにはマルタの姿すがたはもはやなかった。







　紫むらさき色いろの空にピンクの雲。月は大小えーと、数えている余よ裕ゆうがなかった。五個以上。目の前には服を着た恐きよう竜りゆうがいた。喉のどのところにスピーカーみたいなものをつけていて、後ろ足で立っていて、大きさは二メートルくらいで、片かた手てにカードのフィンを持っていて、その前の中空にはカードが並ならんでいて、その上には白い丸いものが浮うかんでいて銃じゆうを持っていた。

　知ってる。

　カードのことは勉強したから知ってる。

　オブジェクト・カードの『スノーボールボーイ』だ。別のカードと合わせると、増ぞう殖しよくするので厄やつ介かいなオブジェクト。

　自分は中空に立ってその恐竜を見下ろしている。耳みみ覆おおいと庇ひさしのついた帽ぼう子しがワイルドな恐竜。多分肉にく食しよく系けい。ちょっとティラノ似。体色は明るい紅べに色いろに紫の縞しま。

　どこだよここ。

「いよう相あい棒ぼう！　この間助けに行ったから、『救きゆう援えん』俺も使ってみたぜ！」

　ぎく、と全身の毛が逆さか立だつ。デアスミスのそれとはまるで逆ぎやくのベクトルで。だが同じほどの強さで。

　この脳のう天てん気きな声は。

　おそるおそる振ふり向いてみれば、そこにいるのは。

「げーんきィ？」

　ひらひらと手を振る、いい笑え顔がおの男。

　茶ちや髪ぱつで褐かつ色しよくの肌はだで革かわのマントの、黄緑色の目が宝石みたいな。

「アウレカ」

「あれ、なんだよその格かつ好こう。この間逢あったときはもっと、なんつうの、スカした格好してたじゃん」

「ああハイ……」

　変な笑いが口元に浮かんでしまう。

　なんだ。なんでだ。名めい探たん偵ていのカードが発動したと同時に召喚されなきゃいけないんだ。

「まぁいいや。とにかくお前のカード使って、あいつのストックの中身教えて。謎なぞなんだよなー」

「ええっ!?　やだよ！　僕今大変なのに!!」

「俺だって大変にゃんだもん～」

　語ご尾びを伸のばして唇くちびるを尖とがらせて言われ、あまつさえでかい図ずう体たいを左右にふりふりと振られてマルタは心底むかついた。漫まん画がで見るような一トンと書いたハンマーが欲ほしかった。

「でもあれよ？　やだって言っても召喚されたんだからダメなんだよ？　お前がカード使わないとこのストラグル終わんないもん。そしたらお前だって帰れないんだから」

「ストラグル中の私し語ごは私に大変失礼だと思うのですが」

　恐竜が言った。喉のスピーカーから声が出た。

　案外理知的な紳しん士しタイプらしい。

　僕。あっちがいいなぁ……。

　マルタは思いながら、恐竜にぺこりと頭を下げた。

「いやすみません、なにしろアウレカなもので」

　恐竜も軽く頭を下げた。

「ああ、これはご丁てい寧ねいに。なに、噂うわさに聞くアウレカさんと対戦するので覚かく悟ごはしていたのですが、なにしろ目に余あまりまして。あなたのせいではありませんので、どうかお気になさらず」

「なんだよ鷺さぎ井い。一人でいい子ぶりやがって」

「いい子なんじゃないのお前よりは……」

















「なんだと生意気な」

　視し線せんを合わせずマルタとアウレカは会話する。横でもしリッツが見ていたら、恐竜に対するマルタの殊しゆ勝しようさに顔を青くしたことだろう。

「せっかく名探偵のカード発動したのに、これじゃ台無しじゃないか。人のストラグルの助っ人としてる暇ひまはないんだけどなぁ僕」

「えっ、なんだなんだ。なにかあったのか。どうしたんだ」

「あなたがた、ストラグル中の私語は」

　恐竜が腹はらを立てたように言って、マルタは嫌いや々いやカードを取り出した。

「いろいろすみません。ほんとに申し訳わけない。早く終わらせますんでせめて。I'm Marta Saggy Open your fuck'in gate of THE POWER. I will use the card…“DETECTIVE”.─」

　いつもより断だん然ぜん力が入らない調子でマルタは呪じゆ文もんを唱となえ、カードは律りち儀ぎに金粉と化してあたりを取り巻まいた。

「スリー」

　そしてカウントする。

　恐竜のストックのカードが乱らん舞ぶする。恐竜が慌あわててかき集めようとするが、一枚まいも捕つかまらない。いっそあざ笑っているようだ。

「おおスゲー！」

　アウレカが嬉うれしそうに騒さわぎ、そういえば、とマルタが言う。

「見たことなかったっけ」

「いや、一回。お前んちで」

「あ、そうか。ツゥ」

　恐きよう竜りゆうが愕がく然ぜんとする視線の先、中空で、カードが整然と並ならぶ。

「ほんとはこれ、イヤなんだよね……僕もやられたらやだもん。ワン」

　マルタがカウントし、並んだカードは一いつ斉せいにアウレカを向いた。

　恐竜が悲鳴を上げる。

　アウレカが快かい哉さいを叫さけんだ。

「なるほど!!　このあと使われるはずだったのは、『収しゆう縮しゆく』なわけな、ハッハー！　何、なんだお前、なんで、『クェンティン・ナンバーエイト』なんか入れてんの？　美人だから？」

「バッ、やめ、見ないでー見ないでくださいー」

　恐竜は情なさけない表ひよう情じようでじたばたし、マルタは心底同情した。

「わわわ、私のオーダーですよ！　『スノーボールボーイ』で、えーと、えーと、ああっ、とりあえず攻こう撃げきです！」

　恐竜が言い、アウレカがゲラゲラ笑って叫んだ。

「そんな攻撃が通じるかー！　デッキの中身がわかった以上迎むかえ撃うつぜ！　行くぞ攻撃カード『マジックエンハンサー・業ごう火か』ァッ！」

　アウレカが立てたカードが炎ほのおの竜たつ巻まきになって、恐竜に襲おそいかかり、恐竜は黒こげになって地面に倒たおれた。そして中空のカードたちも力を失い、はらはらと恐竜の上に、まるで無力な紙くずのように落ちかかった。

『２０６０６６号ストラグル終しゆう了りよう。アウレカ・レーギーダの勝利です。オーダー終了を宣せん誓せいしてください』

　カード戦争のアナウンスが言ったが、アウレカは身体からだをうーんと伸のばして告げた。

「ちょっと待ってー。鷺井と話したーい」

「僕はしたくない」

「なんかあったんだろ？」

　言われてぐっとつまる。

　そう。

　そうなんだった。

「……あのさ。『すばらしい世界』ってカード知ってる？」

「あっうん知ってるよ？」

「え」

　あっさり言われてマルタは目を剥むく。

「どっ、どうして。っていうか、何」

「ああ、俺、お前と関かかわってから調べたのよいろいろ。イレギュラーカードについて。そのうちの一枚まいだな。ああ、それでか。それワークでかけられて抜ぬけ出せないってわけか」

　と、アウレカはマルタの風体を上から下まで見て言った。相変わらずそういうところは鋭い。

「そうだけど……なんで？　僕ぼくが、元の世界に戻れたとは思わないわけ？」

「ええ？　なんで」

　アウレカは驚おどろいた表情をした。

「だってお前困こまってるって言ったし、それに、この間、ホレ、コンファーメイションのとやったとき、お前全然生き生きしてたじゃん、あの街で。だからさ」

　言われて、マルタは身体が熱くなる。

　生き生きしてた。

　そう。

　そうなのかな。

「ん、うん……」

　曖あい昧まいに返事をしたら、アウレカは笑った。

　ほんとに料理の腕うでと笑え顔がおだけは素す晴ばらしい男だ。

「大だい丈じよう夫ぶ、お前なら気合いで何とかなるさ。……次に逢あうときまで元気でな。相あい棒ぼう。オーダー終しゆう了りよう」

　えっ、と思う間もなく、マルタはまた蓑崎にいた。

　バス停ていの、自じ販はん機きの横。

「……お帰り、マルタ・サギー。一いつ瞬しゆんだったな」

　はい、とまだ冷たいままのコーラの缶かんをバーチに渡わたされて、マルタは茫ぼう然ぜんとする。

　そしてコーラの缶を地面に置くと、べったりと全身を道路につけて震ふるえた。

「ア……ウ……レ……カ……！　なんの役にも立ってないじゃないか……!!　信じられない……!!」

　涙なみだも出ないというのは、多分こんな気持ちのことだと、マルタは思った。

「涙と血と小便の落ちていない地面はないぞ。汚きたならしいから起きたまえ鷺井君」

　バーチにそう言われても、起きあがる気力はなかった。








　第八章　世界の正体




「あと十分で名めい探たん偵ていのステーキ、ミディアムレアができそうだったな」

「うん、すこし顔火傷やけどしたっぽい……ぴりぴりする」

「冷やしてきたまえよ。ついでに洗あらいなさい」

　うん、と頷うなずいて、マルタはトイレに行く。家に一番近いファミリーレストラン。何回も来た。何も変わらない。窓まどのない一番端はしの席がマルタは気に入っていた。誰だれかと一いつ緒しよにそこにいた記き憶おくはない。

　だから、バーチと一緒に座すわっているのは新しん鮮せんだった。

　しかも今のバーチは平へい均きん的てきな美少女だから、悪い気はしない。

　トイレの洗せん面めん台だいで顔を洗う。

　我われながら情なさけない顔をしている。

　年とし寄よりのような、子供のような。

『名探偵』のカードはあと一枚あるけど、一枚目の発動結果があれだった以上、それ以上の返答は見み込こめない。返答が役に立ってないなんて初めてだ。

　どうすればいいんだろう。

　カードのない自分なんか、ただの何もしたことのない小こ僧ぞうだ。

　そんなの知ってる。わかってる。

　なんの力もない。

　ごつんと鏡に額ひたいを当てる。何度も。痛いたい。いっそ気持ちがいい。涙は出ない。何度かやったところで、馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってやめた。なにやってんだ。

「……────」

　額を鏡に当てたまま考える。

　ああ、だからデアスミスはクレイを連れてここに来たのかな。

　差し出された彫ちよう刻こくのような手。

　握にぎりたかった。

　触ふれたいと、渇かつ望ぼうする。

　あの手を取ったらきっと、こんな気分は二度と味わわなくて済すむんだ。

　それはとても魅み力りよく的てきだ。

　クレイのあの、満足げな微笑ほほえみを見ればその魅力はよくわかった。

　僕はリッツの保ほ護ご者しやだから、僕がデアスミスとつながれば、それはデアスミスにとってはいいだろう。

　オスタスに戻もどって、デアスミスと通じたことなんかおくびにも出さずに暮らす。リッツと一いつ緒しよに事じ件けんを解かい決けつして、リッツに紅こう茶ちやを淹いれてもらってごはんを作ってもらって暮らす。ジョゼフ犬と散歩して、ヘンリーと口げんかして、ミスター・ブルネルの昔話を聞いて、マリアンナさんとどこか出かけて。

　そんな毎日を過すごして、そしてリッツのアテンダントが目覚めるその日、デアスミスを呼よぶ。リッツは僕に助けを求めてくれるだろうから、そのときに全すべてを明らかにしてやればいいんだ。

　そしたら、リッツはデアスミスのものになる。

　信じていた僕に裏うら切ぎられれば、そりゃぁ力も出ないだろう。

　傷きずついて、信じられなくて、気持ちを保たもっていられないだろう。

　でも、それも楽なことだ。

　それはそれでリッツもいいんじゃないのかな。

　辛つらいより、苦しいより、情なさけないよりいいんじゃないのかな。

　ため息しか出ない。

「マルタ。私はお前を迎むかえに来たんだよ。わかっていたろう」

　いつ入ってきたのか。

　この声はクレイだ。

　オスタスで最初に世話をしてくれたひとの声。

「あー……」

　返事にもならない声を出す。

「このカードを使ったのは、確たしかに私たちの仲間だけれど。お前を閉とじこめたままにしたくなかったから、迎えに来たんだ。一緒に帰ろう、マルタ」

　優やさしくもない声だった。気き遣づかわしげでもない。そう、クレイはいつもそうやって話した。医者が患かん者じやに対するときのように冷静に。

　そして傷の手当をした。

　そしてお茶を淹れてくれて。

　そして食事を出してくれて。

「オスタスはお前を待っている。私とデアスミス様は、お前を迎え入れる準じゆん備びがあるよ。私たちの仲間はそう多くはないけれど、お前はきっと気に入るさ。そして、みんなお前を気に入るだろう。案外居い心地ごこちがいいと思う。どうだろうか」

　そう言ってクレイは黙だまり込む。

　ただ返事を待っている沈ちん黙もくだ。

　クレイは。

　マルタは頭がぼんやりしてきた。

　何も考えられない。

　どうしたらいいんだろう。

　僕はどうしたいんだろう。

『名めい探たん偵てい』のカードは教えてくれるだろうか。

　わけがわからない。

　頭が回らない。

　額ひたいに激げき痛つうが走った。

　自分で鏡にぶつけた。

　クレイが息を呑のむ気配。

「もう僕わかんないよ」

　額に濡ぬれた感かん触しよくがするのは、多分血だろう。痛いたいし。

「だから言うけど、クレイさぁ。なんでトーリアス裏切ったの？」

「……仲間になれば、わかる」

　少ししてから、マルタは鏡から頭を離はなしてクレイに向き直った。顔を流れる液えき体たいの感かん触しよく。顎あごから垂たれるそれはやっぱり赤く、Ｔシャツの胸むな元もとを染そめた。

「うんわかった」

　微笑ほほえんで近づこうとしたクレイに、マルタは言い放つ。

「僕はわかんないから。何もわかんないからもういい。名探偵のカードもこれはきっと教えてくれないからいい」

　マルタは自分が不思議だった。

　奇き妙みように気持ちが平静だ。

　迷まよいがなかった。

「自分でやるよ」

「……何？」

「この世界からは自分で出ていく」

　クレイはいかにも不ふ愉ゆ快かいそうに目を眇すがめた。

「愚おろか者だ。できると思うのか」

「やってみる。それから考える。お前たちの世話にはならない」

　その言葉をきいて、クレイは深く息を吸すい、そして目を閉とじた。

「わかった。気が変わったらいつでも私を呼よぶといい。私たちは寛かん大だいだ」

「だってクレイ。ファミレスのトイレで真っ昼間ッからそんな格かつ好こうしてる変な外人の言うことなんか、聞く奴やついないぜ」

　マルタはクレイを見つめて言い、クレイは単語の意味はよく分からなかったが、内ない容ようだけは理り解かいした調子で返した。

「鏡に額をぶつけて、床ゆかを血で汚よごす迷めい惑わくものの言うこととも思えないな」

　そう言ってクレイはマルタに背せを向けて歩き出す。

　マルタはふと疑ぎ問もんに思ってその背中に問いかける。

「んで、大か小か知らないけど、用足してかなくていいのか」

「ばかもの」

　クレイは小さくそう言って、トイレを出て行った。







　傷きずをハンドペーパーで押おさえてトイレから出てきたマルタを見て、バーチは立ち上がり、傷を見て、家に帰って手当をしようと提てい案あんした。

　食事をする気分でもなくなっていたから、マルタはその提案に従したがった。リビングに行くと血けつ液えき臭くさいＴシャツを脱ぬいで、バーチが持ってきた濡ぬれタオルで顔と髪かみと身体からだを拭ふく。

「どうしたんだこれ」

　ガーゼに消毒薬をしみこませて傷口を拭いていくバーチの質しつ問もんに、マルタは答える。

「いたいいたいいたい。自分でぶつけたの」

「ああそう」

　バーチはそれ以上訊きかなかった。汲くんでくれたらしい。マルタは安心した。

「ところで君がお手て洗あらいに行っている間、私のところにデアスミスが来たぞ。君のところにはおおかたクレイフルでも行ったんじゃないのかね」

「あたり。あいつら何してんだろ。あんな格好でばっかみたい」

「まぁそう言うな。デアスミスがＴシャツとか着たら……」

　想そう像ぞうしたらしい。消毒薬を傷口に押しつけられながらマルタも想像する。

「……案外似に合あうかもしれんな」

「……美形ってイヤだな……ところでしみるんだけど。バーチ」

「おっと失礼」

　慌あわてた様子もなくバーチは言って、ガーゼを外すと救急箱の中の絆ばん創そう膏こうを見つけて一枚まい取り出した。

「おお。これは便利。ふむふむ」

　そして紙をはがし、マルタのおでこに貼はり付け、救急箱を片かた付づけた。

「そんで？」

「うん？」

「お前は何言われたの。デアスミスに」

「ああうん」

　バーチはキッチンに行って、楽しげにケトルに水を入れて、ガスに火を点つけた。

「おそらく君と同じことを」

「……だよね」

　言ってマルタはため息を吐ついてソファに横になって、テレビをつけた。

「で、なんて答えたの？」

「うん、世界の謎なぞは名めい探たん偵ていが解とくものだ。下がれ下げ郎ろうと啖たん呵かを切っておいたよ」

　マルタはキッチンから見えないソファの中で、顔を真っ赤にして身をちぢこませた。

「何でそういう恥はずかしいこと言えるわけ……」

「カードを持っているときは、君だって言いそうだぞ」

　バーチは、はははと笑い、急きゆう須すと茶ちや筒づつを用意した。茶筒の中から茶葉を急須に入れていく。昨夜ゆうべマルタに教わった通りにだ。

「君はクレイになんと答えたね」

「……自分でやるからいいって言ったけど……？」

　テレビの音に紛まぎれそうに、ぼそぼそとマルタは答え、バーチは楽しげに両りよう眉まゆを上げた。

「ほらみろ、同じことを言っているよ私たちは」

　湯が沸わくまで、とバーチはリビングに戻もどってマルタの足あし下もと、ソファの空いているところに腰こしを下ろす。自然にスカートの裾すそをさばく仕草は、同級生の女子には見られない。

「テレビが見えないだろ」

「見てもいないだろ。で、アウレカ氏はなんと言っていたのかね」

「……なんでアウレカ」

「『名めい探たん偵てい』のカードが発動してアウレカ氏のところに行ったんだから、何かあったんじゃないのか？」

　マルタは苦虫をかみつぶしたような顔で言った。

「気合いでなんとかなるぐらいしか言われてないぞ。まったく……あれがカードの答えなら、答えになってないよ。もう一回やっても同じだ、きっと」

「じゃ、気合いで何とかなるんじゃないのか」

　涼すずやかにバーチに言われ、マルタは軽く身を起こす。

「君のカードを信用したまえ。私はあのカードで何度も痛い目を見ているんだ。そう、あるいは君のカードの効こう果かを一番よく知っているのは私かもしれないよ？」

「……でも、だって、気合いでだなんて」

　マルタは茫ぼう然ぜんと呟つぶやくが、バーチの笑顔は曇らない。

　くっそうこいつ格かつ好こういいな。

　マルタは内心そう思ったが、流石さすがに口には出さない。

「カードはちゃんと発動していたよ。あの金粉。金の星の雲。あるいは渦うず。流れ！　皮肉なことだが、あれほど神しん秘ぴに満ちているものを私は知らない。あの光が私を苦く境きように立たせるとしても心震ふるえずにはいられないのだ。あのカードの最大の被ひ害がい者しやである私をして、そうまで言わしめるあのカードの効果を、何な故ぜ、持ち主である君が信じないのだね」

「……」

　マルタは頷うなずき、起きあがってソファの上になんとなく正せい座ざした。

「……なんだその姿し勢せいは」

　おそらく正座を初めて見たバーチは、眉を寄よせて軽く身を引いた。

「正座。えーと、なんか気分的にこう。この世界の、多分この国の文化のひとつでなんていうのきちんとしたいときのってそんなことはどうでもいいよ。うん、なるほどね。わかった。アウレカは信じられないけど、『名探偵』のカードは信じられる。信じる」

「うん」

　バーチは頷き、ソファの背もたれにもたれかかった。

　そしてくつろいだ雰ふん囲い気きでテレビの画面に目をやり、しばらく黙だまって見ていた。マルタはマルタで、ところで気合いってどうすりゃいいんだろうと正座したまま膝ひざに手を置いて考える。

　気合いを入れたこと。

　オスタスに行って、トーリアスと初めて逢あったときには気合い入れた。

　けど。

　あれ具体的な方法があったし。

　今はどうしたらいいんだろう。

　僕ぼく、考えるの苦手だしな。

　マルタが考える努力の限げん界かいに来て、脂あぶら汗あせを出すか全すべてを放ほう棄きして寝ねてしまうかと、無む意い識しきのうちに本来関係のない選せん択たくを考えはじめたとき、バーチがにんまりと笑って言った。

「ところで、オスタスタイムズでも同じニュースは二日続けてやらないものだが、こちらの世界では違ちがうのかね？」







　ワークの効果で人を殺せるカードもあるという。

　高いしレアだし特定カードらしい。

　でもそれ、なんとかアーバーズに売っていないかしら。

　そうしたらすぐに手に入れて、今、デアスミス様の横で微笑ほほえんでいるクレイフル・ソーマンソーを殺してやれるのに。

　デロリスは内心歯ぎしりしながらデアスミスの質しつ問もんに答えていた。これだけ近く、同じ卓たくについている。しかも向かいに座すわっているからお顔を拝はい見けんし放題。クレイさえいなければ、こんなに嬉うれしいことはないというのに。

　場所はさっきまでマルタとバーチがいたファミリーレストランだ。

「人の記き憶おくは、その人が思っているよりずっと、膨ぼう大だいな情じよう報ほうを所有、管理しています。たとえば、見るともなく見ていた、このレストランの壁かべ紙がみの汚よごれや、時計の銘めい柄がらの刻こく印いんなどまでです。『すばらしい世界』はその全すべてを再さい現げんし、舞ぶ台たいの役者のように記憶の中の人々を動かします。

本来であれば、対象者が望む世界を構こう築ちくするのですけど、今回は二人でしたのでそうはなりませんでした。それもカードのルールです。とはいえ今ここで、この世界の人々は私たち異い邦ほう人じんに対してこのように反はん応のうするはずだ、とマルタ・サギーが思っていることが再現されていることには変わりません」

「なるほど？」

　と、デアスミスはメニューを閉とじ、ウェイトレスに微笑みかけた。

「君、注文を」

「はい」

　ウェイトレスは顔を真っ赤にしてやってきて、小こ刻きざみに震ふるえながら端たん末まつを構かまえた。

「何になさいますか」

「チョコレートサンデーを頂いただこうか」

　メニューを指さすデアスミスの様子に、ウェイトレスは見とれた。返事がないのに気がついて、デアスミスは苦く笑しようして言う。

「君、よろしいか」

「あっはい！　失礼いたしました！　ご一いつ緒しよにお飲み物は如何いかがですか！」

「……ふむ。ではこのカプチーノを頂こうか。クレイは？」

「私はパンケーキと紅こう茶ちやを」

　デロリスは、と訊きかれるのを待ったが、言われなかった。仕方なくデロリスは、

「……私はうどん定食を」

　と惨みじめな気持ちで言った。

　クレイフルは死ねばいい。

　そう心底思った。

　注文を繰くり返し、ウェイトレスは雲を踏ふむような足取りで去っていく。

「つまり、マルタ・サギーは私に対する一いつ般ぱん女じよ性せいの反はん応のうはあのようである、と無む意い識しきに想そう像ぞうしているわけか」

　デアスミスはそう言って口の両りよう端はしを上げた。

「脈みやくはあるな。落としてしまおうか？」

「味方につけても、どうということがない少年ではありますよ。捨すて置かれてもよろしいでしょう」

　クレイはそう言って水を飲み、軽く眉まゆを寄よせた。

「水がこれでは紅茶は期待できませんね」

「さて、どうかね」

　しばらくして、次々と注文の品がテーブルに置かれた。

　相変わらず、店内の全ての人間の視し線せんを集めながら、三人は食器を手にする。デロリスは初めて食べる食事に戸と惑まどい、箸はしを無視してフォークを使った。

「ふむ。私のは複雑な味がするね。彼は食べたこともあるのだろうな。安い味だがまぁまぁだ」

　デアスミスはそう感想を述のべ、デロリスはうどんを食べて眉をひそめた。

「珍ちん奇きな味がします。まぁ、おいしい、です、けれど」

　そしてクレイは、パンケーキを一口食べて、紅茶を飲み、考え込んだ。

「どうしたねクレイ」

　デアスミスがそう言い、デロリスがクレイを呪のろい、クレイは言った。

「マルタはどうやら紅茶もパンケーキも、ここで食べたことはなかったようです。……申し訳わけありませんが、ちょっと食べてみていただけますか。私の記き憶おくにもある味なのですが思い出せない。もう一つ注文しても同じものが出て来ると思いますから。君」

　とウェイトレスを呼よぼうとしたクレイを、デアスミスは制した。

「いいよ、クレイ。味を見るだけならばお前のを少しくれたらいい。面めん倒どうだもの」

　クレイは何か言いたそうに戸惑ったが、デアスミスの言葉に重ねて反はん論ろんする気はないらしく、一度立ち上がった。そしてデアスミスの前に、自分の食べかけの皿と、紅茶のカップ、カトラリーボックスから使っていないフォークとナイフを置いて、再ふたたび座すわる。

　デアスミスは何を言うでもなくフォークとナイフを取って操あやつり、パンケーキを一切れ口に入れた。

　クレイフルの食べかけを抵てい抗こうなく口に入れたデアスミスを見て、デロリスはクレイフルを絞しめ殺しそうになった。いいと言われたからといって、そんな、汚けがらわしい！

　とはいえデアスミスが言ったことなのでそうも言えず、とりあえず睨みつけて呪う。

「どこかで知っている味だとは思うのですが」

　クレイがそう言い、デアスミスは考えながら紅茶を飲んで、そして笑い出した。

　軽かろやかな楽の音のような笑い声だった。

　卑いやしさのかけらもない美しい響ひびきだった。

　その響きが聞こえた全ての人を魅み了りようしてから、デアスミスはその唇くちびるを自分のハンカチを出して拭ふき、まだいかにも愉ゆ快かいそうに笑いながらクレイに告げた。

「なんだ。マルタ・サギーはまだかなり落とせそうじゃないか」

「デアスミス様の人じん徳とくをもってすればそれはそうでしょうけれど」

　クレイは不思議そうに瞬まばたきして問いかけ、デアスミスは軽く両手を開いて言った。

「私は名めい探たん偵ていではないけれど、この味はなにかわかるよ。クレイフル。お前が焼いたパンケーキと、紅茶の味だ」

















　紅あかい、美しい小さな水面を見つめて、デアスミスは満まん悦えつの態たいで歌うように呟つぶやいた。

「頼たよりないひな鳥のように、彼はお前を親のように覚えているのだね。かわいらしいマルタ・サギー。あれほどおいしい、きっと毎日飲んでいるリッツの紅こう茶ちやよりも強く、お前の紅茶を覚えているとは」

　言われて、クレイは顎あごに人差し指をかけて考える。

「先ほど、こっぴどく振ふられましたが」

「お前のやりかたには情じよう緒ちよがないんだよ、堅かた物ぶつの医学生めが」

　デアスミスは紅茶をもう一口飲んで微笑ほほえんだ。

「今度彼に会うときまでに、彼にとってよい方法を一緒に考えようじゃないかね」

「……正直」

　クレイの唇に不思議に笑みが上った。

「悪い気はしないのが不思議ではあります。私は彼を好きでも嫌きらいでもないのですがね」

　鷹おう揚ようにデアスミスは言った。

「次に期待しよう」







　テレビのニュースは毎日同じようなものだけれど、それは同時に同一のものではないということでもある。

　もしも同じであるなら、この世界は、マルタの世界ではない。

　だって、どんなに嫌いやでも運動会も遠足も授じゆ業ぎよう参観も来たし、どんなに嫌でも夕焼けはすぐに終わったし虹にじも消えた。

　それがマルタの知る世界のありようだ。

　それはオスタスも変わらないし、一人一人にあまり関かかわりなく世界は流れて動いていくから、なんとか生き延のびることもできるし、同時に絶ぜつ望ぼうもするのだ。

　もしそうでないとするならそれは世界ではない。

「信じるためには確たしかめないといけないよな、バーチ」

「君がそう言うならそうだろう」

　そんなわけでマルタはビーチサンダルを履はき、バーチは滑ぬめ革かわのローヒールのサンダルを履いて外に出た。

　バス停ていでバスを待ち、行ったことのない行き先の表ひよう示じのバスに乗る。路線の内で、一番遠くに行くバスだ。

　乗客は誰だれもいない、夏の日ひ暮ぐれだ。

「最後に、風ふ呂ろに浸つかってシャワーを浴びたかったな」

「バーチ、オスタスの風呂場を整せい備びすることを考えてくれ」

　一人がけの椅い子すに、前後並ならんで座すわる。

　前にバーチ、後ろにマルタだ。

　マルタにとって見み慣なれた風景が過すぎていく。そして、ある場所から、風景は消えていった。

「君が来たことがない場所なんだね」

　バーチが呟つぶやく。

「うん」

　バーチが座る椅子の背せに腕うでを載せ、その上に顎あごを載せてマルタは頷うなずいた。

　バーチは椅子の背もたれに対して、足を通路に投げ出すように横に座っている。

　窓まどの外はただ白く、バスの振しん動どうばかりが身体からだに響ひびく。夏の光で塗ぬりつぶされているような窓。

「さぁ、運転手に告げるがいい。君の役目だよ」

「え？」

「こう訊きかれたと考えるのさ」

　きょとんとするマルタに、バーチはウインクをして言った。

「お客様、どちらまで？」

　マルタは笑う。その笑え顔がおのままで、振り向かない運転手に告げた。

「リッツを拾って、オスタスまでお願いします」








　第九章　さぁ、それでははじめよう




　市場で買った林りん檎ごをマルタが買い物袋ぶくろからこぼした。

「ああ、ほらもう！　欲よく張ばって買いすぎるからだよ！」

「だって、リッツが、アップルパイ、焼くっていうから、うわうわうわ」

　言う間も林檎は転がり続ける。市場の先の石いし畳だたみの坂。顔なじみの娼しよう婦ふがその横を通り過ぎる。

「ああらま、大変」

　マルタは追いかけながら笑って、

「やぁお早はようリザーリア！」

　と帽ぼう子しを取って振った。

　林檎と一緒にジョゼフ犬が走る。

　まだ青い林檎が転がる。

　空の青が窓ガラスに映うつって光る。

　ジョゼフ犬が林檎に追いついて先回りして身体で止めようとしたけれど、身体にぶつかって跳はね、別の角度でまた転がりはじめる。

「いいよもう、あんなに転がったら傷きずだらけだよ」

　リッツは情なさけない声で言って走る速度をゆるめたが、マルタはそのまま走り続けた。ハンチングが飛ぶ。

「じゃぁジャムにして！　あと帽ぼう子し！」

　拾っておけばいいのか、とリッツは立ち止まり歩いて帽子を拾いに行く。マルタの帽子を拾って埃ほこりを払い、荒あらい息を整えようと日ひ陰かげに置いてあった木箱の上に腰こし掛かけた。

　よく晴れた静かないい日だった。見上げれば空に雲。子供の声が遠くにして、ユリル河を行く汽船の汽笛が聞こえた。

　道向こうの屋根に小鳥たちが降おり、何かをついばんでさえずっている。

　リッツはため息を吐ついてハンカチで額ひたいの汗あせを拭ふいた。

　今日は買い物をしたから、あとは事じ務む所しよに戻もどって書類仕事をして食事を作って。

　こんな日がずっと続けばいいのにな。

　辛いことなんかなんにもなくて毎日こんなふうだといいのに。

　リッツがそう思って、ため息を吐いたときだ。

　知らない音がした。

　大きな長い車が横に停とまった。長い、まるでワインの入った木箱みたいな大きさの、上半分にガラスの窓まどのついた変な車だ。

　空気が抜ぬけるような音がして、縦たて長ながの扉とびらが開いた。

　見たことのない簡かん単たんな服を着たマルタが、中の短い階かい段だんに腰掛けて、リッツを見て笑った。

「ああ、リッツだ」

「え」

　リッツは坂の下、マルタが走っていったほうを見てからもう一度目の前のマルタを見た。

「マルタ？」

「うん、僕ぼくだよ」

　マルタは頷うなずく。

「ねぇリッツ。僕、お前のお茶が飲みたいよ。ここもいいけどそろそろ帰らないか」

「帰る、って」

「うん、オスタスに。……ここじゃなくて。……オスタスに」

　何を言ってるんだろう。

　リッツは眉まゆ根ねを寄よせて言った。

「こ、ここだって、オスタスじゃないか」

「うん。オスタスだな」

　マルタはそれ以上何も言わなかったけれど、リッツは自分自身で知っていた。

　この世界は甘あまく優やさしい。

　本物のオスタスよりもずっとだ。

　リッツは目を見開きマルタを見つめた。涙なみだが出そうだった。自分の弱さを突つきつけられているのに、弱いことだと認みとめられなくて、涙が出そうだった。言い訳わけを探さがしたけれど見つからなくて、涙が出そうだった。

「帰ろうよ、リッツ。このバスに乗ってくれ」

　リッツは瞬まばたきをしてうなだれた。涙がこぼれた。

「僕、ここにいるって言ったら、マルタどうするんだよ」

「助手がいなくなって困こまるよ」

　優しい声こわ音ねだった。

　こんなときばっかり。

「お前と名めい探たん偵ていやってるの、僕、案外気に入ってるんだ。僕を見み捨すてないでよ、リッツ」

　静かに微笑ほほえんだ口元で歌うようにマルタは言う。

「ね、帰ろ」

　手の甲こうと親指の付け根で涙を拭いて、リッツは顔を上げた。

「……いいよ！　僕がいないと、マルタ何にもできないんだからな！」

　そしてマルタと視し線せんを合わせ、口元をなんとか笑えみの形にした。

　雨上がりだ、とマルタは思った。

















　雨上がりの青せい灰かい色しよく。

　塵ちりも曇くもりも全部流れたあとの色。

　バーチはバスの中で静かにやりとりを聞いて、満足げに微笑んだ。

　そうこなくてはな、少年たちよ。

　そして私は今の内に集中しよう。目覚めてすぐに、立ち回りだ。寝ねぼけていては話にならないぞ怪かい盗とうドクトル・バーチ。







　何者も追いつけない光の速度で、朝の最初の光は奥おくの間に届とどいた。

　伯はく爵しやくが邪じや魔まをするよりも早く、警けい官かんに化けたバーチの部下が、持っていた手鏡で光を反はん射しやさせてトリノアに当てる。

「きゃあっ！」

　トリノアは向けられた光の眩まぶしさに悲鳴を上げ、座っていた椅い子すにすがりつくように身を捩ねじる。

　胸むねの真しん珠じゆがきしみを上げる。

　痛いたみはないが熱い違い和わ感かんがそこから身体からだに広がる。

　椅子の背せにしがみついて、身体を震ふるわせ、声を上げていなければ耐たえられなかった。

「いや、いやぁぁあ……！」

　涙がこぼれ全身が上気する。冷や汗あせをじっとりとかき、伯爵やバーチの部下たちが見つめる前で情なさけない声を上げるしかない。

「トリノア！」

　伯爵がトリノアの肩かたを抱だくように包み、呼よびかける。

「トリノア、しっかりしろ、トリノア！」

「おとうさま、お父様っ……!!」

　トリノアは震える手で父親の腕うでにすがりついた。

　二人の身体の間で真珠がふくらみ、そしてつぼみが花開くときのようにわらりと回転しながら弾はじけた。

　伯爵は息を呑のんで目を見開いた。

　それは、長い翅はねだった。真珠色をした、半はん透とう明めいの翅だった。

　虫のような細かな翅し脈みやくが、まるでガラスの芸げい術じゆつ品ひんのように見える。

　それは翅を広げ、二人の間からわずかに気流を捉とらえて飛び立った。

　茫ぼう然ぜんとする伯爵の眼前で、その虫は白い網あみにさらわれた。

「うん、マルタ・サギー。君に化けて正せい解かいだったな。いつもの私がこんな、捕ほ虫ちゆう網あみとか持ったら絵にならないこと甚はなはだしいもの」

　どこに持っていたのか、バーチは柄えの部分が伸のび縮ちぢみする捕虫網を持っていた。

　そして網の部分を袋ふくろにするように持ち、警官に扮ふんした部下が差し出した、細い鉄てつ製せいの虫かごに入れて扉とびらを閉しめた。

　そうして見ればその虫は四枚まいの翅を持っていて、そしてそれ以外には構こう成せい物ぶつが見えないのだった。

「……なんだそれは」

　息を荒あらくして今にも気を失いそうに、腕うでの中に重く身体を預あずけるトリノアを抱きしめながら伯爵はバーチに言う。

「アテンダントというものです」

　バーチは冷れい徹てつに言った。

「たとえば金脈、たとえば宝石、または失われて久ひさしい神しん秘ぴなるもの。それに人を導みちびくべく生まれさせられる、疑ぎ似じ生物。これを作り出したのは我われらが祖そである方」

　バーチは懐ふところから小こ瓶びんを出して、伯爵に放ほうり投げた。

「胸むねの抜ぬけ殻がらは自然に落ちます。この薬を塗ぬり込こんでおけば、胸の開いたドレスを、一年後にはお召めしになられましょう。お嬢じよう様さまに何か異い常じようがありましたら、このドクトル・バーチ喜んで治ち療りようと対たい処しよに馳はせ参じます。お忘わすれなきよう」

　バーチはマルタの顔で微笑ほほえむと、信じられないほど優ゆう雅がな礼をした。

　マルタはただ、ぼんやりと眼がん前ぜんの光景を見ていた。

　今ひとつ把は握あくできない。

　バーチって血圧高いんだろうな。こんだけ寝ね起おきいいんだもん。

　そんな間ま抜ぬけなことしか頭の中に浮うかばない。

　ああ、あれがアテンダントか。

　アテンダント。

　そこまで考えて、ようやく符ふ合ごうする。

　リッツに埋うめ込まれているというアテンダント。デアスミスによって埋め込まれたそれ。

　身体からだの細さい胞ぼうがひとつひとつ目覚めていく。

　指がカードを探さぐった。呪じゆ文もん、どこまで言ったっけ。

「I will use the」

「おっと」

　マルタの声に気がついたバーチは、手に持った用よう済ずみの網を投げつけて、マルタの手からカードを弾き飛ばした。

「！」

　床ゆかを滑すべるカードを視し線せんで追う。かなり飛ばされてしまった。

　そのまま呪文を唱となえようかと考えたが、やめた。

　以前星新聞の記者に対してそれをして、ものすごく怖こわかった覚えがある。

　自分が自分でないような。

　カードは手に持っていないといけない。自じ制せいがきかなくなる。

　弾き飛ばされたカードを取りに行く暇ひまはない。

　もう一枚を胸ポケットから出す。

「I'm Marta Saggy!」

　反はん応のうがなかった。

　カードの力が感じられない。

「……!?」

　バーチはにやりと笑う。

「では私はお暇いとまさせていただくよ。伯はく爵しやく、お騒さわがせして申し訳わけありませんでした」

　伯爵はトリノアを抱いたまま憮ぶ然ぜんとしてバーチに言った。

「君に連れん絡らくを取りたいときはどうすればいいのかね」

「私とてオスタス市民です。各新聞には目を通しておりますよ。伯爵ほどの財ざい力りよくがおありでしたら、広こう告こく欄らんをお買い上げください。それでは」

　バーチが頭を下げればそれが合図だった。

　部下たちが隠かくし持っていた鏡に朝日を反はん射しやさせる。緻ち密みつに計算された角度と立ち位置。

　一人が受け止めた光は何度も角度を変えて受け止められ、部屋の中を光で満たして伯はく爵しやくとマルタとトーリアスの視界を奪うばう。そして激はげしい破は裂れつ音おんが響ひびき渡わたり、辛からいような臭しゆう気きがあたりに広がった。粘ねん膜まくに痛いたみが走り、目を開けていられない。身を折って咳せき込み、涙なみだを流しくしゃみをする。

　ようやくそれが治まった頃ころには、バーチも、バーチの部下達もいなかった。

　あるいはいたのかもしれなかったが、後おくればせながらなだれ込んできた警けい官かんたちと、見分けがつかなかった。

　トーリアスはハンカチで鼻水と涙を拭ふき、咳払いをしてから、椅い子すに座ったその膝ひざに疲ひ労ろうで気を失ったトリノアを抱だいた伯はく爵しやくに言った。

「……伯爵。取り逃にがされましたね。あなたなら、この程てい度どの目くらましはものともなさらないはずですのに」

　伯爵は、腕うでの中のトリノアの顔を見つめて言った。

「怪かい盗とうを捕つかまえるのは、そちらの仕事ではないですかな。……私は、トリノアを保ほ護ごしなくてはなりませんでしたので」

　口元にハンカチを当て、もう一つ咳をしてトーリアスは不ふ愉ゆ快かいそうに言った。

「逮たい捕ほは市民の協力がなくては」

「協力ならもう充じゆう分ぶんいたしました」

　そして伯爵はトリノアを軽々と抱き上げて、トーリアスに言い放つ。

「トリノアを休ませなくてはなりません。お引き取りください」







　いろいろとすることがあるから、待てるんなら送っていくが、とトーリアスは言ったが、マルタはごめん、先に帰ると伯爵邸ていを飛び出した。

　昼に見てもやはり鬱うつ蒼そうとした庭を早足で抜ぬけて、通りに出る。このあたりは全く詳くわしくないが、大通りの方角は何となくわかった。

　賑にぎやかな気配のするほうへ。

　そこまで行けば辻つじ馬ば車しやもあるし、誰だれか親切な紳しん士しが乗せてくれるかもしれない。

　バーチに負けたことは悔くやしかった。

　カードのことも。

　床に落ちたカードは拾って丁てい寧ねいに埃ほこりを払はらい、誰も見ていないところでごめんな、と囁ささやいてキスをした。

　大事な相あい棒ぼうだ。機き嫌げんを損そこねられてはたまらない。

　発動しなかったカードは何だろう。あとで調べなければ。

　けれど、今はリッツだ。

　リッツに逢あわなきゃ。

　リッツが目を覚ましていることを確かく認にんするまで、安心はできない。

　たまらず走り出した。へたばったらどうしようと思う余よ裕ゆうはもうなかった。

　それにしてもバーチめ。

「切り替かえ早すぎないか？　鷺さぎ井い君とか言ってたくせに信じらんない！　冷血漢！」

　口の中で吐はき捨すてて、春の午前の空気を走る。

　知らない花の香かおりがした。

　いや知っている。

　トーリアスが教えてくれた。

　デジーナーという名の花の香りだ。

　オスタスの花の香りだ。







　事じ務む所しよに帰ってきたら、リッツは起きあがってテーブルでオートミールを食べていた。膝にはジョゼフ犬が乗って、尻尾しつぽを振ふっている。

「お帰り、マルタ」

　ぼそりとどこか照れくさそうに言われ、すっかり息を切らしたマルタはその場にばったりと倒たおれた。

「おいこらマルタっ！」

　リッツは慌あわてて立ち上がり、ジョゼフ犬も駆かけ寄よった。

「あら、平気ですか？」

　と、キッチンから清せい潔けつな服を着てエプロンをつけた、優やさしそうな年ねん輩ぱいの婦ふ人じんが現あらわれて、タオルを持ってきてくれた。

「あ、どうも……ええと、マリアンナさんのとこの、方、ですか」

　なんとか床ゆかに座り込んで肩かたで息をし、ぜいぜい言いながら挨あい拶さつをする。

「はいこんにちは。そうですよ。ケイト・バーレンと申します」

　堂々とした体たい格かくの、お腹なかと胸むねがどんどんと重なった感じの婦人は、日だまりのような笑え顔がおを見せた。

「僕ぼく、リッツの、保護者で、マルタ・サギーといいます。今回は来ていただいて、ありがとうございます」

　深々と頭を下げると、ケイトもマルタの目の前に座って軽く頭を下げた。

「いーえー。マリアンナ嬢じようちゃんの頼たのみですからねー。大だい丈じよう夫ぶですよー。あらあらこんなに汗あせかいて。お風ふ呂ろはいりましょうねマルタさん」

　のんきに穏おだやかに言われて、マルタは笑って頷うなずいた。

　やっぱりマリアンナさんの寄よ越こしてくれた人に間ま違ちがいはない。

「今マルタさんの分もオートミール持って来ますから。まずは椅い子すに座すわりましょうか」

　と、ケイトに支ささえられてマルタは立ち上がり、椅子に座ったけれどもともと体力があるほうでもないのに走ってきたものだからなかなか呼こ吸きゆうが整わない。

　テーブルに突つっ伏ぷしてぜえぜえ言っていたら、いかにも面めん倒どうそうにリッツに言われた。

「大丈夫か？」

「うう、吐はきそう」

　そのマルタの横に、水のコップとオートミールの皿が置かれる。

「ハイ、食べられるものならどうぞ。出す前から出したみたいな料理ですけどね」

　とんでもないことをケイトは言って、リッツは軽くふき出した。

「あの、でも、おいしいよ、これ、すごく。食べなよ」

「うう」

　ケイトは鼻歌を歌いながら風呂場に行き、そして掃そう除じをはじめたらしい音が響ひびきはじめた。

　マルタはだらだらと起きあがり、ようやく整ってきた息を長く吐ついて水を一気に飲み、スプーンを手に取った。

「……いただきます」

「うん」

　マルタはオートミールを一口食べて何度も瞬まばたきした。

「すっごいおいしいなこれ！」

「うん、すっごいおいしいよ」

　リッツはこくこくと頷うなずいた。ジョゼフ犬はテーブルの下、二人の足の間で嬉うれしそうに尻尾を振ふっている。

　マルタはしばらく黙だまって食べ、先に食べきってしまっていたリッツは、そっぽを向いて話しはじめた。

「ユリル河がわのベンチで寝ねてたら、お前が迎むかえに来てさ」

「あ？　うん」

　何の話だか分からないがとりあえず聞いておこう。オートミールおいしい。

「それで、まぁ掃除して買い物してごはん作って食べて。……兄さんから手紙が来て、こっちはみんな元気でやってるから、オスタスで頑がん張ばって、なんて書いてあって」

　リッツにとっての蓑みの崎さきの話だ。

　マルタはリッツの顔を見ないようにしながらオートミールを食べ続けた。

「兄さんはさ、父さんと母さんと、なんか知らないけど一いつ緒しよに住んでて。学校の先生をしててね。月に一回近きん況きようの手紙をくれて、それがあんまり細かく書いてあるもんだから、僕まで生徒の名前覚えちゃって。父さんと母さんは、兄さんが毎週日曜日家に生徒たちを連れてくるもんだから、手作りの菓か子しのなにか、作り方のいいのがないかなんて僕に訊きいてきたりしてさぁ」

　あのカード、なんて言ったっけ。

　ああそうだ。

『すばらしい世界』。

　僕は、そうか、バーチを巻まき込こんだからか、それとも僕自身にリッツのような望みがないからか分からないけれど、そういうふうには働かなかった。

　マルタは肚はらの底が震ふるえる。一いつ瞬しゆん指が白くなるほどスプーンを強く握にぎった。

「僕は、まぁ笑っちゃうんだけど、なんか事じ務む職しよくの資し格かくを取るためにここで働いてるんだ。マルタはマルタだったし、ジョゼフ犬はジョゼフ犬だった。バーチとも対決したし、ミスター・ブルネルもヘンリーもトーリアスもマリアンナさんもいたよ」

『すばらしい世界』。

　対象の願望を叶かなえる夢ゆめを見せるカードだ。

　確たしかにそんなものはイレギュラーカードだろう。

　ストラグルで役に立つとも思えない。

　ワークのためのカードだ。

『名めい探たん偵てい』のカードもそれに近いし、ストラグルでの効こう果かはえげつない。

　全すべてのカードに意い思しがあり、それなりの関係をプレイヤーと結んでいる以上、ある意味離り反はんさせるあの効果は道どう義ぎ上するべきではないとマルタは考える。

　とは、まぁ考えはするが、使わなければ勝てないほどの腕うでだし、アウレカなんかわざわざ『救きゆう援えん』でマルタを呼よび出してまで使ったし。

　でも、自分のカードでなかったら怖こわい。

　イレギュラーカードというのは全てそんなものなんだろうか。

　わからないが、『すばらしい世界』のカードは、なんだか侮ぶ辱じよく的てきだとマルタは感じた。

　望む夢を見せて。

　捕とらえて。

　望むことは悪いことじゃない。

　叶わない夢を見ることや、来るはずだった明日を望むのは人の常つねだ。

　こんなはずじゃなかったと、泣いて立ち止まって未来を見ない人もいるだろうけれど、でも、リッツはそんなんじゃない。

　泣きながらでもなんとかやっていこうとしてるのに、そういう奴やつに見せる夢としては残ざん酷こくだし馬ば鹿かにしている。

　しばらく遠い目で夢の話をしてからリッツは話を変えた。

「僕が寝ねてた間何かあった？」

「うん、バーチ出た」

　どうせ今日の夕ゆう刊かんには多分記事が載のるんだから、ごまかしても仕方ないし、ごまかす必要もないし、黙だまってたらきっと怒おこられるし。

「吸きゆう血けつ族ぞくの親玉みたいな上品な美男子の伯はく爵しやくがいて、えーと、海え老びと肉たらふく食べさせてもらって、そこの養女さんがかぁわいいんだこれが」

「へぇ。マリアンナさんとどっちが？」

「僕海老も肉も好きだ」

　とんちんかんな答えに、リッツは瞬まばたきした。

「そんなことは訊きいてない」

「訊いたじゃん。マリアンナさんとどっちがって」

　リッツは少し考えて、腕うで組ぐみをして頷うなずいた。

「わかった。つまりこういうことだね。百ゆ合りも薔ば薇らもどちらも美しいから、比ぶべくもないという」

「うわぁバッか、リッツお前よくそんな気き障ざなこと真顔で言えるな恥はッずかしい、もう！」

　顔を真っ赤にして身もだえしながらマルタが言うので、リッツは鼻に皺しわを寄よせて顎あごを上げて見み下くだした。

「いや恥ずかしいのはお前だから」

「僕は恥ずかしくないよ。何言ってんの？」

「いや僕はお前が恥ずかしいから」

「違ちがうだろ」

　不毛な押おし問答に、テーブルの下のジョゼフ犬がため息を吐ついて床ゆかに顎あごをつけた。そのとき、犬の耳と鼻に、彼かの人の存そん在ざいが届とどき、ジョゼフ犬は戸口に走っていって座すわり、その扉とびらが開くのを待った。

　ノックがして、どなたかおいでですか、と声がした。

　寝ね間ま着きのリッツがマルタ行けよと指さして、それに従したがってマルタは立ち上がり扉を開けた。

「こんにちは。リッツさんの様子は如何いかがかしら。お邪じや魔までなければお見み舞まいにと思いまして」

　そこにはピンク色のコートと帽ぼう子しのマリアンナが立っていた。

　マルタは喜んでマリアンナを迎むかえ入れ、マリアンナは起きあがっているリッツを見て、安あん堵どして笑い、よかったよかったと言った。

　そしてケイトの給仕で小一時間ほどお茶を楽しんだ。








　第十章　委員会の決定




　マリアンナとケイトが帰ってから、マルタはポケットからカードを出した。

「ねぇねぇリッツ。これ見てよ」

「着き替がえる間くらい待てよ」

　リッツは自室で、寝間着を着替えていた。

　いつものズボンとサスペンダーとシャツとネクタイとベスト。

「今日くらい寝間着でいいじゃん」

「僕はきちんとしてるのが好きなんだ」

　カフスボタンをきっちり留とめて、鏡の前でネクタイの位置を直し、髪かみにブラシを当てる。

「おっさんくさ」

　マルタの感想に、リッツはふん、と鼻を鳴らした。

「お前より若わかいよ」

「子ガ供キ」

「どっちなんだよ。で、何？　座って話そうよ」

　リッツは言うと居い間まに戻もどり、マルタはそのあとをついて行き、そのあとをジョゼフ犬が追いかけた。

「紅こう茶ちや淹いれて」

「ハイハイ。あっねぇトーリアスが持ってきてくれたプディングって」

「棚たなにあるよ、お前の分」

「ダメになってないといいんだけどな」

「昨日だから平気だろ。冷れい蔵ぞう庫こあればなぁ」

「その便利そうなもののことはもう百回も聞いたよ。発明しろ、マルタ」

「無理」

「うん」

　とにかく、とリッツはキッチンでお湯を沸わかす。それから居間に戻ってきて、先に椅い子すに座っていたマルタが差し出すカードを受け取って見つめた。

「……『名めい探たん偵てい』のカードだろ？　お前の」

　はい、と返されたカードをマルタは受け取らず、リッツを見つめた。

「もっと、ちゃんと見て」

　重ねて言われ、リッツはそのカードを注ちゆう視しする。いくらじっと見つめても、いつもと何も変わらない。よく考えたらマルタのカードをじっくり眺ながめたことはあんまりないなぁ。とかぼんやり思う。

「はい。ちゃんと見たよ」

「うん」

　とマルタは差し出されたカードを今度は受け取って、カードを見つめて言う。

「どこで入れられたかわかんないんだけど、これ偽にせ物ものなんだ。発動しない」

「……えー？」

「リッツも見てわかんないなら、わかんないだろうな。まぁ『名探偵』のカードは、僕ぼくだけのカードだから僕を一いつ瞬しゆんでもごまかせればよかったんだろうけど。……よくできてるよこれ」

「伯はく爵しやく邸ていでの話の続き？」

「うん」

　さっきはマリアンナの来らい訪ほうで中ちゆう断だんした話を、マルタは続けた。

「アテンダントを見たよ」

　その言葉に、リッツは凍こおりつく。

　アテンダント。

　デアスミスがリッツの身体からだに埋うめ込んだという、わけのわからないものだ。それはいつか発動して、賢けん者じやの石というものに辿たどり着く手がかりになるという。

　それが何で、どんなものだかマルタもリッツも知らなかった。

　ただわかっていたのは、デアスミスがリッツの意い思しを無視したこと。

　あとでどんな言葉を尽つくされても、それは変わらない。

　リッツはせわしなく瞬まばたきをして、口元を摘つまむように片かた手てで覆おおってマルタに言った。

「……──ど、どんなのだった」

「なんか虫みたいなの」

　リッツは強く目を閉とじて鋭するどく息を吸すい、顔を青ざめさせた。

「伯爵の養女のトリノアさんって、ここのところに真しん珠じゆがあって、それをバーチが盗ぬすみに行ったんだけど、朝の光を浴びたら真珠が虫になってさ」

「……寄き生せいしてるのそれ……？　ええ、虫……？　僕虫飼かってるの……？」

「じゃない？」

　リッツは椅子を蹴け倒たおして立ち上がり、

「虫下し買ってくるッ!!」

　と言い残して止める間もなく旋つむじ風かぜのように駆かけだした。

「いや待てサナダムシとか回虫とかじゃないんだからお前そんな、あっ頼たのむねジョゼフ犬！」

　マルタはおろおろと言ったが、もちろんリッツには届とどかず、ジョゼフ犬がリッツを追って駆けだし、マルタの声に応こたえるように吠ほえた。

　その開いたままのドアから、長い黒くろ髪かみと青い瞳ひとみ、黒の上着とズボンと絹きぬの紺こんのマフラーをつけた男が入ってきた。

「なんだね、リッツ・スミスは。この界かい隈わいでかけっこの競きよう技ぎ会かいでもあるのか」

「普ふ通ふつに入ってくるなバーチ!!」

　猫ねこのように全身の毛を逆さか立だてるマルタに、バーチが微笑ほほえむ。

「水くさいな、蓑崎での思い出を共有した仲だというのに」

　マルタははぁ、とため息を吐つくと居い間まの椅い子すに座すわり、手で向かいの椅子を示しめして片手で顔を拭ぬぐった。

「あーあ。そうだな。まぁお前はそういう格かつ好こうのほうがいいよ。似に合あってる。できれば僕に化けるのはもうやめてくれ。気持ち悪いし」

「一考しよう」

　言ってバーチは椅子に腰掛ける。

「リッツ・スミスがいたほうがいいのだが。戻もどってくるかな？」

「もうちょっとかかるんじゃない？　財さい布ふ持たないで虫下し買いに行ったから」

　肩かたをすくめて言われた言葉に、バーチは声を上げて笑った。

「ああ、そう。アテンダントの話をしたのか」

「察さつしがいいね」

「まぁ、私もその話をしに来たしね」

　椅子に座り、足を組んだバーチはマルタをまっすぐ見て言った。

「聞きたいだろ」

「わざわざ言いに来てくれたくせに何言ってんだよ」

　唇くちびるを尖とがらせてマルタは言い、バーチは口こう端たんを片方つり上げた。

「ま、な。リッツ君に伝えろ。トリノア嬢じようのアテンダントと君のは性せい質しつが違ちがう。君のはどこに埋うめ込こまれたかわからない。傷きずがないから外科的な手しゆ術じゆつではないだろう。発動形けい態たいも違うかもしれない。トリノア嬢のアテンダントは羽う化かするときが決まっていたが、君のはまだ、それがいつなのかもわからない」

「……わからないことばっかりじゃないか」

　バーチは挑いどむようにマルタを見つめ、口元を笑えみの形にした。

「だから、おそれるな」

　思いがけない言葉に、マルタはきょとんとしてしまった。

「老ろう婆ば心しんからだがそう伝えてくれ」

「……ああ。……え？」

「誰だれだって、明日の運命など知らずに生きている。アテンダントを埋め込まれた君であっても、それをおそれて震ふるえて生きるなどくだらないことなのだと。策さくは講こうじても、おそれないことこそがデアスミスに対する報ほう復ふくなのだから」

　そう語るバーチの瞳ひとみは、宝石のようだった。

　高温の恒こう星せいを閉とじこめた宝石だ。

　バーチは自分の目を盗ぬすめばいいのに。

　マルタは思ったがあんまり綺き麗れいで悔くやしいから黙だまっていた。

　突とつ然ぜんバーチは窓の外を見て、思い切りテーブルを蹴け飛とばした。向かいに座っていたマルタはつぶされたような悲鳴を上げて、椅子ごとひっくり返って身体からだと後頭部を打った。

「な、なにすんだ！」

　後頭部をさすりながら起きあがったときにはもう、バーチは窓まどを開けて俊しゆん敏びんな獣けもののように屋根を駆かけていた。

　その先には人ひと影かげがあった。

　ライフル銃を持っているようだった。

「……え？」

　なんとなくマルタが壁かべを見たら、弾だん痕こんがあって、開けられた窓ガラスにもそれはあった。

　バーチがテーブルを蹴飛ばさなかったらマルタの頭に当たっていた弾道だ。

「……えっ？」

　マルタは青ざめ、自室に行くとストックを掴つかんで尻しりポケットに突つっ込み、それからよっこいしょと言いながら窓から隣となりの屋根に出て、何となくバーチを追いかけようとしたが、バーチがじたばたする少女を一人担かついで屋根を伝ってこっちにやってきた。

「うぅわ、怪かい盗とう力持ち」

「変な名前を付けないでくれたまえ」

　いかにも嫌いやそうにバーチは言い、高所の恐きよう怖ふに膝ひざを震ふるわせているマルタに、ほら、危あぶないから中に入れほらとマルタを促うながして中に入れた。

　バーチは居間に椅子をもう一つ出して、担いだ少女を座らせて、椅子の背せにどこからか出した紐ひもでくくりつけた。

　狙そ撃げき手しゆは背中まである白銀の髪かみを結び黒い帽ぼう子しを被かぶっていた。睫まつげは長く、まるで銀の羽う毛もうだ。耳は、頭の四分の一を覆おおっていて、鴉からす揚あげ羽はの翅はねに似にていた。黒い男物のズボンと、薄うす手でのぴったりしたセーターを着込んでいる。

「……このひと、種族何？　なんか、オスタスで見たことない」

「異い世せ界かい人じんだ。マルタ、君と同じ。なぁ、デロリス・ウィラー」

　蔑さげすみを込めた視し線せんと声こわ音ねでバーチは言う。

　デロリスはバーチを見上げ、歯がみしながら叫さけぶように言った。

「じゃましないで!!　せっかく『スナイパー』のカードまで使ってそこのマルタ・サギーを殺そうとしたのに」

「えーなに何で僕殺されなきゃなんないのー嫌いやだー」

　両りよう肩かたをだらりと落としてマルタはトホホと言い、デロリスはかみつくように怒ど鳴なる。

「デアスミス様があんたのことをお気に留とめてらっしゃるからよ!!　教室内の人間でなければそんな奴は殺す殺す殺す殺す殺す!!」

　デロリスは言いながらどかどかと床ゆかを踏ふみ鳴らした。

　その青い瞳ひとみが本気で、マルタは黙だまってバーチの背の陰かげに移い動どうした。

「……マルタ……」

　呆あきれたように言われても、

「やだ怖こわい」

　ぐらいしか返せない。

「マルタ・サギー、覚えてらっしゃいよ、バーチ、あなたもよ。あたしは『すばらしい世界』のカード使いなのよ。これから何度だって仕し掛かけてやるわ。いい、何度だってよ!?　あたしのカードの誘ゆう惑わくに耐たえられるかしらね。きちんと作用すれば、どんなことだって思う通りになる世界に、ずーっと居い続つづけられるだなんてどれほど楽しいことか！　その誘惑を何度だって仕掛けてやるし、それでダメならこんな風に命を狙ねらってあげるわホホホホホホ!!」

　バーチは目め眩まいを抑おさえるように、皺しわの寄よった眉み間けんに人差し指を当てた。

「醜みにくい」

「なんと言われようがあたしはデアスミス様に褒ほめていただくためならなんだってするわ！　邪じや魔ま者ものを排はい除じよして、あたしだけを見ていただくの！　そのためにならどんなことだってする！　ちょっと聞いてるの!!」

　口から泡あわを飛ばしながら金切り声でデロリスは言い、その言葉の合間にマルタはノックを聞きつけて扉とびらに行き、開けた。

「こんにちはー。ご無ぶ沙さ汰たしてまーす」

　そこには黒いマントと黒い帽ぼう子し、黒い鞄かばんのとっぽい感じの女じよ性せいが立っていた。

　丸まる眼鏡めがねをかけて茶色の髪を半分に分け、それぞれを頭の両側で丸く編あんでプレッツェルみたいに結ゆっている。

　二は十た歳ちくらいの小こ柄がらな女性だ。

「シェリーさん」

　この人は名をシェリー・オーウェンと言って、マルタの知人だった。『カード戦争』委員会から派は遣けんされていると言っていた。

「お久ひさしぶりですね。マルタさん」

　シェリーはにっこりと言ったが、マルタは室内のデロリスをちらりと見て答える。

「あの、すみません、いま、なんかデアスミスフリークの気持ち悪いのが怖くて取り込み中なんです、けど……」

「誰が気持ち悪いのよふざけないでよこのあたしの忠ちゆう誠せいと愛がわかんないならあんたなんか生きてる価か値ちなんかない!!」

















　バーチはデロリスの口をふさぎたかったが、触さわりたくなかったので自分の耳をふさいだ。

「はいはいはい、存ぞんじておりますよー。デロリス・ウィラーさんに私も用事なんです」

「えっ」

「中、よろしい？」

　にっこりと小首をかしげて言われ、マルタは身体からだをずらしてシェリーを中に入れた。

　シェリーはデロリスの前に立つと腰こしをかがめて犬いぬ猫ねこに言うように言った。

「こんにちはー」

「何よあんた!!」

「『カード戦争』委員会、シェリー・オーウェンですー。どうもー。ちょっと失礼」

　とシェリーは床ゆかの上に鞄を置くと、腰をかがめてぱちんと掛かけ金を外し、一枚まいの書類を取り出してまた鞄を閉しめ、眼鏡を直して読み上げた。

「えーっと、登録名、デロリス・ウィラーさん。登録カードは『すばらしい世界』。特定カードでイレギュラーですね？」

「……そう、だけど……」

　自分の仕事に満足した笑え顔がおでシェリーは頷うなずく。

「よかった。『カード戦争』委員会から、プレイヤー、デロリス・ウィラーさんに通達があります」

　シェリーはこほんと咳せき払ばらいをして、文面を読み上げた。

「我われ々われ『カード戦争』委員会では、デロリス・ウィラーさんが登録したカード『すばらしい世界』のゲームにおける合法性について調ちよう査さ・協議を重ねました。つきましてはゲームの潤じゆん滑かつな進行を鑑かんがみて『すばらしい世界』のカードの『カード戦争』における効こう力りよく、登録を全すべて抹まつ消しようすることを決定いたします。今までの参加、ありがとうございました。またの参加をお待ちしております」

　読み上げられていく内ない容ように、デロリスは次し第だいに青ざめて震ふるえた。

「待って、待って、そうしたらあたしどうなるの、カード使いでなくなったらデアスミス様のお役に立てないじゃない」

「あっ、それは平気です。『カード戦争』に参加してないんですから、当然元の世界に戻もどります。ここには『カード戦争』に登録し直すしか、また来ていただくことはできませんから、どうかお気になさらず」

　ピントはずれのことを言って、シェリーは微笑ほほえむ。

「いや、いやよ、あたしデアスミス様の傍そばにいたいの、ここにいたいの、デアスミス様がいない世界なんかいや、そんなのいや」

「案外元の世界もいいものですよ。未来に向けて頑がん張ばってください。デロリスさんならきっと大だい丈じよう夫ぶ！」

　シェリーは力づけるように言って、更さらに書面を読み上げた。

「以上、〇〇年〇〇月〇〇日『カード戦争』委員会」

　シェリーが読み上げた日付は、マルタには音として聞き取れなかった。多分、マルタには聞こえない言葉。そしてバーチにも。二人は困こん惑わくした視し線せんを一いつ瞬しゆん交かわした。

　デロリスは泣きわめいて何か言っていた。

　その言葉が聞こえない。

　そしてどんどん透すけるようにその姿すがたが薄うすくなっていって、掻かき消えた。

　強こわばった沈ちん黙もくが部屋を支し配はいした。

　最初に動いたのは当然、シェリーだ。

「さて、お邪じや魔ましました。マルタさん、ワークも結けつ構こうですけど、もう少しストラグルをしないとポイントがたまりませんよ？　がんばってくださいねっ」

　と笑いながら小さくガッツポーズを作る。

「え……あの、『すばらしい世界』って、そんなによくないカードなの……？」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやくマルタに、シェリーは人差し指を立て頬ほおに当てて言った。

「んー。プレイヤーを眠ねむらせてしまうので、そうですね。ストラグル中にそれをされたら、ストラグルが長引いて仕方がないですもの。進行の遅ち滞たいを招まねくということです」

「デロリスは、ストラグルとやらをしていたのかね」

　バーチの問いに、シェリーはポケットから小さな手帳を出してめくってから答えた。

「いいえ。未み経けい験けんでしたね。ワークのポイントはけっこうあります」

「そうか。質しつ問もんに答えてくれてありがとう」

「いいえ、これくらいでしたら。それでは、失礼しますね」

　シェリーはぺこりと頭を下げて帰って行った。

　マルタはしばらく無言で突つっ立っていたが、椅い子すとテーブルを直して崩くずれるように椅子に座すわった。

　バーチも弾だん痕こんのある窓まどを閉しめ、マルタの向かいに座る。

　二人ともしばらく黙だまり込こんだ。

「……あの怖こわいひと、元の世界に戻ったんだよな……」

　マルタの呟きに、バーチはため息と共に答えた。

「そのようだ」

　そして立ち上がる。

「因いん果が応おう報ほうというところだろう」

　そして振ふり向かずにひとつ手を振って出て行った。

　一人になってマルタは考える。

　元の世界。

　蓑崎。

　僕ぼくの家。

　思い出はある。

　だが未み練れんはない。

　友達もいないしやりたいこともなかった。

『名めい探たん偵てい』のカードだってイレギュラーカードだ。

　あの怖いひとみたいに、いつ登録を抹まつ消しようされてここにいられなくなるかわからない。

　それは今回のようなことではなくて、本当にそうなるかもしれないのだ。

「……リッツのこと心配してる場合じゃないのかも僕……」

　蓑崎に戻って。

　オスタスにはいられなくなる。

　それを考えたら足あし下もとがないような不安に襲おそわれた。

　無む意い識しきに両りよう脇わきを締しめて震ふるえた。

　強く目を閉とじる。

　膝ひざの上で組んだ手が、まるで祈りの形だ。

　オスタスにいたいのか、蓑崎に戻りたくないのかはわからない。

　多分両方だ。

　それは明日かもしれない。

　他者の手にゆだねられて、あるいは来ないかもしれない。

「おそれるな」

　バーチがさっき言っていた。

　太陽を閉じこめたふたつの青い宝石。

「気合いだ」

　アウレカが言っていた。

　気合いを入れたかどうかわからないが、肚はらは据すわった。

　そうだ。

　僕がカード使いでなくたって、僕が蓑崎にいて何かしてたって、明日死ぬかもしれないのはそれはそうで、もしそうだとしたら何が起こってもいいんだ。

　死んだら終わりなんだから。

　それまでは何があったってきっとなんとかなるんだ。

　なんとかなるって思ってないと、あんまり怖こわくて明日のことなんか考えられないけど、でもそれで漠ばく然ぜんと怯おびえて何もしない現げん在ざいや、何もしてこなかった過か去このことに比べれば、明日のことは怖くない。

　怖いけど。

　怖いけど怯えてても明日は来てしまうんだから仕方がない。

　そう、心に言葉で思ったら、マルタの口元には泣きそうな笑みが浮うかんだ。

「うん、仕方ない」

　ため息と共に呟つぶやいて立ち上がる。

　引き出しを開けて、中に入っている金きん額がくを確たしかめて外に出る。

　下の雑ざつ貨か屋やに行って、ガラス屋と左官屋を紹しよう介かいしてもらわなくてはならない。リッツが帰ってくるまでに手配しておいたら、きっと褒ほめてもらえる。

　そう、リッツにはこう言おう。

　バーチから伝言があるよ。




　明日を怖がっても、だって怖いもんは怖いんだからびびってたって仕方ないじゃんて。




　帰ってきたリッツに、マルタはバーチの話をして、そう告げた。

　知り合いの薬やく剤ざい師しに強力な虫下しを無料で分けてもらったリッツは、

「いや、バーチが言ってたとおりに教えてくれよ」

　とマルタに凄すごみ、

「ついでにガラス屋と左官屋の手配をしておいたよ」

　と得意満面に言うマルタに、

「知り合いの店のが安いのに」

　と泣いた。

　戻もどってきたいつも通りのやりとりに、ジョゼフ犬は満足してあくびをし、そして夕ゆう暮ぐれになって街へ出て、春の宵よいの花の香かおりと、五色の夕焼けを心ゆくまで楽しんだ。

　ジョゼフ犬自身も先のことを考えるととても不安だったが、マルタもリッツもバーチも大好きだったので、彼らのことを思うと心が熱くなって、もうそれだけで充じゆう分ぶんだった。

　明日はどんな日になるかなぁ。

　明日はどんなことが起こるのかなぁ。

　そう思ったら胸むねが弾はずんだ。

　充分だった。








　あとがき




　こんにちは。

　長編の三作目です。

　今回バーチがニッポンに来たので、いまひとつオスタスの住人達が出せずにちょっと不ふ満まんです。私としてはジャックさんとかヘンリーとかミスター・ブルネルとか出てきてくれないとちょっと寂さみしいのです。

　長編が書けるのは嬉うれしいのですが、長編書いてると短編が書けないのが悔くやしいところです。

　長編は話動かせたりデアスミスとかクレイとか、アウレカを出せたりするのが、楽しいっちゃ楽しいのですが、短編は短編でやっぱり楽しいのです。

　私にとっての小説を書く醍だい醐ご味みのひとつに「話を終わらせること」というのがあって、ラストを書くのが楽しくて、それで書きあがれば、ごはんに塩かけて食べてから布ふ団とんにぶったおれて、まずは酸さん素そを求めて深呼吸するわけなのですが、短編だとそこが早いので楽しいのです。

　ところでなんでごはんに塩かけて食べるかというと、まぁ締しめきり前は自分のごはんなんかもはやエサに近くてですね、しかも肉焼くとかの手て間まも、それ食べる時間も惜おしいので、冷れい蔵ぞう庫こに何が入っているかとか問題ではなく、いかにごはんを胃いに入れるかがキモになります。

　とにかく面めん倒どうくさくて冷や飯に水ぶっかけたことがありますが、あれはあれでまぁいけるもんですね。噛かまなくていいし。

　カップラーメンなんか作るのも食べるのも手間がかかってやってらんないです。お湯ゆ沸わく時間待ちとかフィルムはがす手間とか冗じよう談だんじゃない。しかもゴミがたくさん出るし！　エコとかではなくゴミ出しがめんどくさいのでゴミがいっぱい出るのはどうかと！

　えー。

　書いていて思いましたが、

　何やってるんでしょう私。

　ごはんくらい普通に食べたらいいと思います。

　あと締めきり前になると息止めて書く癖くせは、早く直したいです。苦くるしい。死ぬ。

　えーと、今は締めきり前じゃないので、昨夜ゆうべはかき揚あげ丼どんとか作りましたよ。

　ごはん食べないで原稿書くのは私は無理です。寝ないのも。不ふ合ごう理りな作つくりです。




　さて、次も長編です。多分。ちんたら刊かん行こうしているシリーズなので珍めずらしいですが。

　今回バーチが、やっちゃいけないことをしてしまっているので、その話になる……かな？

　まぁ次でなくてもいずれやります。まだはっきり決めてませんが。伯はく爵しやくとトリノアさんは、また出てくるかも知れません。短編に出てきてくれたら、伯爵はきっと愉ゆ快かいなことになってくれるでしょうあはは。




　いつも素す敵てきな挿さし絵えをつけてくださるすみ兵様、今回もありがとうございます。

　二千六年七月現在、ファンタジアバトルロイヤルにおいて、すみ兵様がオリジナルストーリーでマルタの短たん編ぺん漫まん画がを描いて下さってます。毎回楽しみです。嬉うれしい。




　ではまた。


二千六年　　　　　野梨原花南













マルタ・サギーは探たん偵ていですか？３




ニッポンのドクトル・バーチ
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